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f ま用説明書 



ご使用の前に、必ずこの使巧説明書をお読みください。 

特に 「 A 安全にお使いいただくために」の項は必ずお読みになり、正しくご使 
用ください。また、お読みになった後、本書はいつでち見られる場所に保曽し 
てください。 
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はじめに 


このたびは「キヤノンネットワークカ;<ラ VB - C 已日 FSi / VB - C 已0円化 TF 、 本機)」をお買い巧 
めいただきまして、誠にありびとうございます。 

この使用説明書は、本機の設定やま用ち法について説明しています。ご使用前によくお読みになつ 
て、本機を有効に活用してください。また、本書中の r 安全にお使いいただくために」および CD - 
ROM の ReadMe ファイルは必ずお読みください。 

製品に関ずる最新情報(ファームウ I ア•同個ソフトウ I ア•使用説明書•動作環境など)は、ホー 
ムページをご確認ください。 

製品紹介ホームぺージ： canon . jp/webview 


著作権について 

お客様げ撮影した映憬や画像、録音した音声等は、個人で楽しむほかは著作権法上、権利 
者に無断で使用-公開することはでをませんのでごま意ください。 

ご注意 

1. 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁止されています。 

2. 本書の内容について、将来予告なしに変更することびあ0ます。 

3. 本書の内容については万全を期して作成しましたび、お気づきの点びございましたら、 
裏表紙に記載の窓□までご連絡<ださい。 

4. 運用した結果の影響につきましては、2項、3項に関わ5ず責任を負いかねますのでご 
了承ください。 


ラジオテレビなどへの電波障喜についてのご注意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自を規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス巨 
情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装 
置びラジオやテレビジョン受信機にお接して使巧されると、受信障害を引さ起こすことび 
あります。本書に従って正しい取0扱いをしてくださし、。 


ライブ映像•音声の公開に際してのお願い 

力六ラサイトによりライブ映像•音声を公開する場含は、プライバシーの保護や肖像権の 
侵害防止等に十分なご配慮をお願いします。 

力;<ラサイト運用をは、ライブ映像•音声の公開にかかる一切の責任を負ラこととな0ま 
す（弊社では責任を負いかねます)。 

<参考> 

弊社び設置•運用している力方ラサイトに関しては、次のような配慮をしていまず。 
♦個人び特定できないよラ、ズーム倍率に制限を加えるなどの処理を行っています。 
♦特定の建築物や屋内などび映し出される場合には、管理者のちに巧して、予め了承をい 
ただいてから、力;<ラの設置を巧っています。 

※音声機能は、V目 -C 已 OFSi のみです。 









はじめに 


音芦に関する注意事項 ( VB-C 已 OFSi のみ） 

♦映像と音青は、ずれることびあります。 

♦ご使用の PC の性能やネットワーク環境によっては、音声び途切れることびあります。 

♦ ビューワソフトウエアでの音青蓄積はでさません。 

♦ PC 用ビューワおよび管理者ビューワか5音青を受信することびできます。 

♦最大己0クライアントに巧して、映像と音声を配信することびでをます。但し、配信す 
るクライアントび多い場含には、音青び途切れることびあります。 

♦ プ□キシサーバを経由する場合は、音声び違切れることびあります。 

♦ ウイルス対策ソフトをご使巧の場合、音声び途切れることびあ0ます。 

V_ ) 


商標について 

♦ Canon はキヤノン株式会社の登録商標です。 

参 Micros 日 ft 、 Wind 日 WS は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国に 
おける登録商標です。 

参 Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows 日 peratin 旨 System です。 

♦ Java は、米国 Sun Microsystems の米国およびその他の国における登録商標です。 
♦その他、本書に記載された商品名、社名等は各社の商標または登録商標です。 

\ _ ) 


本製品では 、 GNU General Public License ( GPL)、GNU Lesser General Public License 
( LGPL )、 および目 SD License に基づくソフトウェアを使用しています。それぞれのライセン 
スは付属 CD の UCENSE フォルダ内の GPLtxt 、 LGPLtxt 、 C 日 PYING . txt をご覧下さい。 
なお、お客様び GPL または LGPL に基づくプ□グラムの ソースコー ドを必要とされる場合、 
製品紹介ホームぺージ： canm . jp / webview をご参照いただくか、製品をお買い上げいただいた 
販売会社または販売代理店にお問い含わせください。 
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同お品を巧認しましよラ 


本機の箱の中には次のちのび入っていまず。不足品がある場をは、お買い上げいただいた販売店 
までご連絡ください。 



3. AC ケーブル Im 



5•ほ巧説明書（本書) 
6. 保証書 


ReadMe - J.txt (本書掛外の注意事項などの和文テキスト） 

ReadMe - E.txt (本書似がのま意事項などの英文テキスト） 

VBSetup.exe (初期設定ツールー P .2-8) * 

MANUAL フォルダ（本書およびビューワの使用説明書の pdf ファイル）* 
vbfiles フォルダ（本機內蔵の Sample ぺージ等のファイルシステム） 

VBTools フォルダ（同捆ソフトウェアのインス!ラ）* 

UCENSE フォルダ（本機巧蔵ソフトウェアのライセンス書類） 

SOUND フォルダ（音声再生用のサンプルファイル） 

* 同栖ソフトウェアや使用説明書の最新情報は、ホームページに公開されています。 
製品紹介ホームぺージ： canon . jp/webview 


4. CD - R 0 M 



CD-ROM の内容 


/V 
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本書の見かた 


本機の設定にごいて 


ビューワのほいかたに 

巧10たいとま 


ついて巧 D たいとま 



巧巧説巧書（本書) 


本機をご購入後、初 
奴てご使用になる 
際には必ずお読み 
<ださい。 


PC 用ビューワと 」 a \/ a 用 
ビューワの使いかたについ 
て解説しています。 

ビューワソフト 同書を参照していたださた 
ウェア巧用説明書 い部分はのマークと記 
(Viewer-J.pdf) 載 ぺ-ジ を記しています。 



本書で使用しているマークについて 

本書では特にお読みいただきたい説明に、次のマークを使用しています。 


ス-ク 

意 味 

A 警告 

この表示を無視して取扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負う可能 
性び想定される内容を示しています。安全にお使いいただくために、必 
ずこのを意事項をお守りください。 

A ミ主意 

この表示を無視して取扱いを誤った場合に、傷害または物的損害び発生 
する可能性び想定される内容を示しています。安全にお使いいただくた 
めに、必ずこのを意事項をお守0ください。 

A 

义が 注意 感電注意 

これらの表示を無視して取扱いを誤った場含に、火災の発生や感電の巧 
能性び想定される内容を示しています。 

〇 (§) 

禁止 械でのを用賣止 

これらの表示は火気を近づけることや水場での使巧、分解すること、ま 
たその他の行為の禁止を示しています。 

义気禁止分解禁止 


运 

プラグをコンセ 
ントか 6 巧く 

この表示は必ず電源プラグをコンセントか5抜かなければならないこと 
を示しています。 

回 

お願い 

操作上必ず守っていただをたい重要事項や禁止事項び書かれています。 
機械の故障や損傷を防ぐために、必ずお読みください。 

固 

メモ 

操作の参考となることや補足説明が書かれています。お読みになること 
をおすすめします。 


同捆 CD - ROM の PDF マニュアルを参照してくださし、 











安全にお使いいただ < ために 


本糖をおほいいただ<にあたり、必ず守つていただかなければな6ないま意事頃について説明し 
まず。 

守6れない場合、クガや死亡事故、物的損喜び発生することびあ D ますので、よくお読みに 
なった上、必ずお守 D ください。 


設置上の注意 


A 警告 

A A\ 

乂巧を意感電注意 

1での使巧 i 

® 0 

义気禁止禁止 


水場での使用禁止 


次の場巧には設置しないでください。 

火災、感電、ケガの原因になります。 

♦高温のところ 
♦ 乂気の近く 

♦ 湿気やほこりのをいところ 
♦ 油煙や湯気び当たるところ 
♦潮風の当たるところ 

♦強い直射日光が当たるところや発熱体のそばな 
ど、温度が高くなるところ 
♦密閉された狭い場所 

♦毛足の長い敷物（じゅラたんや毛巧など）の上 
♦引火性溶剤（アルコールやシンナーなど）の近く 



0 

禁止 


♦医療機器などの人命に関わるシステムには使用しないでくだをい。 

本システムはこれらのシステムに適していません。 


A 警告 


電源およびネットワークなどの配線工事は、電気設備技術基準などの関連 
法規にがい、ま全•確実に巧ってくだをい。 


A 警告 


設置は確実に巧ってください。 

♦ 天井への設置は、本体と取付け金具を含む重量に充分 
耐えられる強度びあることをお確かめください。充分 
な強度びないと、落下して大けびの原因となります。 
また、]年に]度は、必ず取付け部(およびオプション 
のワイドコンバータ使用時はワイドコンバータ取付け 
部)がゆるんでいないか点検してください。 

♦ 振動のある場所に取付けないでください。ネジびゆる 
み、落下による機器の破損や大けびの原因となります。 



A ミち意 

0 

禁止 


不安定なところには設置しないでくだをい。 

落下などによるけびの原因になることびあります。 





A ま全にお使いいただ < ために 


持ち運ぶとをのま意 


A ミち意 • 

A A • 

义災注意感電注意 < 

0 ® 

禁止プラグをコンセ 
ントか6抜く 


持ち運ぶときは、なの点にミち意してください。 

♦ 電源プラグをコンセントか5巧いてくだをい。 

♦ VB-C 己 OFSi で PoE 対応 HUB などをご使用の場合は、 LAN ケープル 
を抜いてくだをい。 

♦接続コードやケープルなどをがしてください。 

コードやケーブルが傷つき、火災や感電の原因になることびあります。 


ほ用上のミ主意 


A 警告 

A A 

义災を意感電ま意 


プラグをコンセ 
ントか5巧く 


A 警告 

A\ 

义災を意感電ま意 


A ミち意 


A ミち意 


次の場合は、ただちに使用を中止し、電源プラグをコンセントか5巧い 
て、最寄りの販売店にご連絡ください。 

そのまま使巧を続けると、火災や感電の原因になります。 \ II 

♦凳煙、異音、お熱、異臭などの異常を発見した \ 

♦機器の内部に水などが入ってしまったとを J 

♦異物が機器の中に入ってしまったとき 
♦何6かの理由で機器が破損したとを 
お客様による修理はを険でずか6絶巧に、おやめください。 

♦本機を長期間使用しないとをは、 PoE 巧応の LAN ケーブル （VB- 
C 已 OFSi のみ)や AC アダプタの電源プラグをコンセントか5巧いてく 
ださい。 


ご使用の際は次のことをお守りください。 
守られない場合、火災や感電の原因になります。 

♦機器の近くで可燃性のスプレーを使用しないで 
ぐださい。 

•分解、改造はしないでください。 

♦衝撃をちえないでください。 

♦水をかけたり、濡目したりしないでください。 
♦天候不を定 • 落雷時には感電の原因になりまず 
ので、本機や AC アダプタに触れないでくださ 
し、。 


本機には一時的に映像や音靑 (VB-C 己 OFSi のみ)を蓄積ずる機能がありま 
ずが、電源を OFF にしたり、再起動ずると蓄積されたデータは消去され 
まず。蓄積されたデータの取得には VBCollector をご使用ください。 
(一 P.2-7 「電源の ON/OFFJ、P.6-1 1 rVBCollector を使う」） 

直射日光や八□ゲン光などの高輝度の被写体を長時間映ずと、映像素子び 
破損ずる原因になりまず。 








A 安全にお使いいただ < ために 


電源に関するを意 


A 警告 

A A\ 

义災を意感電注意 


ブラグをコンセ 
ントか!5巧く 


電源について次のことをお守りください。 
守られない場合、火災や感電の原因になります。 

♦ 必ず付属の専用 AC アダプタと AC ケーブルを 
使用してください。 

また、 AC アダプタは本製品む外には使用しな 
いで < ださい。 

• AC1 0 0V む巧の電源で使用しないでください。 
また、海列では使用しないでください。 

♦ 電源コードに重いものを載せないでください。 
♦電源コードを引っ張る、無理に巧げる、傷つけ 
る、加工ずるなどしないでください。 

♦濡れた手で触れないでください。 VB-C 已 OFSi 
で PoE 対応 HUB などをご使用の場合は、濡れ 
た手で LAN ケープルの巧端に触れないでくだ 
さい。 

♦ 電源プラグや LAN ケープルはコンセントの奧 
まで確実に差し込んでください。 

♦ 電源プラグや LAN ケープルをコンセントか6巧 
くときは、電源プラグを持って巧いてください。 

守られない場合、コードび傷つ<などして火災や感電 
の原因になることがあります。 

♦ AC アダプタは、巧や巧団でおおったり、つつ 
んだ〇しないでぐださい。 

熱びこちりケースび変形し、乂災の原因になります。 
風通しのよい状態でお使いください。 


AC 100 V 






PoE 巧応 HUB の使用上のミ主意 


A ミち意 


> PoE 対応 HUB や Midspan は、 IEEE 802.3 af に準拠した動作確認済 
のものをご使用ください。 

> PoE 対応 HUB と AC アダプタを同時に接続した場合は、 PoE 対応 
HUB か5の電源供給で本機は動作しまず。 

> PoE 対応 HU 日によっては、ポート毎に使用電流を制限できるものが 
ありまずが、制限をかけると正しく動作しない場合がありまず。この場 
合は、制限をかけないでご使用ください。 

> PoE 巧応 HU 日によっては、各ポートの合計消費電流の制限びある場 
合があり、複数のポートを使用ずる場合に、正しく動作しない場合びあ 
りまず。ご使用の PoE 対応 HUB の取扱説明書をご確認ください。 








A ま全にお使いいただ < ために 



動を巧な]機能、 VBCollector (同捆ソフトウエア)の使用上のま意 


A ミち意 


動き検知機能(一 P.4-36)、VBCollector (一 P.6-11) は高い信頼性びホ 
め5れる用途には適していません。監視などで常に高い信頼性が要求され 
る用遠では、使用しないことをおずずめしまず。動さ検知機能、 
VBCollector の動作の結果生じた事故などについて、キヤノンは一切の 
責任を負いません。 


お手入れに関するミ主意 


A 警告 

A 

火災を意感電注意 

S ) 运 

禁止プラグをコン七 
ントから抜く 


お手入れの際は次のことをお守りください。 
守られない場合、火災や感電の原因になります。 

♦電源プラグをコンセントか5巧いてください。 
♦ V巨 -C 已 OFSi で PoE 巧応 HUB などをご使用の 
場合は、 LAN ケーブルを抜いてください。 
♦アルコールやシンナー、ベンジンなどの引义性 
ミ容剤は使用しないでくだをい。 
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A 安全にお使いいただ < ために 


曰常のお手入れ 


外装のお手入れ 

1. 電源プラグをコンセントか5巧をます 

PoE 対応 HUB などをご使用の場合は、 LAN ケーブルち巧 
きまず ( VB - C 已 OFSi のみ)。 

2. 柔5かい巧を水またはラずい中性洗剤で湿6せ、軽くミちれを}式き取りまず 

3. 乾いた巧で巧をまず 

4. 終了した6電源プラグをコンセントに差し&みまず 
レンズのお手入れ 

市販のレンズクリーナーを使用し、レンズ表面の巧れを落としまず 

参レンズ表面にほこ D や巧れびついていると、才ートフォーカスびうまく動作しないことび 
あります。 

参レンズ表面に傷を付けると、画像不良の原因とな0ます。 
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ご巧用の前に 

この章では本機の特長、動作環境、さ部の名称とはたらをについて説 
巧しまず。 



VB - C 已 OFSi / VB - C 50円の特長 


本機は、インターネットやイントラネットをかしたライブ映像配信システムです。ホームページ 
からのライブ映像配信やモニタリングなど幅広い用途でご活用いただけます。システム構成は、 
本機とビューワソフトウ X アか5成ります。本機か5配信される映像を表示し、力^ラ制御を行 
ラには付属のビューワソフトウェアをご利用 < ださい（一 P .1-4、 2-13)。 

■ブロー ドパンド映像配信機能 

最大 30 fps での画像キャプチャを実現。画像の圧縮には Motion - JPEG 圧縮方まを探用 
しました。ネットワークは Ethernet 10日 Mbps /1 日 Mbps の自動切誓え、さ5にルー 
夕をかせば専巧線や ADSL を利用することちでさます。 映像品質、フレームレートを自由 
に設定できるので、ネットワーク帯域に合わせた最適な映像配信び可能です。 

■最大呂〇クライアントが同時に映像を受信 

本機]台で最大已〇クライアントび同時に映儘を見ることびでをます。 

■高性能 26 倍ズームカメラと映像配信サーバ機能が一付:化 

ズーミングび自在にできる力^ラ（高性能2目倍ズーム搭載）と、映像をネットワークに 
配信するサーバ機能びコンパクトに一体化。 LAN ケーブルと電源びあれば、お好みの場 
所*に設置して映像をライブ配信でさます。 

* 直射日光の当たる場所、高温-高湿度の場所などには設置できません。（一 P . X ) 

■天井などにを設置可能 

本機は、アームを使用すると天井や壁に設置することびできます。 

ホ直射日光の当たる場所、高温-高湿度の場所などには設置でさません。（一 P . X ) 

■ PoE(Power over Ethernet ) 機能搭載 ( VB - C 已 OFSi ) 

V 巨 - C 已 OFSi は 、 IEEE 8日 2.3 af に準拠した P 日 E 対応 HU 目などを使用することで 、 LAN 
ケーブルを経由した電源イ共給び巧能です。本機の設置場所ごとに電源工事を行ラ必要びな 
く、容易な設置を実現します。 

* PoE 対応 HU 巨や Midspan は動作確認済のものをご使用ください。（一 P .2 -日） 

* 本機と PoE 対応 HU 己を接続ずる LAN ケープルは、最大1日日 m です。（一 P . xiii ) 

■ビューワか S の遠隔カメラ制御 

ビューワソフトウェアは、 fc 用ビュー引と 「 Java 用ビューワ」の2種類げあります。 
ビューワから遠隔地に設置した本機のズーム倍率を自由自在にコント□ールでさ、臨場感 
あふれる映像を見ることびでさます。 

■シェード補正機能 

背景び明るくて被写体び見に<い場含に、暗い部分のコントラストを変化させて被写体を 
見やすくすることびできます。逆光補正とは異なり、明るい部分の補正を抑えるため背景 
の白飛びを防ぐことびでさます。 
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VB-C50FS ン VB-C50Fi の特長 


■ズーム位置プリセット機能 

よく見るズームの位置などは、あらかじめプ U セット登録しておけば、ビューワか5見た 
いプリセットを選択するだけで力^ラ制御びできます。プ U セットは最大10件まで登録 
でさます。 

■可巧敲囲制限機能 

カメラのズーム倍率に制限をかけることびできます。例えば、本機を利用してインター 
ネットにカメラ映像を公開する場合は、プライバシーに配慮した映像配信びできます 
P . ii 「ライブ映像-音声の公開に際してのお願い」）。 

■セキュリティ機能の強化 

パスワードで映像の配信先を制限することびできます。最大已〇クライアントを登録する 
ことがでさます。 

■外部デバイスとの連携、スケジュール管埋による映像蓄積や録音 

マルチターミナル（一 P .1-11) を用いて、外部デバイスか5の入力の日 N / 日 FF や、事前 
に設定したスケジュールに基づいた映像蓄積や音声の録音等の設定びでさます。さ5に 
V 巨 Collector を使えば、本機に蓄積された画像や音青をパソ]ンに自動収集し、表示-再 
生することびできます。 

* 音声の録音.再生は VB - C 50 FSi のみの機能です。 

国音声再を( V 己 - C 已 OFS 0 

マルチタ ー S ナル（一 P .1-11) を用いて、本機にアンプ付スピーカーを接続すると、 CD - 
R 日 M に収録されたサンプルファイルやお好みの音声ファイルを登録し、が部デバイスからの 
入力の日 N / 日 FF や、事前に設定したスケジュールに基づいた再生を行うことができます。 

■音声の送受信 ( VB - C 已 OFSi ) 

マルチターミナル（一 P .1-11) を用いて、本機にマイクやアンプ付スピーカーを接続す 
ると、ビューワを通じて、音声の送受信を巧ラことびできます。 

■ナイトモード撮影 

ホが線カットフィルタを解除することで、感度を上げて低照度環境でち撮影することびで 
さます。 

■動を巧知機能 

人や被写体の動さによって生じる映儘の変化を検出して、外部デバイスの制御や映像蓄積- 
音声録音を行うことができます。 

* 音声の録音は V 巳 - C 已 OFSi のみの機能です。 

■スケジュール機能を用いたサービスの設定 

動さ検知や外部デバイスなどのサービスを、カレンダー上で視覚的に分かりやす<スケ 
ジュールを設定して、起動することびできます。 


ご使用の前に 
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動作原境 


製品に関ずる最新情報(ファームウェア-同姻ソフトウェア-使用説明書-動作環境な 
ど)は、ホームぺージをご51認ください。 

製品紹介ホームぺージ： canon.jp/webview 

ビューワソフトウェアト A ビューワソフトウェア使用説明書) 

本機付属のビューワソフトウ王アです。本機で撮影した映像を表示し、力六ラ制御を巧ラことび 
でさます。 


Java 用ビューワ Ver. 3.6 


OS / Web ブラウヴ 

Windows 2000{SP4) / Internet Explorer 6.0{SPl). Netscape 7.1、 7.2 

Windows XP(SP1 a) / Internet Explorer 6.0{SP1 ), Netscape 7.1, 7.2 

Windows XP(SP2) / Internet Explorer 6.0{SP2). 7 .日、 Netscape 7.1 、 7.2 

Windows Server 2003 Standard Edition / Internet Explorer 6.0、Netscape 7.1 、 7.2 
Windows Server 2003 Standard E 日け i 加 に PI) 

/ Internet Explorer 6.0(SP1)s 7.0、Netscape 7.1 、 7.2 

Windows Server 2003 Standard Edition (SP2) / Internet Explorer 日. 0(SP3)、 7.0 
Windows Server 200 3 R2 Standard Edition / Internet Explorer 日.日 (SP 1)、 7.0 

Windows Server 2003 R2 Standard Edition (SP2) / Internet Explorer 6.0(SP2), 7.0 

Java VM 

MSVM Release 5.0.0.3810 (Microsoft 製 JavaVM) 

Java Plug-in 1.4.2 (Sun Microsystems 製 JavaVM) 


※事前に Java VM びインス! -- ルされている必要びあります。 Microsoft 製 Java VM びインス! -- ルされ 
ていない場合は 、 Sun Microsystems 社のホームぺージか日ダウン□-ドしてインス! -- ルしてください。 
《」ava Plug - in 1.已 .0 (Sun Microsystems 製 Java VM )^ (降は対応しておりません。 

※上記政がの曰 S および Web ブラウヴでは、動作び不安定なことびあります。 


PC 用ビューワ Ver. 3-6 


OS / Web ブラウザ 


Windows 2000(SP4) / Internet Explorer 6.0(SP1)^ Netscape 7.1 、 7.2 
Windows XP(SP1 a) / Internet Explorer 6.0{SP1),Netscape 7.1, 7.2 
Windows XP(SP2) / Internet Explorer 6.0{SP2). 7 .日、 Netscape 7.1 、 7.2 
Windows Server 2003 Standard Edition / Internet Explorer 日.0、 Netscape 7.1 、 7.2 
Windows Server 2003 Standard E 日け i 加に PI ) 

/ Internet Explorer 6.0(SP1)s 7.0、Netscape 7.1, 7.2 
Windows Server 2003 Standard Edition (SP2) / Internet Explorer 6.0(SP2)、 7.0 
Windows Server 200 3 R2 Standard Edition / Internet Explorer 日.日 (SP1)、 7.0 
Windows Server 200 3 R2 Standard Edition (SP2) / Internet Explorer 6.0(SP2), 7.0 


※本機に同個の CD - ROM からき前にインストールする必要びあります（一 P .2-12)。 


回 


♦ ビューワソフトウェアの使用説明書は、同捆の CD - R 日 M にあります ( Viewer - 
J.pdOo 

♦ 旧バージョンのビューワを利巧することもできますび、一部機能び異な0ます。最 
新版をご利巧ください。 


1-4 







動作環境 


VB 初期設定ツール Ver 2.1 (一 P .2-8) 


本機の初期設定を行ラためのツールです。 


OS / Web ブラウザ 


Windows 2000 (SP4) / Internet Explorer 6.0 (SP 1 ) 

Windows XP(SPla) / Internet Explorer 日 . O(SPl) 

Windows XP(SP2) / Internet Explorer 目 . 0(SP2) 、 7.0 
Windows Server 2003 Standard Edition / Internet Explorer 6.0 
Windows Server 2003 Standard Edition (SPl)/ Internet Explorer 日 . O(SPl) 、 7.0 
Windows Server 2003 Standard Edition (SP2) / Internet Explorer 日 . 日 (SP2) 、 7.0 
Windows Server 200 3 R2 Standard Edition / Internet Explorer 6.0(SP1). 7.0 
Windows Server 200 3 R2 Standard Edition に P2) / Internet Explorer 目 . 0(SP2) 、 7.0 


VB 管埋ツール Ver . 2.2 (一 P .4-2) 


可視範囲やプリセツトを視覚的に分かりやすく設定することげでさるツールです。またスケジユー 
ル設定もこのツールで巧います。 


OS / Web ブラウザ 


Windows 2000 (SP4) / Internet Explorer 6.0 (SP 1 ) 

Windows XP(SPla) / Internet Explorer 6.0{SP1) 

Windows XP(SP2) / Internet Explorer 目 . 0(SP2) 、 7.0 
Windows Server 2003 Standard Edition / Internet Explorer 6.0 
Windows Server 2003 Standard Edition (SPl)/ Internet Explorer 目 . O(SPl) 、 7.0 
Windows Server 2003 Standard Edition (SP2) / Internet Explorer 日 . 日 (SP2) 、 7.0 
Windows Server 200 3 R2 Standard Edition / internet Explorer 6.0(SP1). 7.0 
Windows Server 200 3 R2 Standard Edition に P2) / Internet Explorer 目 . 0(SP2) 、 7.0 


※本機に同捆の CD - ROM からき前にインストールする必要びあります（一 P .2-12)。 


VBCollector Ver . 3.0 (一 P .6-1 1 ) 


本機に蓄積された映像-音青を PC に収集し、閱賣するための ツー ルです。 
※音声の録音-再生は V 巨 - C 已 OFSi のみの機能です。 


0 S / 邮 eb ブラウヴ 

Windows 2000(SP4) / Internet Explorer 6.0(SP1) 

Windows XP(SPla) / Internet Explorer 日 . O(SPl) 

Windows XP(SP2) / Internet Explorer 目 . 0(SP2) 、 7.0 

Windows Server 2003 Standard Edition / Internet Explorer 6.0 

Windows Server 2003 Standard Edition (SPl)/ Internet Explorer 目 . O(SPl) 、 7.0 
Windows Server 2003 Standard Edition (SP2) / Internet Explorer 日 . 日 (SP2) 、 7.0 
Windows Server 200 3 R2 Standard Editi 加 / Internet Explorer 6.0(SP1). 7.0 
Windows Server 200 3 R2 Standard Edition に P2) / Internet Explorer 日 . 0(SP2) 、 7.0 

八ードディスク 

カメラサーバ ] 台につき 4G 日し处上必須、 30G 巨上推奨 (NTFS フォーマット） 


※本機に同捆の CD - ROM から事前にインス!ルする必要びあります（一 P .2-12)。 

《 VBCollector Ver . S . O は VBCollector Ver .2.1 U (前のバージョンで保存された映傲を閲覧することびで 
きません。インス I ルする際にちいバージョンの V 日 Collector をアンインス!ルするかどうかの選択 
び可能です（一 P .6-1 巧。 

※力 ラサーバび毎秒蓄積を行い、かつ最大の] 6タスク （^ P .6-17) を動かすよラな構成の場含は、お使 
いの PC が Pentmm 4 2.2 白 Hz し U 上、 ><モリ已] 2[\/1日じ(上のデスクトップ PC であることを推奨します。 
※蓄積枚数は、1力><ラサーバあたり ] 曰 ] 0,000枚切内でのご使用を推契します。これし^(上の枚数では、 
画像の表示に数分程度を要する場合びあります。 

※ネットワークビデオレコーダ VK - 巨4/1已側売)び動作するなど CPU の負荷び高い PC に V 日 Collector を 
インス!-ールして運巧することはお勧めいたしません。別々の PC で運用して<ださい。 


ご唐の前に 







動作環境 



Windows XP SP 2 でご使用いただく場合のま意事頃 


Windows XP SP 2 の PC に V 巨初期設定ツールや V 巨 Collector をインス I ルして運 
巧する場を 、 Windows XPSP 2 の [ Windows ファイアウオール]機能の設定変更び必 
要です。 


VB 初期設定ツールの場合 

Windows XP SP 2 の PC に V 目お]期設定ツールをインス I ルして [ VB 初期設定ツー 
ル] を起動すると、 [ Windows セキュリティの重要な警告]ダイア□グげ表示されること 
びあります。 

[ Windows セキュ U ティの重要な警告]ダイア□グび表示された場合は、[ブ□ックを解 
除する]ボタンをク U ックして<ださい。 

一度この設定を巧ラと、し:^降この警告ダイア□グは表示されな<なります。 

政上で設定は終了です。 

VBCollector の場を 

Windows XP SP 2 の PC に V 目 Collector をインス!ルし、カメラヴーバか5の通知 
による自動ダウン□ー ド機能を利巧する場をには、インス I -ール媛にファイアウォールの 
設定を行ってください。 

1. Windows XP の[スタート]メニューか S [コント□—ルパネル]をクリッ 
クして[コント□ールパネル]を起動します 

2. [コント□ールパネル]の [Windows ファイアウォール]を選択しまず 

[ Windows ファイアウォール]び表示されない場含には、[セキュ U ティセンター]を 
選択してか5 [ Windows ファイアウォール]を選おしてください。 

3. [Windows ファイアウォール]コント□-ルパネルが起動した5、[例州夕 
ブをクリックしてか6 [プ□グラムの追加]ボタンをクリックしまず 

4. [プ□グラムの追加]ダイア□グが表示された6、[参照]ボタンをクリックし 
まず 

[参照]ダイア□グで VBCollect 日「をインス I ルしたフォルダをファイルの場所か5 
選択してか5、ファイル名に" V 巨 C に SM . exe " と入力してください。 

己.指定したプ□グラムび [Windows ファイアウォール]コント□ールパネルに 
追加され、チェックボックスに印がついていることを確認してか6 [日 K] ボ 
タンをク U ックしまず 

政上で設定は終了です。 

V 巨初期設定終了樓あるいは V 巨 Collector の通知機能の使用を中止する場をは、 
[ Windows ファイアウォール]の設定を戻すことをお勧めします。 

1. [Windows ファイアウォール]コント□-ルパネルを起動し、[例州タブを 
クリックしまず （rVBCollector の場合」の手順 1. 2. 3. 参照） 

2. 設定を戻ずプ□グラムを選択し、[削除]ボタンをクリックしまず 

V 目初期設定ツール： V 巨 Initial Setup Tool Ver . 2.1 
V 目 Collector ： V 目 C に SM.exe 

3. 確認ダイア□グが表示された5、[はい]をクリックしまず 
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動作環境 


Windows Server 2003でごほ用いただく場合のを意事頃 


Windows Server 2003では 、 Internet Explorer におけるインターネットヴイトとイ 
ントラネットサイトのセキュ U ティレベルげ初期設定で「高」に設定されています。 
そのため、カメラサーバのトップページ(一 P .2-11) にアクセスした隙にコンテンツブ□ッ 
クのダイア n グび表示され、サイトの登録を巧わない場合には、設定画面などにおいて正 
常に動作しません。正常に動作させるためにサイトの登録を行ってください。 

1 .Internet Explorer でカメラサーバの 
トップページにアクセスずると、ち記 
のダイア□グび表示されまず 


2.[追加]ボタンをクリックずると、信頼 
済みサイトの追加のダイア□グが表示 
されまず 

「このゾーンの サイ トにはすベて サーバーの 
確認 ( Mtps :) を必要とする」にチェックびつ 
いている場含はがしてください。 


3. r 次の Web サイトをゾーンに追加ずる」に本機の IP アドレスを入力し、[追加] 
ボタンをクリックして信頼済みサイトへ登録しまず 

信頼済みヴイトへの登録の詳細は、1.のダイア□グで 「Internet Expl 日 「 e 「 セキユリ 
ティ強化の構成の詳細を表示します」をクリックし、表示される概要を参照してくださ 
い。 

また、 [ Windows ファイアウォール]機能を有効に設定してある場合は 、 [Windows XP 
SP 2 でご使用いただく場をのを意事項(一 P . 1-目)」と同様の設定を行ってください。 




〇 


リーンの t キュリティの巧ミが巧用されまん 


々の Web サイトをリ-ソこ： iE 田するの： 


piltp：// 192168.1001 
We けイト邮； 


mttD/Teanon.p 

httD//web.eanon.ip/vivw 


_則謝」 


このリーシのサイトじ(巧ぺてサ ー/ S— の桂巧 (ht が> を必罢とする留 

0K J キでン t ル I 


Explorer 防: iJ 斤イ期ヒの巧巧[こよって：?□ジ巧 


[P* うじを(留I 


17偏 E T サイ た f / デン‘娜ブ□ッ巧れる I 巧、こ 贼巧こ巧載巧る砂； 
f ExDlorer ドキ"ティミか卜 .Afll 巧の巧, SIS ホ S しま才^ 


この Web サイトをほ巧している巧を、ほ巧巧みサイトの y- ンに巧加 
すを:.化'レの W 它キユリティでサイトそミ巧でそまん；の供 b サイ 
卜 ffD- カルイントラネクトじちるを合、ヘルフの卽おを晤して、□-ろ 
ルイントラネットのリ-ソ巧仆站如してくだな、 


熟窥觀な麟觀ミ m — 總搬記溫放摇撫背 

の巧リク-シ3ソこお SU* す， 


ご唐の前に 
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動作環境 


モニタリング巧け録画ソフトウェア（別売) 

本機か5配信される映像を録画-再生することびできます。 


ネットワークビデオレコーダ VK -64/ VK -16 vl .2 (ビューワ) 



最ル構成 

CPU 

Pentium 4 2.2 GHz 政上 

OS 

Windows 2000 Server CSP 4) 

Windows 2000 Professional ( SP 4) 

Windows XP Professional ( SP 2) 

Windows Server 2003 Standard Edition ( SP 1) 

Windows Server 200 3 R 2 

メモリ 

IG 日政上 

八ードディスク 

2 G 巨政上 

ディスプレイ 

1 024 X 768政上の高解像度 

16 ビットカラーじ(上のディスプレイ 

なるべく高性能ビデオカードをご使巧ください。 PCI ビデオカードをご使巧の場 
合、ディスプレイの性能びお下することびあります。 


ネットワークビデオレコーダ VK -64/ VK -16 vl .2 (録画ヴーパ’) 



最小構成 

CPU 

Pentium 4 2.2 GHz 政上 

OS 

Windows 2000 Server CSP 4) 

Windows 2000 Professional ( SP 4) 

Windows XP Professional ( SP 2) 

Windows Server 2003 Standard Edition ( SP 1) 

Windows Server 200 3 R 2 

メモ u 

IG 日政上 

48 台切上のカメラサーバをご使用の場合は、 ] .巳白巨じ(上をお勧めします。 

八ードディスク 

20白巨じ(上 （ SCSI か IDE インターフエース、 NTFS フォーマット） 


※ご使用いただく環境（力^ラサーバの台数、録画フレームレートの設定など）により、録画サーバの条件は 
異なります。詳しくはキヤノン製品取扱販売店または、キヤノンマーケティングジャパン株式含社までお問 
い合わせ < ださい。 


7ぶ 






る部のち觀とはた 6 を 
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各部の名称とはたらき 


背面 

本機の背面には、ネットワーク設定に必要な MAC アドレスや工場出荷時設定に戻す U セットス 
イッチ、シリアル No . びあります。 


MAC アドレス 

IP アドレスなど、ネット 
ワークの設定に必要な 
項目です。本機を設置す 
る前に方モしておいて 
ください（一 P .2- 目）。 



アーム取付用ネジ穴 


シリアル No. 

本機の製造番号です。 


U セツトスイツチ 

先端の細いちので巧し 
なび5電源を日 N にし、電源 
を入れた後ち已秒!^处上押し続ける 
と、本機の設定をすべて工場出荷 
時の状態に戻すことげでさます 
(一 P .7-19)。 


電源接続端子 


7ルチコネクタ 

※マルチター S ナル VB - 
EX 已〇 (別売）と接続ず 
るためのコネクタです 

卜 P .1-1 ])。 


100/10BT Ethernet コネクタ 
(100Base-TX. 1 OBase-T 自動切換え） 

V 巨 - C 已 OFSi では、 PoE 対応 HU 目や 
Midspan わ接続できます。 

《 VB - C 已 OR では、コネクタの向きび異なりま 


底面 


す。 
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マルチターミナル VB - EX 50 (別売）について 


マルチターミナル VB - EX 日0を使巧することで、本機と香種センサなどの外部デバイスを接続し、 
センサに反応しての映像蓄積びでさます（一 P .7-14)。 

なお、マルチターミナル VB - EX 已〇はオプション製品となっていますので、別途お買い求めくだ 
さい。 

《 V 日 - C 日 OFi では音帛入出力は使巧でさません。 



ほ巧例 

マルチター S ナルを使ラと、 UTF のよラな設定を行ラことびでさます。 



♦ ドアび開くとドア開閉センサび反応し、天井に設置した VB - C 已〇円で、ドアげ開く 3秒前から 
7秒後までの画像を]秒おきに撮影し、監視することができます（一 P . 日-2)。 
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セットアップしましよ5 

この章では、本機の設置および初期設定を行い、力 ラの映像び正しく表 
示されることを確認しまず。 



セットアップの流れ 


セットアップして力方ラの映像を確認するための流れは、本機を設置し、 HUB を通じて PC と 
ネットワークを接続してから、香種設定を行います。続いて、力^ラからの映儘を表示できるか 
確認します。 


IT カメラを設置しましよう 

本機を設置します。 

確実に設置を行ってください （-^P ぶ-4)。 



VB-C 已 OFSi 




同框Iの CD-R 日 M を PC に入れ、画面の 
指示に従って初期設定を行います （-^P.2-8)。 



VB が tup.exe 
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セットアップの流れ 


Q ソフトをインス!-ールしましよう 


本機を運用するにあたって、必要なソフトウエアを事前にイン 
ストールしておさます（一 P ぶ-12)。 


canon 


を 




磨を 

% 


WebView 
UV 反 scope 


ネットワークカタラせ属ソフトウエアのインストール 

キサノンネットつークカメラ VB—C50 ン VB—C50iR/VB-C50Fi/ 
VB-C50FS をご廣入いただきを如けございまず。 
trp のインストールちまを遇巧してI度衝こちんでください。 

巧めてのホに巧資 

おまかせインス!ル 

VB 营理ツ —j 化よび PC 巧ピュ—ワをインストールしまず。 
インストールに’苗れてしみい方にはこちらをわを！防します。 


カスタムインストール 

インスト-ルずるのトウエアや 

インスト-ル先を個別に!妨しら化インスト-ルします。 

《乂8む11が0^^インストールはこちらを進巧してくださし、， 

お了 


ET カメラの動作を確認しましよう 

PC で本機にアクセスし、カメラサーバのトップペー 
ジから映像を表示させて確認します（一 P.2-l])。 



セツト「ノツプしましよラ 









1 .カメラを設置しましよラ 


はじめにカメラを設置しましよラ。しソ下の内容をよく読んで、設置は確実に行ってください。 


天井や壁に設置ずる場合 王脚を使ラ場合 

天井や壁にアーム（付属されていません）などを 
取り付け、カメラをしっかり固定してください。 




A 警告 


設置は確実に行ってください 

♦ 天井や壁に設置ずる場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。 

♦ 天井や壁への設置は、本体と取付け金具を含む重量に充分耐え5れる強 
度びあることをお確かめください。充分な強度びないと、落下して大け 
びの原因となります。（天井への取付け強度は本体と取付け金具を含む 
重量の3倍、もしくは 8kg のいずれか重いほラで1分間その重量に耐 
えることを確認してください。） 

♦ 本体のアーム取付用ネジ巧を使用して設置する場合、取付ネジをしっかり 
締めてください。落下して大けがの原因となります。 

♦] 年に1度は、必ず取付け部（およびオプションのワイドコンバータ使用 
時はワイドコンバータ取付け部）びゆるんでいないか点検してください。 

♦ 振動のある場所に取付けないで<ださい。ネジびゆるみ、落下による機器 
の破損や大けびの原因となります。 


wm m 本機の背面にはネットワークの設定に必要な MAC アドレスび記されています 
M (一 P. 1-10)。設置する前に、 MAC アドレスを^モしておくことをおすすめし、た 

します（一 P ぶ-9)。 

♦云脚は、必ず取付けネジの長さび目. 0mm 未満のをのを使用してください。日.0 
のちのを使用すると、本体び破損することびあります。また、王脚の台 
座は直径 30mm L 处上のものを使巧してください。 
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カメラを設置しましよラ 


ワイドコンパータを使う_ 

オプションのワイドコンバータ WL-37 を使用すると、広角撮影（焦点距離約 0.74 倍）びでき 
ます。 

ワイドコンバータは水平に、正しく装着し、しっか0締めてください。正しく装着すると、ワイ 
ドコンノ夕は約3回転して止まります。 


〇 X 



な上で設置は亮了でず 
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2 .カメラをネットワークにち続しましよう 


次に、力;<ラを接続してみまし よ ラ。ここでは、 HUB を通じてカメラと PC を LAN ケーブルで 
つなぎ、 力^ラをネットワークに接続します。 


※八〇ケーブルの電源プラグ 




ノート PC 


V巨 -C 已日 FSi は、 PoE(Power over Ethernet) 機能を搭載しています。 IEEE 802.3 af に準拠 
した PoE 対応 HUB などから、 LAN ケーブルを通じて電源を本機に供給できます。 




ノート PC 


回 


♦ PoE 対応 HU 巨や Midspan は、動作確認済のものをご使用くださし、。 

♦ PoE 対応 HUB や Midspan の使用方法等については、その機器の使用説明書等 
をご覧ください。 

♦ 本機と PoE 対応 HUB を接続する LAN ケーブルは最大] 0日 m でず(一 P.xin)。 
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カメラをネット ワークに接続しましよラ 


電源の ON/OFF 


本機には電源スイッチびあ0ません。 AC アダプタの電源プラグを差し込むことで電源日 N となり 
ます。 LED は本機び通信中に点滅します。電源日 N で一瞬 LED び点灯します。 


本体 



V日 -C 日日 FSi で、 PoE 機能を利用して LAN ケーブルを通じて電源を供給している場合は、電源 
の入った HU 目に LAN ケーブルをつなぐことで本機の電源び日 N とな0ます。 


VB-C 已 OFSi 




wm m 電源を日 F 鬥こした後、再度日 N にする場合は、已秒];(上の間隔をあけてください。 
y™ 間隔び短いと動作不良の原因とな0ます。また、電源プラグを抜き差しする場合 

は、 「A 安全にお使いいただくために•電源に関する注意」（一 P.xii) を必ずお守 
0< ださい。 

♦ 映像蓄積•録音機能を使用中に、電源を OFF にしたり、再起動ずると映像•音声 
はずべて消去されまず。 

※音声の録音は VB-C 日 OFSi のみの機能です。 

♦ PoE 対応 HUB の電源日 N/ 日 FF については、その機器の使巧説明書等をご覧くだ 
さい。 

♦ V巨 -C 日日 FSi では、 PoE 対応 HU 目からの給電状態で、本機に AC アダプタを接 
続することもできます。この場合、 PoE 給電び行われている状態では PoE 給電び 
優先され、 AC アダプタか5の給電は使巧しません。 PoE 給電び切断されると、自 
動的に AC アダプタからの給電が行われます。 


セツト「ノツプしましさつ 


な上でネットワーク巧続はま了でず 
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3. カメラの初期設定をしましよラ 


力;< ラと PC を接続した5、次に初期設定をしましよラ。ここでは「2.力;< ラをネットワークに 
接続しましょう」に引き続き、本機一台を PC に接続した場合を例にして説明します。 



^ この段階では、まだ本機の電源は日 N にしないでください。 

V目 -C 己日 FSi で PoE 対応 HU 巨などをご使用の場含は、 LAN ケーブルを接続しない 
で < ださい。 


2. 同徊の CD - ROM を PC に挿入し、エクスプ□ーラなどか6 VB ネリ期設定ツール 
rVBSetup . exeJ をダブルクリックして起動してか！5、本機の電源を ON にしまず 

PoE 対応 HU 巨などをご使巧の場合は、 LAN ケーブルを接続してください。 



付属の CD-ROM 
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カメラのネリ期設定を しまし よ ラ 


3. 自動的にネットワーク接続された本機を検出 
し、本機の MAC アドレス、 IP アドレス、機 
種をを表示しまず 

出荷時設定では 

IP アドレス：1目 2.1 日 8.1 日日.1 
に設定されています。 MAC アドレスは本体背面の白 
色のシールに記載されています。 

なお、 V 目 SetLip . exe はサブネットを越えて利用でき 
ません。 

MAC アドレスをクリックして選択状態にし、[初期設 
定]ボタンをク U ックします。 


レ ■!» お1山强 g— 

巧化 5 れなブラ了-パ 

MigirigM^aaffii i お i["oo' vs-csofi 

クリックで選が 


ct 切聞 i 巧 r> の fsH 南べージへI 

が 7 1 


4. ユーザ名 「 mot 」 と出荷時設定のパスワード 
「 VB - C 已 OU を入力し、設定ずる IP アドレス 
とサブネットマスクを入力しまず 

デフオルトゲートウェイを指定するときは[デフオル 
卜経路をイーサネットにする]にチェックを入れて 
ゲートウェイアドレスを入力します。 

また、使巧するタイムゾーンを選択することびでをま 
すび、基本的に変更する必要はありません。 
設定したら [ OK ] ボタンをク U ックします。 



ip アドレス： 
がわ卜7スク： 


r 192 168 1日日 


2扣 2拍 255 

デフマルト浸なミイーサネ•ノトにする 


ド己 MT—CI9 .日日 > 天既、化怕.東ち 


_キドン12ル^| 


回 

お願い 


Windows XP SP 2 でご使用いただく場合は 「Wmdows XP SP 2 でご使巧いた 
だく場合のま意事項」（一 P .1- 目）をご賣ください。また 、 Windows Server 2日03 
Standard Edition ( SPl ) で [ Windows ファイアウォール]機能を有効に設定して 
ある場合も同様です。 


固 

メモ 


出荷時のパスワードは 「 VB - C 已 Oi 」 です。 

本機の MAC アドレスは本体背面に記されています（一 P . 1 -1 0)。 

工場出荷時には、1日 2.16 S .100.1 の IP アドレスび設定されています。お使い 
の環境に合わせて IP アドレスを設定してください。 


巧ぺージへ続< I 


セツト「ノツプしましさつ 
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カメラの孩7期設定をしましよラ 


5. 設定の進行状況がウィンドウで表示され、設 
定が行われまず 




♦ IP アドレスは、お客様の環境に含わせた値を設定してください。 

♦ DHCP サーバか引 P アドレスを自動取得した場合、 V 巨初期設定ツールか5設定 
変更は行えません。設定ページから行ってください（一 P .3-6)。 

♦ 設定す る IP アドレス、ヴブネ ツ トマスク、ゲートウェイアドレスは ネツト ワーク 
管理をにお問い合わせください。 

♦ 本機の電源を日 N にして2日分を経過すると、本機は IP アドレスの割り当て要巧 
を出さなくな0、本ツールで検知することができません。その場含は本機を再起 
動して < ださし、。 

♦ 工場出荷時の設定に戻したいときは、 P .7-18 を参照してください。 

♦ マルチターミナルを用いて、本機と外付け力六ラの接続を変更する場含は、外付 
け力 方 ラと 本 機の電源を 日 FF にしてか 日 行って ください。 変更 撥は 外付けカメ 
ラ、本磯の順で電源を 日 N にして ください。 


la 上で初期設定は亮了でず 
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4 .カメラの動作を巧認しましよラ 


初期設定び終了した5、本機び正常に動作するかを確認してください。確認はサンプルページで 
簡単に巧えます。 


動作確認を行う MAC アドレスをクリックし 
て選択し、[動作確認ページへ]ボタンをク 
U ックしまず 


巧出さ nc。 ブラ了-" 



2. Web ブラウザが起動し、カメラサーパのトッ 
プぺージが表示されまず。 [ Java 用ビューワ] 
または [ PC 用ビューワ]ボタンをクリックし 
て、映像が正しく表示されるかを確認しまず 

ここでは [ Java 用ビューワ]をク U ックした場合を 
説明しています。 


カメラ還択ボックス- 

外付けカメラを接続してしぶ場合は、 
ここから切 D 替えることびでをまず。 



回 

お願い 


Windows Server 2日日3でご使用いただく場合は 「Windows Server 2日日3で 
ご使用いただく場含のを意事項」 （-^ P .1-7) をご覧ください。 


因 

メモ 


♦」 ava 用ビューワを使巧するには、事前に Java VM びインス I -ールされている必 
要びあ0ます。詳細はホームページをご確認ください。 

製品紹介ホームぺージ： canon . jp/webview 
♦ PC 用ビューワを使巧するには、事前に PC 用ビューワをインストールしておく必 
要びあ0ます（一 P .2-12)。 


セツト「ノツプしましよラ 


な上で確認作業は壳了でず 
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. ソフトをインストールしましよう 


力;<ラか5映像を表示した0、力^ラを管理するためのソフトをインス!-ールします。インス!-一 

ルでさるソフトは！;(下の3種類です。 

- V 巨管理ツール：カメラの管理をするためのソフトです（一 P .4-2)。 

- PC 用ビューワ：力^ラからの映儘を表示するためのソフトです（一 P ぶ-13)。 

- VBCollector :力;< ラび蓄積した映像-音青を PC に収集し、開賣-再生するためのソフトで 
す（一 P . 目-11)。ちいバージョンをご使用の場含は、 P . 目-12をご確認ください。 

※音声の録音-再生は VB-C 已 OFSi のみの機能です。 

1. 本機に付属の CD-R 日 M を PC の CD-ROM ドライブに挿入し、下の手順を巧い 

まず 

①他の全てのアプ U ケーションを終了していることを確認して、デスクトップの「マイコン 
ピュータ」をダブルクリックします。 

Windows XP をご使用の時は、「スタート」^ニュ ー- -「マイコンピュータ」の順にク U ッ 
クします。 

©表示された 「 CD - R 日 M のアイ]ン」一「 V 巨 Tools フオルダ」一「 V 目 T 日 olslnstall . exe 」 
の順にダブルク U ックします。 

滅 

VBToolsInstal 

l.exe 

2. 開始画面び表示され、インストール方法を選 

択しまず 

おまかせインストール： V 巨管理ツールと PC 用ビュ 
ーワのインス I -ールを自動的 
に巧います。最低限必要なソ 
フトを簡単にインス [ -ールす 
ることびでさます。 

カスタムインストール： V 巨管理ツール、 PC 用ビュー 
ワ、 V 巨 Collector からソフ 
卜を任意に選択し、インス 
トールを巧しほす。 

3. む下、画面の指示に従ってインス!ルを行ってください 

W 上でインストールは売了でず 
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ビューワソフトウエアにごいて 


ビューワソフトウェアを使うと、本機から送信される映儘を PC 上で見ることや、力^ラの制御 
を行うことびできまず。ここでは、ビューワソフトウェアの概要を紹介します。詳しくは、「ビュー 
ワについて」（一 P . 日- 4) または CD - R 日 M に収め5れている「ビューワソフトウェア使用説明書」 
( Viewer - J . pdf ) をご覧ください。 

ビューワソフトウェアの種類 


ビューワソフトウエアには、しソ下の2種類びあります。 


♦ PC 用ビューワ 

起動時には別枠のウィンドウとして表示されます。事前に 
お使いの PC にインストールして使巧します。インストー 
ル方法は、この章の「已.ソフトをインストールしましよう」 
(一 P .2-12) をご覧ください。 


参 Java 用ビユーワ 

Web ブラウヴ上に表示されます。事前に Java VM びイン 
ストールされている必要びあります。詳細はホームページ 
をご確認ください。 

製品紹介ホームぺージ： canon . jp/webview 


ビューワソフトウェアの特長 


♦パン-チルト制御 X’ ：スク n —ルバーを操作することで、パン-チルトの制御びできます。 
♦ズーム制御：スク□ールバーを操作することで、ズームの制御びでをます。 

♦逆光補正：映像び逆光で暗くなってしまったとき、明るく表示させることびできます。 
♦パノラマウインドウ表示&:パノラマウインドウ上をク U ックしたり、ウインドウ巧の枠をド 
ラッグしたりすることで力^ラの制御びでさます。 

♦ 映像の保巧*印刷：気に入ったライブ映像のスナップシヨットを保存、印刷でをます。 
♦音声の受信 （ PC 用ビューワのみ）：カメラサーバか5送信される音声を再生でをまず ( VB - 
C 已 OFSi のみ)。 

※本機では使巧でをません。 

動作環境 

「動作環境」 （^ P .1-4) を参照してください。 

映像.音声の扱いに ついて 

「はじめに」（一 P . ii ) を参照してください。 



セツト「ノツプしましさつ 
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基本設定をしましよう 

この章では、ネットワーク接続やカメラ制御、曰付、時刻、メールな 
ど、本機を使用ずるための基本的な設定を行いまず。セットアップ後 
におず設定してください。 

※可視範囲設定およびプ1」セット設定は、4章の VB 管理ツール（一 
P .4-2) を使って設定すると便利です。 



各設定ページででまること 


設定タイトルページを起点として各設定ページへ移動し、本機のさまざまな設定を行うことびでさま 
す。各設定ページで設定できる内容は、 L 处下のとおりです。詳しくは、各参照ページをご覧ください。 



♦システムとネットワーク 

管理用パスワード、ネットワーク（イーサネット、網接続機能）の設定（一 P .3 -已） 

♦カメラと映像 

映憬キャプチャ（映傲サイズ■品質など）、カメラ制御（シャッタースピード、フオーカス、ホームポジショ 
ン、可視範囲制限など）、力><ラ名の設定（一 P .3-7) 

♦プリセット 

各プリセット（ベストショットアングル）、プ U セット巡回の設定（一 P .3-11) 

♦サーバ 

最大クライアント数•接続時間、ユーヴびアクセス巧能な時間帯、 HTTP サーバ•力>^ラサーバ•オーディ 
オサー (( V 日 - C 已 OFSi のみ)の設定（一 P .3-14) 


♦アクセス制御 

アクセス可能なユーヴアカウント、アクセスを許可または制限するホストの指定（一 P .3-1 日） 


♦ 曰付と時刻 

力><ラの現在時刻の表示、時刻設定、タイムゾーンの設定（一 P .3-22) 

♦その他 

DNS (ネームサーバアドレス）、蓄積画债を送信するための分ールアドレス、センサや発報装置などのが部 
デバイス、 LED 表示の設定（一 P .3-24) 

♦管理ツール 

オンボードファイルシステムの使用/空き容量表示、蓄積映像および蓄積音声 ( VB - C 已 OFSi のみ)の状態表 
示と消ま、その他（イベントログ•現在の設定の表示、再起動、工場出荷時に戻す） （^ P .3-27) 



可視範囲設定、プリセツト設定は、第4章の VB 管理ツールを使って設定すると便利です。 
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設定タイトルページへアクセスしましよラ 


1. ブラウザか5 h な P :// 192.168.100 .1/ admin / にアクセスしまず 

アドレス(り） I " http ：// 192.168 .100.1/ admin / 叫 

IP アドレスは、「力方ラの初期設定をしましょう」（一 P ぶ- 8) で設定したものを入力してく 
ださい。 

2. ユーザー名とパスワードを入力しまず 

工場出荷時設定では、 

ユーザーる： root 
パスワード： VB-C 日 Oi 

となっています（一 P .7-20)。 

* パスワードは 「VB-C 日 oil となっています。「システムとネットワーク」の設定ページで必ず変更して 
ください（一 P.3 -已）。 

設定タイトルページが表示されまず 

VB ~ C 50 FSi 設定 トップべ-ジへ English 


•V2 千ムト卜〇〜々 

t 巧と！* A 

づ U わ•，卜 

シスチム肯 5S ホの J {スワード’やネッ 
トワ-クの issrr. 

巧メラのホ脚?ラ>—巧己!:ひ议宙 
ウイズ•品首などの5巧です. 

ペストシ a ットア•ソヴ JKW ストを抹 
巧ちです. 

サ ー" 

HTTP サーパと WtoVi 的) Livescope 
す. 

醒 口 

7々わけ1« 

■丘田1 

子の化 

IP アドレス f スワードを用 L 'TF 
クたスぞ利巧した L >巧をの巧ちで 
す. 

巧叶の巧定です. 

DNS やル巧巧などの IS ミで 
す. 

再；«、■> —II, 


ファイルシステムの巧巧まモク妄括国巧の#去，本なのち居«などざ巧い 
ます.本ツール ■assfE をエ巧化巧巧1こ戻すことを巧巧です. 



《 VB-C 己 OFSi の画面です。 


F 


] —ヴ-をり!スワ—ドが成しで巧な、 
甘イト： 192.1的.1加.1 

巧ち な admin 

ュ-ヴ-を (U) 「0.:.’ 

バスロードの 


—こ mu]— ドが辟する® 


み(>ン垃 t 」 


回 

お願い 


セキュリティ上の観点か5、設定ページによる設定が終了した5、ブラウヴを閉じて 
<ださい。 


本機のさまざまな設定は、ブラウヴによって本機の Web ページにアクセスして行います。まず 
は設定タイトルページにアクセスします。 


回 

お踊い 


本書ではこれが降、 IP アドレス "192.1 目 8.1 日日 .1" (工場出荷時設定）を用いて設 
定の説明をします。実際にはお客様が本機に設定した IP アドレスを入力してください。 


^基本震ましよラ 
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設定タイトルページにごいて 


設定タイトルページでは、各設定ページへの移動と、設定変更後の確定、本機^モリへの保をま 
たは再起動を行います。 



①トジブぺージへ (DEnglish 


泣ちを巧巧 m 現巧の扭ちに R ず 


①[トップページへ]ボタン 

ク U ックするとカメラサーバのトップページに移動します。 

霞 English ] ポタンまたは [ Japanese ] ボタン 

クリックすると設定ぺージを英語表示します。そのときこの表示は 「Japanese」 に変わり、再度クリック 
すると日本語表示に戻ります。 

渾[設定を保存]ポタンまたは[設定を保存して再起動]ボタン 

各設定ページで変更を行い、 [OK] ボタンをク U ックすると設定タイトルページに戻りますび、この段階ではま 
だ、 変更内容は本機に送信されていません。[設定を保ち]ボタンをクリックすると変更内容び確定し、本機にを 
信されます。変更のために本機の再起動び必要な場合には、[設定を保ちして再起動]ボタンび表示されまず。 
設定値を変更していない状態では、これら2つのボタンは表示されません。 

(D [現在の設定に戻ず]ボタン 

各ページで設定の変更を無効にしたいとをク U ックします。全ての変更はキャンセルされ、変更前の設定値 
に戻ります。 

⑥各 設定ページタイトル 

ク U ックすると、各設定ページへ移動します。 


回 


♦ ブラウヴのウィンドウを同時に複数立ち上げて、並行して変更操作を巧ラのは避 
けて < ださい。 

♦ ブラウヴの[戻る]-[進む]ボタンによる設定ページ間の移動は行わないで<だ 
さい。キャッシュの影響によ0ちい設定ページび表示され、設定値び元に戻って 
しまったり、意図しない変更びなされてしまう可能性びあります。 

♦ 設定を変更したら、必ず設定のタイトルぺージで[設定を保存]ボタンまたは[設 
定を保存して再起動]ボタンをク U ックしてください。 


m • 本機で映像蓄積•録音機能 (V 巨 -C 已 OFSi のみ)を使っている場合、再起動すると蓄 
^ 積された映像-音青はすべて消去されます。 

♦ 設定を変更するために、本機を再起動させる必要びある設定項目には、赤いマー 
クび付いています。 


0アドレス試ミモザ： I マニュアル試ち ▼] 
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管理者のパスワ-ドやイ-サネットなどを設定する【システムとネットワ-ク) 


な 


システムとネットワーク 

ち 巧巧バス。ー ド I イー サネ、ソト 1 巧巧持视お 




ここではじ(下の設定を巧ラことびできます。 

♦管理用パスワード：パスワードの設定を行います。 

♦イーサネット： IP アドレスなどネットワークの接続に必要な設定を行います。 

♦網接続機能：ネットワークとの接続び切れないよラに、定期的にパケットを送信し 
て、ルータによる自動ダイアルアップをする機能の設定を行います。 

設定の変更を行った!5、にに]ボタンをクリックして、設定タイトルページに戻りま 
す。変更を巧わない場合は、[キャンセル]ボタンをクリックします。 

V_ J 

▼管理用パスワード 

管巧用バスワード_►ヘルプ_ 


①バスワ-ド 
霞バスワ-ド（桂記） 


迫文字 W 巧） 
. お文字 L 炯） 


① 「パスワード」 

パスワードを設定します。8文き切内の ASCII 文字（スペースまたは印字可能文字）び使用できます。出荷 
時設定は「V巨 -C 目 0U です。 

霞 r パスワード（確認)」 

上と同じパスワードを確認のため入力します。 


回 


システムのセキュ U ティ上、管理巧パスワードは必ず変更してください。変更後 
は、パスワードを忘れないように方モしてください（一 P .7-2 日）。 

管理用パスワードを忘れてしまった場合は、リセットスイッチを押して工場出荷 
時設定に戻してください（一 P .7-1 目)。ただし、本機のずべての設定が工場出荷 
時に戻りまずのでごま意ください。 


^養靈ましよラ 
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管理者のパス ワードやイーヴネッ トなどを設定する (システ厶とネッ トワーク) 


▼イ ーヴ ネット 

イーサネット►ヘルプ 

① 〇 アドレス i さち方な |7ニュアル設ミ こ] 

( D アドレス 1192.168.1001 

③〇サブネットマスク 1255.255 .255,0 

® 〇デフォルトヴートウェイアドレス 「 

⑥展ホバケットサイズ 11500 ち76〜150 0) 


① r アドレス設定方式」 

アドレス設定方式を「自動設定 CDHCP )」 または「マニュアル設定」から選択します。「自動設定 （ DHCP )」 
を選択した場合は、 riP アドレス」、「サブネットマスク」、「デフオルトゲートウェイアドレス」には 、 DHCP 
サーバから自動的に取得した値び用いられます。「マニュアル設定」を選択した場含は、使巧する環境に含ね 
せた値を、直接入力して<ださい。 

霞 rip アドレス」 

ネットワークインタフェース固有の IP アドレスを入力します。 

( Dr サブネットマスク」 

ネットワーク毎に指定されたサブネットマスク値を入力します。 

贫「デフオルトダートウェイアドレス」 

インターネットなど広域ネットワークや、イントラネット內でも異なるサブネットに接続するときは、設定 
して < ださい。 

⑥ r 最大パケットサイズ」 

一度に送信するパケットの最大サイズを入力します。通常は]己00から変更する必要はありません。 
ADSL をご利用の際に、少し数値を下げて設定いただくと送信効率び上びる場合びあります。 Ethernet を 
ご利用の場合は、]已日〇のままでご利巧ください。 


m • IP アドレス•ヴブネットマスク•デフオルトダートウェイアドレスは、ネットワー 
» ク管理者にお問い合わせください。 

♦ IP アドレス-ヴブネットマスク-デフオルトゲートウェイアドレスの設定には細 
むのを意をはらってください。いずれかに誤0びあった場含、イーサネット経由 
のアクセスが全くできなくなり、初期設定ツール（一 P ぶ- 8) を巧いて修正する 
政外に復旧する手段びなくなることびあります。 


▼網接続機能 

巧巧ち巧追 >ヘルプ _ 

の厂〇定亂うにい•ケットミき信する 

霞 〇を信が P アドレス I ■ 

(D 〇を指間隔 （9) [i (1 〜如） 

《ネットつークへの協商を港持するために.ミ輒うじに MP E ホ〇バケットを迸信します. 


①[定期的にパヶットを送信する] 

本機能を使巧する場含にチェックします。 

霞「送信巧 IP アドレス」 

パケットの送信先を指定しまず。 

CD 「送信間隔」 

パケットの送信間隔を1〜6日分から分単位で指定します。 
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r 映像キヤプチヤ 

W をキャブチヤ►ヘルブ 


① 


⑤ 


⑤ 


■ 央像クイズ 
巧巧を悟 
お!さなお] 

封止画ま语 
■ 央巧品背ぬ植） 

クイズ小 （160x120) 
サイズ中 (320x240) 
サイズ大 （640x48 日） 
〇インタレースモード 


④厂〇かがビデ3入力をほ巧する 


グイズや'' 


ブイズ小 *I 


サイズや ▼! 


] 


] 


Q = 5日 ▼! 


ウィーヴ（インタレース）づ 


①「映像サイズ」 

「映像送信」、「動さ検知」、「静止画蓄積」時の映傲サイズをそれぞれ選択します。なお、動さ検知時の映债サ 
イズは、「サイズ中」、「サイズル」から選択します。 

サイズ大色40 X 480 
サイズ中320 X 240 
サイズル 160 X 120 

霞 r 映像品質 （Q 値)」 

それぞれの映像サイズにおける映像の品質を、10〜100 (10 段階）から選択します。値び大きいほど高 
品質になりますび、映徹のデータび大きくなるため、フレームレートびお下することびあります （^ P .7- 
22)。また、「使巧しない」を選択すると、そのサイズを「映像サイズ」で設定することはでをません。 

(D r インタレースモード J 

被写体の動きの大ルに応じて、「ウィーヴ（インタレース)」(動きの少、ない被写体向を)と「ボブ（ノンインタ 
レース)」（動きのをい被写体向き）から選択します。「映债サイズ」を「サイズ大」に設定した場合、ウィー 
ヴのちび高解像度ですび、 被写体に動をびあると擲状のブレび発生します。被写体の動をび激しいとさはボ 
ブを選択すると有効です。 

獲 r 外部ビデオ入力を使用する」 

マルチター S ナル V 日- EX 日0に接続したが付けのビデオ入力を切り曽え方式で使巧することびでをまず(^ 
P .1-1 1)。 


な 


カメラと映 f を 

8ホ巧キ W す t I 力 y う刖刷 I 力巧あ 




ここではじ(下の設定を巧ラことびできます。 

♦映像キャプチャ：映像のサイズや品質の設定を巧います。 

♦カメラ制御：力^ラのシャッタースピードやフオーカス、ホームポジション、可視 
範囲の設定を巧います。 

♦カメラ名：力;< ラ名を入力します。外付け力方ラや VK - 目4などを併用する隙に必 
要とな0ます。 

設定の変更を行った!5、にに]ボタンをク U ックして、設定タイトルページに戻りま 
す。変更を行わない場合は、[キャンセル]ボタンをクリックします。 

V ソ 


カメラの制御や、映像のヴイズ、品質を設定するけメラと映像) 


^養靈ましよラ 





カメラの制御や、映像のサイズ、品質を設定する(カメラと映像) 


▼カメラ制御 


カメラが巧►ヘルブ 


① 

シャッタースビード 

1自かこ J 


⑥ 

フゴ—カスモ—ド 

1白曲 

d 

(D 

ホームポジション 




ズーム 

1 

(1 .の〜41.2 6) 


日月るさ 

1情宰二 J 



「誰ち制刷宿を持たないときホームポジション I こなかする 
® r 巧お範囲ま II 限を迪巧する 
望谨 
なち 

(D 〇 ワイドつンバーさ 

①「シャツタースピード」 

カメラのシャツタースピードを設定します。「自動」、「 1 /已〇」、 n / iooj から選択します。 

霞 r フオー カスモード」 

カメラのフオーカスモードを設定します。 

「自動 J :自動焦点です。 

「自動（ドーム対応)」：ドーム八ウジングを使用している場合、壁面に焦点び合わないよラにする自動 
焦点です。 

「無限遠に固定」：無限遠にフオーカスを固定したままにできます。 

※ナイトモード（一 P .4-47、 4-日已）を設定すると、「自動（ドーム対応)」および「無限遠に固定」は 
使用でをなくなります。 


♦ ドーム八ウジングに塵や水滴び付着していると、壁面に焦点び含ってしまラ場合 
びあります。壁面と力;<ラをなるベく短い距離で設置してご使用ください。 

♦ 昼夜連続で撮影される場合のま意 

屋外での連続昼夜撮影など、光源び徐々に変化する場所で、変化び少ない被写体 
を撮影した時、映儘げ適切な色にならない場合びあります。 

その場合はズーム操作もしくは、レンズの前に手をかざすなどの方まで撮影され 
る映像に変化を与えると適切な色になります。 

♦ 単一色の被写体およびナトリウム灯、水銀なや一部の堂光灯などの照明を使用す 
る環境下では、自動で力^ラの色をいを調整でさないことびあります。 


r 


I ほ用しない ▼! 


(1 .の〜41.2 6) 
(1.97 〜 41.26) 
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カメラの制御や、映像のサイズ、品質を設定する(カメラと映像) 


回 

お願い 


>次のような被写体は、オートフ オー カスではピントび合いにくいことびあります。 


白い壁など明暗の 
差びないちの 


斜めになっている 
ちの 


強い光び反射して 
いるちの 


斜め線や横じまの 
みのちの 


炎や煙など実体の 
ないちの 


ガラス越しのちの 




■P 


燕 







動さび速いをの 暗いところや夜景 


遠くと近<に同時 
にある 


ピントの合ラ範囲は L 处下のよラになります。ズームの位置によっては、ピントが 
含わない場合げあります。 

カメラび近づける距離の変化 


T 

ピントの合ラ範囲 

1.6 m 

距離 


1 cm ' 

\ ^^ ' 



ズームのワイド端 ズームのテレ端 

約1 cm まで(ナイトモード時は約 2cm まで）約1 .6 m まで(ナイトモード時は約 2.3m まで） 


③ r ホーム ポジション」 

カメラの標準位置です。 

「ズーム」 

力;>< ラのズーム視野角を設定しまず。 

「明るさ」 

力;><ラの自動露出の目標値を設定します。逆光などで映像び暗くなる場合は、「明るく」を選択します。 

[誰ち制御権を持たないときホームポジションに移動する] 

ホームポジションの設定びある状態でチェックを入れると、制御権要求びない場合、力 ラをホームポ 
ジションに移動します。 


^養靈ましよラ 
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カメラの制御や、映像のサイズ、品質を設定する(カメラと映像) 


(D [可視範囲制限を適用する] 

チェックを入れると、政下の設定び有効になります。ユーザに見せたくないズーム位置びある場合、設定し 
てください。可視範囲制限はV巨管理ツールからの設定び便利です（一 P.4-10)。 

「望遠-広角」 

ユーヴに提供するズーム視野角を設定します。 

* 設定値は望遠窒広角となるよラに設定してください。 

⑥「ワイドコンパ‘一夕」 

カメラにワイドコンバータを装着しているとをは、必ず「使用する」を選択してください。 


▼カメラ名 


0) 力 y ラを 》ヘルプ _ 

本椒がラ 

カタラを（半肉巧な字) 
力巧る旧本語） 

外怖すカイラ 

カタラを（半ち巧铁字) 
力^^ラる（日本語） 


[camera (15 文宇灿巧) 

r (巧文宇 iu 树 


| Camera 2 (15 文科脚 

r (巧です iu 内) 


①「カメラ名」 

ビューワのカメラ選択ボックスで用いられます。力 x ラ名（半角英数字）は必ず入力してください。力分ラ 
名（日本語）び無指定の場含は、力><ラ名（半角英数宇）び巧いられます。 


^力^ラ名（日本語）は、半角-全角に関係なく1艾字として扱われます。力方ラ名 
(半角英数字）は、 Web ブラウヴの言語設定び日本語がの場合に巧い5れます。 
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ベストシヨットをプリセットする（プリセット) 
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ベストシヨットをプ u セットする(ブリセット) 


① [カメラ制御をプリセツトに制限ずる] 

PC 用ビューワおよび Java 巧ビューワからの力ラ制御をプ U セツト設定したズーム位置のみに制限でさ 
ます。 


「自動プリセット巡回 J 

プ U セット巡回の設定を！; TF の項目から選択します。 

「使用しない」 

プリセット巡回は作動しません。 

「ビューワ接続中 J 

」 ava 巧、 PC 巧、管理者ビューワのいずれかを接続しているとさに作動します。 

r 常時 J 

プリセット巡回は常に作動します。 

r 巡回スケジュール」 

巡回スケジュールに設定したいプ U セット番号を下の r プリセット」から選択し、 r 移動速度に)」、「静 
止時間（砂)」を設定後、[追加]ボタンをクリックすると、一覧にプ U セットび設定されます。プ U 
セット巡回の開始と終了時刻を設定することもできます。 

[上へ]ボタン-[下へ]ボタン 

一覧のプ U セットを選択し、[上へ]ボタンまたは[下へ]ボタンをクリックすると、プ U セット巡回 
の順序を変更します。 

[削除]ポタン 

選択したプ U セットを削除します。 

「プリセット」 

設定するプ U セツト番号を選択します。 


「移動速度 （ Z )」 

ズームを行ラ際の力><ラの速度を設定しまず。値び大をいほど、移動速度は速くなります。 

「静止時間（秒)」 

プ U セツ ト 位置にカメラび静止する時間を、〇〜] 20秒の間から已秒単位で設定します。 

[追加]ポタン 

設定したプ U セツトを巡回スケジュールに追加します。 

霞 [プリセツト巡回時間を設定ずる] 

チェックを入れると、巡回スケジュールの開始時刻と終了時刻を設定することびできます。 


m • 自動プリセツト巡回を、「ビューワ接続中」、「常時」に設定している場含でも、 PC 
« 用または管理者ビューワ等でカメラ制御び行われているとさは、プ U セツト巡回 

は作動しません。 

♦ 「カメラ制御をプ U セツトに制限する」の設定をした場合、 Java 巧ビューワの 
ページでカメラ制御の GUI を表示せず、プ U セツトのみ表示することわできます 
(一 P. 己-13)。 
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ベストシヨットをプ u セットする(プリセット) 


r プリセツト1〜10 

ブリたット1►ヘルブ 


① 

通用巧固 

f 峽巧まちのみ 




^ B 央おま桂と B 央巧送信 


rpj" 

-ブリたットを（半ち寅な宇） 

I 

(15 文宇 w 内） 


-ブリ tz ットを（日本語） 

I 

(巧文宇!■納） 

(D 

力?^ラ/すラ^^ータ 




ズーム 

I (1.97—41.26) 



明るさ 

1 悟宰こ J 


ブリセット 2 ►ヘルフ 


卸 


迪巧巧囲 

f B 央巧ま宿のみ 




广 B 央巧茜ちと！!央巧を信 



ブリゎットを（半ち巧なす） 

1 

(巧文宇請 


ブりたット名（日本語） 

1 

(巧で宇 W 内） 


力 y ラバラ y —夕 




ズーム 

I (197 〜41.2 6) 



巧るさ 

|1i* jJ 



① r 適用節囲」 

このプ U セットを映像蓄積機能のみに適巧するか、ビューワにち提供するかをチェックしてください。 
ビューワにも提供する場合、半角英数字でのプ U セット名は必ず設定してください。日本語での設定び無 
い場合は、半角英数字のプ U セット名び用いられます。 

霞 r プリセット名」 

プリセット名（半角英数き）は「"」を除く ASCII 文字で入力してください。プ U セット名（日本語）の指 
定がなければ、プ I 」セット名（半角英数字）び用いられます。 

( Dr カメラパラメータ」 

提供したい映像の条件を設定して<ださい。 

「ズーム」 

カメラのズーム視野角を設定しまず。 

「明るさ」 

カメラの自動露出の目標値を設定します。逆光などで映像び暗くなる場合は、 r 明るく」を選択します。 



因 

メモ 


V 日管理ツールを使ラと、よ0容易にプリセット設定を巧ラことびできます。設定 
には VB 管理ツールをご使用ください（一 P .4-1 目）。 

プ U セット名（日本語）は、半角•全角に関係なく]艾字として扱われます。プ 
リセット名（半角英数字）は、 Web ブラウヴの言語設定び日本語];(外の場をに巧 
し、5れます。 


^養謹を」ましよラ 
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HTTP サーバ、カメラ • オーデイオサーバを設定する(ヴーパ’) 




サーバ 

冉•巧 i をす I HTTP サ叫， I おうサーバ. I ブ-ディオサ-パ 


《 VB - C 已 OFSi の画面です。 

ここでは政下の設定を行うことびできます。 

♦共通設定：ユーヴび本機へ接続でさる環境についての設定を巧います。 

♦ HTTP サーバ：ホームページの配信や本機の管理をするための設定を行います。 
♦カメラサーバ：本機か5映像を閲覧するた奴の設定を行います。 

♦オーディオサーバ：音声の送受信に関する設定を行います (VB-C 日 OFSi のみ)。 

設定の変更を行った日、にに]ボタンをク U ックして、設定タイトルページに戻りま 
す。変更を行わない場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックします。 

V ノ 


▼共通設定 


お巧設を►ヘルプ 


① 

最ホクライアント敦 

|50 

。〜如》 

霞 

最巧掉続時間（巧） 

1〇 

の〜的5妨 

CDr 

ューザへのサービス巧間き試定する 




問賠巧别 時 

I 。 



分 

I 。 

の〜的） 


が了時剔 時 

^— 

の〜23》 


み 

I 。 

の〜的） 


① r 最大クライアント数」 

本機に同時に接続できるクライアント数の最大値を設定します。最大日0クライアントまで設定できます。 

霞 r 最大接続時間」 

個々のクライアントび本機に接続でさる時間を砂単位で設定します。 

CD [ユーザへのサービス時間を設定ずる] 

チェックを入れると、ユーザび本機に接続でさる時間帯を設定できます。 



映像•音声の配信時間を制限したい場合、「ユーヴへのサービス時間を設定する」を 
ご利用 < ださい。 
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HTTP ヴー パ’、カメラ•オーディオサーバを設定する ヴーノり 


▼ HTTP ヴーバ 

HTTP サーバ►ヘルプ _ 

①。 HTTP ボート 阿 (1-65535) 

CD Web ページのヴローバルアドレス |IP アドレスこ J 

IP アドレス I 

ボートち I ' (15 女字 IU 内) 


① 「 HTTP ポート」 

HTTP の TCP ポート番号を設定します。]〜6已已3已の整数を入力します。通常は80番（出荷時設定）を 
利用します。 

霞 rweb ぺージのグ□—バルアドレス」 

本機にプライベートアドレスを設定し、ルータの N A T 機能を利巧して固定のグ□ーバルアドレスを本機 
に対応付けて利庙するような場合（一 P . 己-2已）、ここにグローバルアドレスを記載しておくと、サンプル 
ページ（一 P . 己- 6) を閲覧することびできます。 rip アドレス」を選択した場合は、 rip アドレス」欄に指定 
された IP アドレスを入力します。「ホスト名」を選択した場合は、「その他」の 「 DNS 」 で指定したホスト 
名び使巧されます。 「 DNS 」 で必要な設定を行ってください （^ P .3-24)。 


^冨本靈ましよラ 
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HTTP ヴーパ、カメラ•才ーデイオサーバを設定する (ヴーパ） 


▼カメラ サーバ 


力 y ラサーパ—►ヘルブ 


① 

OB かなさ這ボート 

165310 

(1 〜的日批 

霞 

〇力ラ制测ポート 

165311 

(1-65535) 

CD 

居ホフレームレートけ ps) 

|30 

(0.1—30) 

贫 

最巧这信レート (Mbps) 

1〇 

の〜 10) 

⑥ 

展ホ制刚宿待ち辣 

|50 

の〜 5 の 

(D 

カソラ刖刷時間（巧） 

|20 

(1 〜 36 孤） 

⑦ 

封止函巧 f 导待ち時間だ U 软） 

11500 

の 〜1 的如） 


① r 映像送信ポート」 

映像を信プロトコルの TCP ポート番号を設定します。 ] 〜6已已3已までの整数を入力します。出荷時設定 
は巨已310です。通常は、変更する必要はありません。 


霞 r カメラ制御ポート」 

カメラ制御プロトコルの TCP ポート番号を設定します。 ] 〜已已己3己までの整数を入力します。出荷時設 
定は已已 3] 1です。通常は、変更する必要はありません。 

( Dr 最大フ レームレー ト （ fps )」 

1秒間にキヤプチヤずる最大フレームレートを設定します。最大30フレーム/秒で、 0.1 〜30.0の数値 
を入力します。 


( Dr 最大送信レート （ Mbps )」 

1砂間にを信するデータ量の上限値を設定します。この機能は、ネットワークに対する負荷を減らすために 
使巧します。最大は] 0 Mbps で、〇〜 ] 0 Mbps の舊数を入力します。0の場合は、無制限になります。 

⑥ r 最大制御権待ち数」 

ビューワから力><ラ制御権の要巧を受け付けるクライアント数を設定します。最大数は已〇で、0〜已〇の 
整数を入力します。0のときは、管理者ビューワ^^外の力><ラ制御権待ちは禁止されます。 

( Dr カメラ制御時間（秒)」 

ビューヮから力><ラ制御びでをる最大時間を設定します。最大は3600秒で、 ] 〜3600の整数を入力し 
ます。 


⑦ r 静止画取得待ち時間リ秒)」 

白 etStilllma 呂 e コマンド（一 P . 日-2己）では、カメラ動作の安定を考慮して、ここで設定する時間を待って 
から、静止画取得を行います。最大は10000ミ U 砂で、〇〜] 0000の整数を入力します。 
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▼才ーディオヴ ーJ V(VB-C50FSi のみ) 


3—デイ3■サーバ_►ヘルプ 


①音声を信 

I ほ用しないこ J 

CD 入力さ畳 

|50 (1~100) 

(D 黑音が化 

1ォフ 

0 ノイズキャンたラ 

1 オフニ J 

⑥スローブコイルタ 

|ゎ_1] 

(D 音声を信 

1 巧用しないこ J 

(7) 化力音量 

|5〇 <1〜10日 ) 

(をエコーキャンたラ 

1 すフニ J 


①惜青送信」 

「使巧ずる」を選択ずると、マルチター S ナル （^ P .1-1]) に取り付けたマイクで入力した音声を PC 苗 
ビューワや管理者ビューワに送信することびでさます。 

霞 r 入力音量」 

入力する音声の音量を、1〜]00の範囲で設定します。値び大きいほど、入力音量は大をくなりまず。 

( Dr 無音検出」 

「オン」に設定すると、音声び無音になったと定、音声データのを信を一時的に停止します。これにより使用 
するネットワーク帯域を減らすことびでさます。 

®r ノイズキャンセラ」 

「オン」に設定すると、音声からノイズを除去します。 

⑥!" ス□-プフィルタ」 

「オン」に設定すると、屋外の風切音などの低いノイズを除まします。 

音声送信 

-入力音量 
-無音検出 
-ノイズキャンセラ 



V 巨 -C 已 OFSi 



HTTP ヴーパ、カメラ•オーディオサーバを設定ずる r ヴーノ 0 
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HTTP ヴーパ、カメラ•才ーデイオサーバを設定する (ヴーパ） 


( Dr 音舌受信」 

「使巧する」を選択すると、管理者ビューワから発信した音声を受信し、マルチターミナル （^ p .1-11) に 
取り付けたアンプ付スピーカーから出力することびでさます。 

⑦ r 出力音量」 

出力する音声の音量を、1〜]00の範囲で設定します。値び大をいほど、出力音量は大をくなります。 

( Dr エコーキャンセラ」 

「オン」に設定すると、マルチターミナル（一 P .1-1]) に取り付けたマイクとアンプ付スピーカーで音声の 
を受信を行ラ際に発生するエコーを防ざます。 


音 p =« 袁イ吕 

-出力音量 
. エコーキャンセラ 



^ ♦本機にマイクやスピーカーを接続ずる際にはマルチターミナル（一 P .1-11) を 
^ ご糊ください。 

S ' ♦ 「ノイズキャンセラ」、「ス□-プフィルタ」、「エコーキャンセラ」の設定を「オン」 
にすると、音質や音量に影響を及ぼす可能性びあります。設置環境や使用方法にあ 
わせ、必要に応じて「オン/オフ」の設定を行ってください。 

♦ 音青を送信する隙には、「音青に関するミ主意事項」卜 P . iii ) をよくお読みください。 
♦ 音青再生と録音に関する設定は、 V 巨管理ツールを使用します。 
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ユーサのアクセス権を設定する（アクセス制御） 


な 


アクセス制が 

三巧ユーザアノト I i 车巧/削版ホスト巧ミ 


■3SI 


ここではじ(下の設定を巧ラことびできます。 

♦許可ユーヴアカウント：本機へ接続できるユーヴを登録します。 

♦許可/制限ホスト指定：特定のホストに対するアクセスの可否を制御します。 

設定の変更を行った!5、にに]ボタンをクリックして、設定タイトルページに戻りま 
す。変更を巧わない場合は、[キャンセル]ボタンをクリックします。 

▼許可 ユーザ アカウント 

許可ユーザアカウント►ヘルフ_ 


①ユーザリスト 


アカウント 

I 


のュ -tm 巧） 
バスワード 


r 


則除I 


お加 


留でぞ副 度文す lU 巧） 

(D r これらの ユーザの みにアクたスぞ i 午巧す る 
⑤厂これらのユーザのみに音声さ情を巧巧する 
® 厂これらの ユー ザのみにお止函取得を i 午巧する 

A UP 

《 V 日 - C 日 OFSi の画面です。 

①I■ユーザリスト」 

この U ストに登録されたユーヴのみび、本機への接続を許可されます。ユーヴ名 （ root ) し处列•に、最大已〇 
ユーヴまで登録でさます。 

[削除]ボタン 

ユーヴリストからユーザを選択して、梢 IJ 除]ボタンをクリックするとユーヴ U ストから削除します。 

[追加]/ [変更]ボタン 

アカウント名とパスワードを入力し、[追加]ボタンをクリックすると、ユーザ 
U ストに許巧ユーヴを追加します。許巧ユーヴを選択すると[追加]ボタンは懐 ~ 巧を」 
更]ボタンに変わります。パスワードを入力し、[変更]ボタンをクリックする 
と、パスワードを変更することびで定ます。 

霞[これ百のユーザのみにアクセスを許可ずる] 

チェックを入れると、ユーヴ U ストに登録されているユーヴのみに本機への接続を許可します。 

♦ ビューワ Ver .3.1 ^^1前と MV Ver .1.0 でのアクセスは禁止されます。 

CD [これ百のユーザのみに音亩送信を許可ずる] (VB-C 已 OFSi のみ） 

チェックを入れると、ユーザ U ストに登録されているユーヴのみに音声の受信を許可します。 

® [これ百のユーザのみに静止画取得を許可ずる] 

チェックを入れると、ユーザ U ストに登録されているユーヴのみに静止画取得を許可します。 
静止画で映像配信する場合などに有効です P . 己-24)。 


^甚臺着しましょう 
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ユーザのアクセス権を設定ずる(アクセス制御) 


▼許可/制限ホスト指定 


を巧/巧巧ネスト指を ►ヘル ブ _ 

①本ス I ' リスト I - 7 ] 


巧の頁巨じ II 巧） 

霞厂 HTTP サーバにこのリストを迪用する 
d ) r 峡巧送信にこのリストを通用すな 
(D r 音吉送 f 言 I ここのリストぞ迪巧する 
(D r おム函巧巧じこのリストを巧巧する 

じ主意]お走かのホストからのアクたスはまて i 牛巧されます. 

V 日 -C 曰 OFSi の画面です。 

① r ホストリスト」 

ホストリストには、ホストに対してのアクセスの可否を詳細に記述することびできます。記述形式について 
は、><モを参照してください。 


感 [ HTTP サーバにこのリストを適用ずる] 

チェックを入れると、 HTTP サーバへアクセスできるホストに、ホスト U ストを適巧します。この場合、 
Java 苗ビューワなどにも制限びかかります。ビューワからのアクセスだけでなく、 Web ページへのアクセ 
スち制限したい場合に使用してください。 


(D [映像送信にこのリストを適用ずる] 

チェックを入れると、本機へアクセスできるホストに、ホストリストを適用します。 Java 用/ PCffi ビュー 
ワなどからのアクセスを制限したい場合に使巧してください。 

0 [音舌送信にこのリストを適用ずる] ( VB - C 已 OFSi のみ） 

チェックを入れると、本機び音声を受信できるホストに、ホストリストを適用します。 PC 用ビューワなど 
からのアクセスを制限したい場合に使用してください。 

⑥騎止画取得にこのリストを適巧ずる] 

チェックを入れると、静止画取得できるホストに、ホストリストを適用します。 


回 


♦ ホスト U ストび無い場合には、全てのホストにアクセスび許可されます。 

♦ 全てのアクセスを禁止するようなホストリストび与えられた場合には、ホスト制 
限機能は無効となり、全てのホストにアクセスび許可されます。 

♦ HTTP 接続でプ□キシサーバ経由のアクセスを禁止するには、プ n キシサーバの 
アドレスを設定する必要があります。 

♦誤ったホスト制限設定を巧ラと、設定ページへのアクセス自体げ禁止され、工場 
出荷時設定に戻すかに復旧する手段びなくなることびあります。 
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ユーザのアクセス権を設定ずる(アクセス制御) 


ホスト制限機能は、ビューワなどのクライアントアプ U ケーシヨンび稼働するホスト 
を限定する機能であ D 、下記の記述形式か5なるエント U を一つまたは複数記述した 
U ストによってアクセス制限を実現します。 

記述お式 

[!] addr [- adclr 2 ] 

♦ " ad か"は標準 IP アドレス形式で記述します。 

♦ " ad か"と " ad か 2" は IP アドレスの範囲をちえるもので、ある I P アドレス冉び addrLU 
上 aclcl 「2 1处下であれば、 A は ad か- acld 「2 に含まれます。 acldr 2 は省略巧能で、省略時 
は addr と同じ値になります。 

♦アクセス許可/禁止を検査したいホストの I P アドレス冉に対して、許可/制限ホストリス 
卜の先頭から A び含まれる最初のエントリび巧められます。得られたエントリの先頭び"！" 
であれば、アクセスは禁止され、"！"びなければアクセスび許可されます。 

♦ U ストに含まれる冗長なエントリや矛盾するエント I 」は、リストから自動的に削除されます。 
• ホストのアドレスびどのエントリにち属さないときは、アクセスは許可されます。 

記述例 

この許巧/制限ホスト U ストの記述で誤った設定を行ラと、本来許巧すべきアクセスび禁止され 
てしまラことちあります。これを避けるために、切下の例に従って、注意深く記述してください。 

例1 . あるホストのアクセスを禁止する 

!172.20 .0.0 

1 72.20.0.0 のアドレスのホストからのアクセスは禁止されます。 

例吕.あるアドレスの節囲のホストのアクセスを禁止ずる 

!172.20 .0.0-1 72.20.0.20 

172ぶ0.0 .0 か日172ぶ0.0ぶ0までの範囲のアドレスのホストからのアクセスは禁止されまず。 

例 3. あるアドレスの節囲のホストのアクセスを許可し、それ m 外のアクセスを禁止ずる 

172.20 .0.10-172.20.0. 12 
の.0.0 .0-2 日己之己已 .2 日己.0 

172.20 .0.1 0から] 72ぶ0.0 .1 2までの範囲のアドレスのホストからのアクセスのみ許可さ 
れます。 

例 4. あるアドレスの節囲のホストのアクセスを禁止ずるび、その韓囲内のあるアドレスのホス 
卜は許可ずる 

172.20 .0.10 

!172.20 .0.0-1 72.20.0.20 

172ぶ 0.0.0 から] 72.20 .0.20 までの範囲のアドレスのホストからのアクセスは禁止されま 
すび、172.20 .0. 10のアドレスのホストからのアクセスのみ許可されます。 

例己あるアドレスの節囲のホストのアクセスを禁止ずるび、その節囲内のあるアドレスの韓囲 
のホストは許可する 

172ぶ0.0 .10-1 72.20.0.1 已 
!172.20 .0.0-1 72.20.0.20 

172.20 .0.0 から] 72.20 .0.20 までの範囲のアドレスのホストからのアクセスは禁止されま 
すび、] 72.20.0.10 から] 72.20.0.15 までのアドレスの範囲のホストからのアクセスは許 
可されまず。 
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日付と時刻を設定する（日付と時刻) 


な 


日巧と時刻 

n 巧の拍な時别 I 力巧の時别真陆 I タイム、ソ- 




ここでは政下の設定を行うことびできます。 

♦力方ラの現在時刻：本機に設定されている日時び表示されます。 

♦力^ラの時刻設定：本機の時刻を設定します。 

♦タイムゾーン：適切な時間帯を U ストか5選択します。 

設定の変更を行った日、にに]ボタンをクリックして、設定タイトルページに戻りま 
す。変更を行わない場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックします。 


▼カメラの現在時刻 

カイラの現を巧を I ►ヘルプ 



(D タイムゾーン 


レ uu4/uy/<i6 

[i 842:5 已 
|gmt+09 


① r 曰付」「時刻」 

現在本機に設定されている日付と時刻び表示されます。 

霞 r タイムゾーン」 

グ U ニッジ標準時との時差び表示されます。 
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日付と時刻を設定する(曰巧と時刻) 


r カメラの時刻設定 


カメラの巧巧試を►ヘルブ 


①广このコン ビュー さの時刻I こ 合わせる 
日け 
時别 

霞广 W 下の時刻に i さ定する 
日な 
時刻 

(3) r NTPti ■—バに合わせる 
护アドレス 


|2004/09/28 
|1 8:44:33 


1^004/09/28 (yyyy/mm/dd) 


|1 扫 : む:が か h:mm:ss) 


①[このコンピュータの時刻に合わせる] 

チェックを入れると、 Web ブラウザで現在本機にアクセスしているコンピュータの日付と時刻に合わせます。 

霞 [ LU 下の時刻に設定ずる] 

チェックを入れると、任意の日付と時刻に設定ずることびでをます。日付は[年/月/曰]、時刻は24時間 
制で脫間:分:柳の順に入力します（月、日、時刻は2析の数字)。 

例： 2004年1月23曰午後]時23分4秒は、 [2004/0 ] /23] •[13:23:04] と入力。 

CD [ NTP サーバに合わせる] 

チェックを入れると、 NTP サーバの時刻に合わせます。 NTP サーバの IP アドレスを入力して < ださい。 


因 

メモ 


[NTP サーバに含わせる]を選択した場合、 NTP サーバの IP アドレスび正しくな 
いなど、 NTP サーバと接続できないときは、曰付と時刻は変更されません。 


r タイムゾーン 

々イムゾーン ►ヘルプ 


① タイムゾーン 


|GMT*09 大阪ホしがまま 


] 


① r タイムゾーン」 

グリニッジ標準時との時差をリストから選択します。 


^冨臺着しましょう 
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ネームヴー バアドレスや メールな どを設定する（その他) 


逆 


その他 

D 版 ! 4—" ノ I か巧デバイスち I LED 




ここでは政下の設定を行うことびできます。 

• DNS : メールサーバ ホストなどをホスト名で登録するために、 ネームサーバ アド 
レスとホスト名を登録します。 

♦六ール:蓄積映像や□グ^ッセージを受信する;ールアドレスについて設定します。 
♦が部デバイス名： VK — 目4などで用い5れるか部デバイス名を設定します。 

♦ LED 表示：本機にある LED の点灯/消灯を設定します。 

設定の変更を巧った日、にに]ボタンをク U ックして、設定タイトルページに戻りま 
す。変更を行わない場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックします。 


▼ DNS 


DNS ►ヘルブ 

_ 「ネームサーバアドレス 1 r 

L ネームサー バアドレス2 I 

霞 r ホストををを綺する 

ホスト名） f お3ス宇巧） 

AUP 

① r ネームサー バアドレス 1 〜吕」 

登録したいネームサーバアドレスを入力します。一つしか登録しないときは、「ネームサーバアドレス2」は 
空欄のままにしてください。 

霞[ホスト名を登録する] 

チェックを入れ、登録したいホスト名を入力します。「ネームサーバアドレス1」にホスト名を登録すること 
びでをます。 


^本機を「自動設定 （DHCP)」（^P.3-6) で運用する場をに登録すると便利です。あ 
^ 5かじめ DNS サーバに登録を行ラための設定び必要です。 DNS サーバの設定につ 

いてはシステム管理ちにお問いをねせ<ださい。 
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ネーム サー バア ドレス や メールな どを設定する(その他) 


メール ►ヘルフ 


① メールヴーバホスト 1 

お3スぞ1納) 

霞 差化人 ( From ) y - ルアドレス 1 

化3文み納) 

(D 巧充汗 oW — ルアドレス 1 

也3文み加) 

®r POP before SMTP 



。は宇站が 

吃バスヮ-ド 1 

巧は宇 W 巧) 

⑥ POPtI •—バ 1 

お3文字請 


① r メールサーバホスト J 

SMTP サーバを設定します。 

霞「差出人 ( From ) メールアドレス」 

ールの発信者を設定します。 

( Dr 巧巧 ( To ) メールアドレス」 

メールの受信着を設定します。 

® [POP before SMTP ] 

ールサーバホストび POP によるユーヴ認証を必要とする場をに設定します。 

⑥!"ユーザ名」「パスワード」 

認罰に必要なユーザ名とパスワードを入力します。 

愈 「 POP サーバ J 

POP サーバを設定します。 


^肇謹ましよラ 
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ネームサーバアドレスやメールなどを設定する(その他) 


▼外部デバイス名 


计巧デバイスる >ヘルプ _ 

-外が入カデバイス1 

デバイスを（半ち巧奴宇) 
デバイスを（日本語） 

0 - 

ホが入カデバイス2 

デパイス名（半ち黄閒宇) 


L デバイスを（日本語） 
「サが出カデバイス1 

デパイス宅（半ち巧な宇) 


デバイスる（日本語> 

ホが出カデパイス2 

デパイスを（半ち巧なす) 


デバイスる（日本語》 

外呂目化カデバイス3 

デバイスを（半ちちな字) 


デパイスる（日本語) 


(巧义ぞ納 ) 
(15义宇1<加) 

(巧; sm 加) 
(巧文ぞ L 納) 

(巧文宇おが 
。5文ぞが内) 

(15 文字 W 内) 
(巧文す罰 

。故ぞ W 师 
。日文み加) 


① r 列■部入カデバイス1〜吕」 

「デバイス名」 

マルチター S ナルに接続したが部デバイスを識別するため、デバイス名は必ず入力してください。デバイス 
名（半角英数字）は「"」を除く ASCII 文字で入力します。デバイス名（日本語）の指定びなければ、デバ 
イス名（半角英数字）び用いられます。 


霞 r 列■部出カデバイス1〜3」 

「デバイス名」 

マルチターミナルに接続したが部デバイスを識別するため、デバイス名は必ず入力してください。デバイス 
名（半角英数字）は「"」を除く ASCII 文字で入力します。デバイス名（曰本語）の指定びなければ、デバ 
イス名（半角英数字）び用いられます。 


▼ LED 


LED ►ヘルブ 

① LED 設ミ I 巧(言やじ,さ.诚こ J 


① [ LED 設定] 

カメラ本体正面の LED の状態を「通信中に点滅」、「緑点灯」、「擋点な」、「ホ点好」、「消灯」から選択しま 
す。反射した LED び撮影領域に入るなど、撮影の巧げになるとさは「消な」を選択してください。 
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な 


管巧ツール 




I 雷巧 anf そ.あ J — _ 


’. I !まがと}穿け I 


《 VB - C 50 FSi の画面です。 

ここではじ(下の項目を使用することびでをます。 

♦オンボードファイルシステムの情報：本機の方モ U の状態を表示します。 

♦蓄積映像および蓄積音青の情報と操作:本機に蓄積されているデータについての状 
態表おや消去を行います。 

♦その他：本機の設定の確認や初期化を巧います。 

変更を行わない場含は、[キャンセル]ボタンをクリックします。 

V_ 

▼オンボードファイルシステムの情報 


の 3ンポート’ファイルシステムの情巧 ►ヘルブ 


1261568バイト 
1638400バ仆 


① r オンボードファイルシステムの情報」 

本機のメモ U の使用領域-空を領域-容量（使用領域+空さ領域）びバイト単位で表示されます。 


オンボードファイルシステムの空き領域には、内部の作業巧領域び含まれており、空 
き領域び 100K 巨前後になると、ファイルを書き込めなくなることびあります 
(一 P. 日-8)。 


r 蓄積映像および蓄積音声の情報と操作 


①まちおよぴま宿ち ちの 巧 S と 巧な > へルフ 


ま培巧おなげ態です. 
15073280バイト 
日な 


ま桂 BA なの;'貨モ 


ま语音声の消去 


《 V 日 - C 日 OFSi の画面です。 

① r 蓄積映像および蓄積音青の情報と操作」 

蓄積の状態と、空き容量サイズ、映像の蓄積枚数、音声の蓄積時間 ( VB - C 日 OFSi のみ)び表示されます。ま 
た、蓄積映债の消まを行う[実行]ボタンにより、蓄積済みの映傲をすべて消去、および蓄積音声の消ま ( VB - 
C 已 OFSi のみ)を行ラ[実行]ボタンにより、蓄積済みの音声をすべて消去することびでさます。 



管理ツールを使用する（管理ツール) 
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管理ツールを使用する(管理ツール) 


▼その他 


その化 ►ヘルブ _ _ _ 

①イベントロヴぞ見る 表示 I 

( D 現なの設定を見る まち I 

( D 再睦旣 実け I 

® エ巧化巧時に戻す _実行 I 


i 品进: ッ协設藤のを設邸 エ腳械 な 脚 こ 戻します.これ裸行すな’本 梢は議用 


①「イベント□グを見る」 

本機の動作およびビューワなどとの接続の履歴を表示します。 

霞 r 現在の設定を見る」 

現在の設定値を一覧表おします。 

CD 「再起動」 

本機を再起動します。 

贫「工場出荷時に戻す」 

本機のパスワードの設定、イーヴネットのアドレス設定方式- IP アドレス-サブネットマスク-デフオルト 
ゲートウェイ政がの全設定を、工場出荷時の状態に戻します。実行すると、自動的に再起動を行います。 


wm m 「工場出荷時に戻す」の実行中は、本機の電源を絶対に切5ないでください。電源 
^ を切ると、正常に起動しなくなる場合があります。 

♦ 「工場出荷時に戻す」を実行すると、保存したホームページのデータ（一 P. 己- 8) 
は消去されます。事前にデータのバックアップを取ってか5実行してくださし、 


m • 「工場出荷時に戻す」で、工場出荷時の状態に戻す際には、現在の各設定値を控え 
^ た後に行うことをおすすめします（一 P.7-2 日）。 

♦ リセットスイッチによっても工場出荷時に戻すことびできますび、全設定が出荷 
時に戻るのでごを意ください（一 P.7-1 目）。 
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4、 

VB 管埋ツール 


この章では、 VB 管理ツールを使った実践的な操作ち法を説明します。 
可視範囲設定、プ U セット設定、スケジュール設定、ログの閲覧、管 
理ちビューワのを設定びでさます。あらかじめ、3章で必要な基本設 
定を行ってから設定してください。 

《可視範囲設定およびプ U セット設定は、3章で説明したち法でを行 
えますび、 V 目管理ツールを使ラちび、より視覚的で容易な設定び 
可能です。 


VB 管理ツールの概要 


V巨管理ツールは rVBAdmin 起動パネル」およびそこか5起動でをる「可視範囲設定ツール」「プ 
U セット設定ツール」「スケジュール設定ツール」「□グビューワ」「管理ちビューワ」の各アプ U 
ケーシヨンで構成されています。イントラネット/インターネットを通じて、遠隔か5本機の設 
定や特権的な映像閲覧、動作状況の確認、□グ取得などび簡単に行えます。 

VB-C 已 OFSi 



VB 管埋ツールをインストールするには 


2章「セットアップしましよう」の「已.ソフトをインストールをしましよう」（一 P ぶ- 12) で、 
おまかせインストールを行った場合、V巨管理ツールはすでにインストールされています。その場 
合、パソコンのデスクトップには rv 巨管理ツール」のショートカットアイコンび作成されていま 
す。また、「スタート」メニューから「プ□グラム」一 rWebView LivescopeJ を選おすると、 
同様にショートカットび作成されています。 

まだV巨管理ツールびインス!-ールされていない場合は、 P ぶ-12を参照して、インストールを 
巧ってくださし、。 


回 


UTF の本機関連アプ U ケーシヨンびインストールされた PC では VB 管理ツールをイ 
ンス I -ールすることびできない、あるいは正常な動作び行えません。事前にアンイン 
スI-ールした上でインス I ルを行ってください。 


• VB 管理ツール Ver. 1.0/1. 1 

• WebView Livescope Ver. 3.1 U (前のへルパー版ビューワ 
参 WebView Livescope カメラヴーバ 

• WebView Livescope マネージャ 

参 WebView Livescope MV マネージャ Ver. 1 .日 
参 WebView Livescope MV ステーシヨン Ver . 1 .0 
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VB 管理 ツールの 概要 


VBAdmin 起動パネル（一 P.4-6) 


V巨管理ツールのメインパネルです。ここか5各ツールげ 
起動でさます。最初にV巨管理ツールのインス!-ールを 
巧"つて < ださい。 


パノラ7作がツール 


※本機では使用できません。 


可視轟囲設定ツール（一 P.4-7) 


可視範囲設定を、より視覚的に、容易に行ラことのでをる 
ツールです。マウス操作でのズーム範囲設定が行えます。 


プリセット設定ツール（一 P.4-13) 


プ U セットやホームポジションの設定を、より視覚的に、 
容易に巧ラことのでさるツールです。マウス操作での設定 
び行えます。 

また、指定した時間帯に、複数のプ U セットを巡回して監 
視を巧う「プ U セット巡回」の設定を行うことびできま 
ず。 


^ >昼量ツ—ル 
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VB 管理ツールの概要 


スケジュール設定ツール（一 P .4-22) 


指定した曜曰または曰時の時間帯に、次のサービスを自動 
で巧ラよラに設定するためのツールです。 

♦タイマー：指定した時間ごとに撮影した静止画像およ 
び 音声を本機に蓄積した0、音声再生を行います％ 
♦動さ検知：映像に変化びあったことを検知して、映像 
蓄積や録音* などを 自動的に巧います。また、音声ファ 
イルを登録し、動きを検知したときに再生することび 
でさます*。 

♦ナイトモード：暗闇に対応した撮影を行います。 
♦外部デバイス入力；センサなどの外部デバイスび反応 
すると、映像蓄積や録音、音青再生*を行います。 
♦外部デバイス出力：時刻を設定し、照明などの外部デ 
バイスを自動的に作動させます。 

スケジュール設定画面のカレンダー上で、時間帯やサービ 
ス内容を設定することびでさます。 

* 音声録音-再生に関する機能は、 VB-C 已 OFSi のみ 



□グビューワ（一 P .4-57) 


本機に出力された動作状況の□グを開覧でさるビューワ 
でず。 



管埋者ビューワ（一 P .4-60) 


本機の管理ち向けビューワです。カメラ制御権の独占、外 
部デバイスや動さ検知の操作など、 PC 用ビューワ /Java 
巧ビューワにはない特権的な機能びあ0ます。可視範囲や 
プ U セツトを設定する隙に利用します。 
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^ 商巧サ-"の指定 


ヴ-パ‘店捕 

本ストを： 

1192.168 .100.1 

• — 


管巧をアカウント： 

|root 

• — 


管巧をパスワード： 

ド 本かけ 

• — 


HTTP ポート巧を： 

I 阴 

• — 

設ミ巧 URL 

http ：// 192.168 .100,1 

/ jadmin 

• — 


ブロキシ (7 HTTP ブロキシヴ ーJ f ぞ径ホする • - (6) 

本ストる： I ■ 

ボート在号： j§0 犯 

_正のブ04シ’芭巧をのりをむ」 

FTP 口 PASV モードをほ巧する • -⑦ 

II m J キャンセル」 


① ホスト名（一 P .3-6) 

本機の IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

霞 管理者アカウント 

本機に設定されている管理者アカウント root を入力します。 

渾 管理者パスワード（一 P .3 -已） 

P.3 -已で設定した管理者パスワードを入力します（工場出荷時の設定は 「VB-C 已 Oi」）。 

(D HTTP ポート番号（一 P .3-1 己） 

本機に設定されている HTTP ポート番号を入力します（工場出荷時の設定は80番)。 

⑥ 設定用 URL 

本機に設定されている管理者用 URL は 「admin」 で変更で去ません。 

還) プ□キシ 

※プ□キシの設定については、ネットワーク管理者にご確認ください。 

.[ HTTP プ□キシサーパ’を経由ずる] 

プ□キシサーバを経由して本機に接続する場合、チェックします。 

-ホストを 

プ□キシサーバのホスト名または IP アドレスを指定します。 

* ポー ト番号 

プ□キシサー J くのポート番号を入力します（デフオルトは8080番)。 

- [ IE のプ□キシ情報を取り込む] 

クリックすると、 Internet Explorer で設定されているプ□キシサーバの情報を自動的に取り込みます。 


VB 管理 ツールを 起動する 


起動のしかた 

デスクトップ上の rvB 管理ツール」アイコンを 
ダブルクリック、または「スタートメニュー」の 
rvB 管理ツール」を選択して起動しまず 


デスクトツフ上のアイコンか5起動 


VB 首巧 ツール 


またはスタートメニューか S 起動 


油 V 白音!里 ツール 
昔巧を ピュ- ワ 


2. 接続巧サーバの指定ダイア□グが表示されます 

VB 管理ツールを利用するには、まず本機へ接続ずる必要びあります。各項目を入力して 
[0 K ] ボタンをク U ックします。 


①⑨⑤贫⑥ 


^ > B 管理ツ—ル 
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VB 管理ツールを起動する 


⑦ FTP 

V巨管理ツールの□グビューワを使巧するには、本機と FTP 接続する必要びあります。 

FTP 接続のモードは、 PASV でードと PORT モードを選択することびでをます。 

.[PASV モードを使用する] 

PASV モードを選択する場合、チェックします。通常は、 P 冉 SV モードでご使用ください。チェック 
をがすと、 PORT モードで接続します。 


3. VBAdmin 起動パネルが起動しまず 

起動パネルから各ツールのポタンをクリックして「可 
視範囲設定ツール」「プ U セット設定ツール」「スケ 
ジュール設定ツール」「□グビューワ」「管理者ビュー 
ワ」の日つのツールを起動することびできます。 



フ W ルのヘルプ独 
狂巧を ホストろ： 


1 化 1 防 00.1 


レ叫 


み 

I '寧 。巧咖|雨ン-ル 


かか卜陥■ン-ル 



Oj がむ-ヮ 


剖がュ-口 I 

が了 I 


V 巨 Admin 起動パネルび起動後に接続び切断された場 
合などには、^二:!ーパ'-の「ファイル」 けら 「接続」 
を選択すると「接続先サーバの指定」ダイア□グび表 
示されまず。 




♦ 「可視範囲設定ツール」「プ U セツト設定ツール」「スケジュール設定ツール」はそ 
れぞれ同時に起動することはでさません。「□グビューワ」と「管理者ビューワ」 
は同時に起動することび可能です。 

♦ プ□キシサーバを経由して本機に接続した場合、「□グビューワ」「管理をビュー 
ワ」は使用でさません。 

♦ 本機料がのネツトワークカ^ラサーバに接続した場合、 V 目 Admin 起動パネルは、 
一部、本機に接続した場合と異なって表示されます。 
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ライブ映像公開などでズームに制限 
をかけたいよラなケースでは、可視 
辭囲設定ツールで簡単に可視節囲を 
設定でをまず。 


ビューワでは、可視節囲設定さ 
れた領域のみ表示 


ijEll 












可視難囲設定ツール 


可視轟囲設定ツールの表示画面について 


可視範囲設定ツールを起動して表示された GUI の機能の概要を説明します。 
①感感 ® 



⑩⑩③ 


① [設定情報の読み込み]ボタン 

本機の現在の可視範囲設定値を読み込みます。 

② [設定情報の保存]ボタン 

本ツールで設定-適用した可視範囲設定値を本機に保存します。 

可視範囲設定を行った際は、必ず[設定情報の保を]ボタンで設定値を本機に保存してください。 
感 [通信の中断]ボタン 

本機との通信中にこのボタンをク U ックすると、通信を中断します。 

® パノラマプレビュー 

可視範囲設定値を再現した可視範囲制限プレビュー枠び表示され、ドラッグ操作で枠の変形を 
行い、可視範囲設定値に反映することびでさます。 

♦可視節囲制限プレビュー巧 

広角プレビュー枠（緑色枠） . 広角制限設定（撮影枠の制限） 

望遠プレビュー枠（黄色枠） . 望遠制限設定（最大倍率の制限） 
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巧規範囲設定ツール 


( D カメラ選択ボックス 

本機では選択でさません。 

⑥[可視範囲制限を適用ずる] 

チェックを入れると可視範囲設定げ適用されます。 

@可視範囲設定帽入カボックスおよび[取込]ボタン 

可視範囲設定値入カボックスに数値を入力することで設定値を変更でさます。[取込]ボタン 
をクリックすると、力;<ラの現在の撮影画角を各設定値に取0込むことび巧能です。 

♦ 可視節囲設定値 


望遠 . 可視範囲の望遠限界値。[取込]ボタンで撮影画角のズーム値を取得。 

広角 . 可視範囲のに角限界値。[取込]ボタンで撮影画角のズーム値を取得。 


※本機では、上端、下端、左端、ち端の設定はでをません。 

⑥[適用]ポタン 

現在の可視範囲の設定を本機に適用します。この時点では本機に設定値は保存されません。必 
ず「設定情報の保を」を行ってください。 

(D [プレビュー]ボタン 

可視範囲設定値入カボックスの設定値を可視範囲制限プレビュー枠に反映させます。 

⑩[管理ちビューワ]ボタン 

管理者ビューワを起動します。 

⑩ ステータスリスト 

本ツールと本機で行われた通信の結果を表示します。 

警告^ッセージは青色、エラー^ッセージは赤色で表示されます。 


♦が付け力六ラに可視範囲を設定することはできません。そのため、力^ラ選択 
» ボックスで選おできる力^ラは、「力;<ラ]」のみとなります。 

♦ 随剧ボタンをクリックしただけでは、編集内容は本機に保をされません。編集 
内容を有効にするには[設定情報の保を]ボタンをク U ックしてください。 


^ >昼量ツ—ル 
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可視難囲設定ツール 


可視轟囲を設定する 

可視範囲は、可視範囲設定値入カボックスに数値を入力するか、次の2種類のちまで設定できま 
す。お使いの環境またはお好みに応じて選択してください。 

■ 巧祝轟囲制限プレビュー巧か6設定値をを更する 

プレビュー枠を利巧して、可視範囲を設定します。 

設定のしかた 


1. [可視節囲制限を適用ずる]にチェックを入れ 
まず 


力巧： 


「カイラ1 -J 懼巧： Canon VB-C50Fi 
17が身巧简ホ顺を通苗ず'强 


2. 「望遠プレビュー枠（黄色枠)」 r 広角プレビュー 
枠（緑色枠)」をドラッグして変おし、可視節囲 
を設定しまず 

望遠-に角プレビュー枠は拡大-縮ルの隙、縦横比は 
一定になります。 

このとさ、可視範囲設定値入カボックスに数値を入力 
して設定することちでをます。 


3. [適用]ボタンをクリックしまず 

ステータスリストで正しく適用されたことを確認し 
て、[設定情報の保を]ボタンをクリックすると、本 
磯に設定値び保存されます。 


普 ’I り J 


」任 通巧で 
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巧規範囲設定ツール 


■管埋ちビューワのカメラのズーム位置か6設定値をを更する 

管理者ビューワを起動し、映像でズーム位置を確認しなび5、可視範囲を設定します。 

設定のしかた 

1. [可視節囲制限を適用ずる]にチェックを入れ 
まず 


2. [管理者ビューワ]ボタンをクリックして、管理 く 吊ブレム-」 
をビューワを起動しまず 


3. 管理者ビューワで[コント□ール開始]ボタン 
をクリックして、カメラの制御権を取得しまず 


4. カメラを操作し、望遠•広角を設定したい位置 
に合わせて、各[取込]ボタンをクリックしま 
ず 

取り込まれた可視範囲は可視範囲設定値入カポック 
ス、または可視範囲制限プレビュー枠で確認でさま 
す。 

このとさ、可視範囲設定値入カボックスに数値を入力 
して設定することもできます。 

百.[適用]ボタンをクリックしまず 

ステータス U ストで正し<適用されたことを確認し 
て、[設定情報の保存]ボタンをクリックすると、本 
機に設定値び保存されます。 



カソラ：防ラ1 マ I Vm -■ Canon VB - C 50 F 

口 罰 



管巧をビューワ ... 」_プレビューが 

















可視範囲設定ツール 


可視範囲設定を行ったのち、必ずビューワで可視範囲設定び正しく反映されているか 
S どラかの確認を行ってください。管理をビューワか5確認する場合は 、にュー八一 
の 「特樹か日「可視範囲制限」-「あり」を選択してください卜 P .4-63)。 


m • 可視範囲設定を解除したい場合は、[可視範囲制限を適用する]のチェックをはず 
^ して[適用]ボタン、[設定情報の保存]ボタンをク U ックします。 

♦ [可視範囲制限を適巧する]にチェックを入れた状態で設定値を空欄にすると、最 
大巧視範囲び設定されます。 
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プリセツト設定ツール 


プ U セット設定ツールは、プ U セットや ホー ムポジションの設定を、より視覚的に、容易に巧う 
ことのでさるツールです。マウス操作での設定び行えます。また、指定した時間帯に、複数のプ 
U セットを巡回して監視を巧う「プ U セット巡回」の設定を行うことびできます。 



ビューワに反映 

im" 星 I" 圓 ■—k 化誦山过 
ファイル旧 を子 'フ リセクトの ヘルフ化） 


図 I 図 I 过 wl - i | 「 



^ > B 管理ツ—ル 


4-13 

















プリセット設定ツール 


プリセ 
設定エリア 


プリセツト巡回 
設定エリア—— 
(一 P .4-19) 



⑩ ⑩祗⑩ 

①[設定情報の読み込み]ボタン 

本磯の現在のプ U セットおよびプリセット巡回の設定値を読み込みます。 

感[設定情報の保存]ボタン 

本ツールで設定-適用したプリセットおよびプ U セット巡回の設定値を本機に保存します。 

プリセットおよびプリセット巡回の設定を巧った際は、必ず[設定情報の保存]ボタンで設定 
値を保存してください。 

感[通信の中断]ボタン 

本磯との通信中にこのボタンをク U ックすると、通信を中断します。 

④パノラマプレビュー 

プ1」セット設定値を再現したプ U セットプレビュー枠（黄色）び表示され、ドラッグ操作で枠 
の変形を行い、プ U セツト設定値に反映することげでさます。 


プリセツト設定ツールの表示画面について 


プ U セット設定ツールの表示画面は、「プ U セット設定エ U ア」と「プ U セット巡回設定エリア」 
とに分けられます。「プ U セット設定エリア」では、最大] 0個のプ U セットとホームポジション 
の設定を行います。「プ U セット巡回設定エリア」では、指定した時間帯に複数のプリセットを巡 
回して監視を行う「プ U セット巡回」の設定を巧います。 

ここでは、「プ U セット設定エリア」の表示画面について説明します。 

「プリセット巡回設定エリア」については、 P .4-1 目をご賣ください。 

■プリセット設定エリアの表示画面について 

①③® ® ⑥® 


⑦®感⑩ 
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プリセット設定ツール 


( D プリセット選択ボックス 

設定を行うプリセットまたはホームの選おをします。「ホーム」は、ホームポジションの設定です。 

⑥[映像蓄積のみで使用ずる] 

チェックを入れると映像蓄積でのみプ U セットを使用し、チェックを外すと映像蓄積だけでな 
くビューワか5をプ U セットを使用することびできます。 r プ U セット選択ボックス」で「ホー 
ム」を選択した場合は、本設定はグレーアウト表示（設定不可）になります。 

@プリセットち 

プ U セット名を入力でさます。日本語と半角英数字の名称び設定できます。「プ U セット選択ボッ 
クス」で「ホーム」を選択した場合は、本設定はグレーアウト表示（設定不可）になります。 

( D カメラ選択ボックス 

本機では選択でさません。 

( D カメラパラメータ 

「ズーム」でセットしたいズームの視野角を入力してください。 

♦力^ラアングル 

ズーム . 力^ラのズーム視野角を設定します。 

※本機では、パン位置、チルト位置の設定はでさません。 

♦明るさ 

力^ラの自動露出の目標値を設定します。逆光などで映像が暗くなる場合は、「明るく」を 
選択します。 

⑩[取込]ポタン 

本機で選択されている力^ラの現在の撮影画角を力^ラパラ方ータとして取り込みます。 

⑩[適用]ポタン 

現在のプ U セットおよび巡回スケジュールの設定を本機に適用し、続けて次のプ U セットの設 
定び巧えます。この時点では本機に設定値は保存されません。必ず「設定情報の保存」を巧つ 
て < ださい。 

⑩[プレビュー]ボタン 

力^ラパラメータの設定値をプ U セットプレビュー枠に反映させます。また本機のズーム位置 
びこのプ U セットに切り誓わり、管理者ビューワか5確認できます。 

⑩[管理ちビューワ]ボタン 

管理者ビューワを起動します。 

⑩ ステータスリスト 

本ツールと本機で行われた通信の結果を表示します。 

警告^ッセージは青色、エラー^ッセージは赤色で表示されます。 


回 

お願い 


[適用]ボタンで編集した内容を本機に送信した段階では、編集内容は本機にアクセ 
スしたビューワには反映されません。編集内容を確認した後、必ず[設定情報の保存] 
ボタンで本機に設定を保存してください。 


^ >皇量ツ—ル 
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プリセット設定ツール 


プ II セットを設定する 


プリセットは、カメラパラ^ータに数値を入力するか、次の2種類の方まで設定でをます。お使 
いの環境またはお好みに応じて選択してください。 


■プリセツトプレビユー巧か6設定値を巧更する 

プレビュー枠を利巧して、プ U セットを設定します。 


設定のしかた 


1 . 設定ずるプ U セットをプリセット還択ボックス 
か 6 還択し、「プ U セット名」を入力しまず 

ブ U たット：Iブ U 它ット 1 ▼_! 

17 a 央をまちのみでほ吊する 

プリたットか半ち猫)!芋 > : jPresetl 
ブリ t ットをく日本語）： 1 ブリ t ット 1 


とソレじユーの上1しを术でにフリでツレ 

ビュー枠をドラッグし変おしてプリセットを設 
定しまず 

力方ラパラ方一夕に数値を入力して設定することちで 
さます。 

1 

1 

1 




3. [週用]ボタンをクリックしまず 管理をビュ-ヮ. 

1 ブレビュ- 

i<r 删 T ) 

ステータスリストで正しく適用されたことを確認し ■eJl に、。 1 

— 1 - — n. .1.± +n /1—1 -! —つ ■ " 、 . -! — <_ 1 1 t _1_ —r \ —1— ■■ — * 

し、 L 技疋情報ん>1ホ仔」 m ツソ么ソリツソ9なこ 、 A 

磯に設定値び保存されます。 
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プリセット設定ツール 


■管埋ちビユーワのカメラのズーム位置か6設定値をを更する 

管理者ビューワを起動し、その撮影画角をプリセツトに設定します。 

設定のしかた 


設定ずるプリセットをプリセット選択ボックス 
か6選択し、「プリセット名」を入力しまず 


ブ Ut ット：Iブ U 它ット1 づ 

反巧なまちのみで使用する 
ブリ t ットる < 半巧英な字）；I Pres が 
プリ t ットる旧本語〉：Iブリむ M 


2. 憧理者ビューワ]ボタンをクリックして、管理 
者ビューワを起動します 


■■音理ち巴ュづ —b ブレ El- 」 


3. 管理ちビューワで[コント□-ル開始]ボタン 
をク U ックして、カメラの制御権を取得しまず 


フ？•(ルを）をモが7化‘ ■> ■卜が特包(段ヘルフ牡 


ど —j J | 刘劍创如 


4. カメラを操作し、設定したい位置に合わせて、 
[取込]ボタンをクリックしまず 

取り込まれた値は、プ U セット設定値入カボックス、 
またはプ U セツトプレビュー枠で確認でさます。 
このとき、力;<ラパラ^ータに数値を入力して設定す 
ることをでさます。 


方 ラ： 「カメラ 1 ，1 楷巧： Canon VB-C50Fi 


ズーム；114 82 <1.97 〜 41.26) 

B 月る さ：I 巧宰 こ] _ 巧込」 

_营巧をビューワ ... 」_ブレビュー」__通巧_I 


百.[適用]ボタンをクリックしまず 

ステータス U ストで正し<適用されたことを確認し 
て、「設定情報の保存」ボタンをクリックすると、本 
機に設定値び保存されます。 


首巧#ビュー 9... J プレビューが < 

逆 ，I GU _ 
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卜 設定 ツール 


m • プ U セットは最大]0個まで設定することびできます。 

« ♦プ U セットの設定変更は、接続中のビューワには反映されません。 

♦ プ U セット設定を行ったのち、必ずビューワでプ U セット設定び正しく反映され 
ているかどラかの確認を行ってください。 

♦プリセット設定は一旦設定すると、削除することげできません。設定したプリ 
セットを使用させないよラにするには、[映像蓄積のみで使用する](^ド.4-1已)に 
チェックを入れることで PC 用ビューワでのプ U セツトを利用でさなくすること 
びでをます。 


4-18 




プリセット設定ツール 


I プリセツト巡回設定エリアの表示画面について 


① 


感感 


⑥ 


ブリ它ット f 
ブリかノ H 
ブリ它'ソ K 
ブ化ット S 


巧旧]スケジュール 


I 

I ブリわット I 册! rn ' l 巧巧 

f ： zi 巧卜時巧 I 

樹日 • 


白れブパ r ット泣回：阳巧しない•-，1 


厂ブリたット巧回巧聞を i を定する 


亂封胁 r 

'iVi — 

巧職り r 

: 0:’ づ 


I _^_ I お助速ち口）： 
ブレ曰ュ r I 巧止時聞が)： 


④ 愈 

①巡回スケジュールー覧 

プ U セツト巡回設定をしたプ U セツトの一賣び表示されます。 

感[追加]ポタン 

設定したプ U セツトを巡回スケジュールー覧に追加します。 


(D [上へ]-[下へ]ボタン 

一覧のプ U セットを選択し、[上へ]または[下へ]ボタンをク U ックすると、プ U セット巡 
回の順序を変更します。プリセット巡回は上から順に巧われます。 

④悄 II 除]ポタン 

選択したプ U セットを削除します。 

(D [プレビュー]ポタン 

選択したプ U セット設定値をプ U セットプレビュー枠に反映させます。また、本機のズーム位 
置びこのプリセットに切り誓わ0、管理者ビューワか5確認できます。 

⑥自動プリセット巡回 

プ U セット巡回を行うタイミングを l ^ TF から選おします。 

「使用しない J 

プ U セット巡回は作動しません。 

「ビューワ接続中 J 

Java 用、 PC 用、管理者ビューワのいずれかを接続しているときに、作動します。 

r 剧寺 J 

プ U セット巡回は常に作動します。 

® [プリセット巡回時間を設定ずる] 

チェックを入れると、プリセツト巡回の開始時刻と終了時刻を設定することびできます。 


プリセット巡回について 


すでに設定した複数のプリセツトを巡回して監視を行う、プ U セツト巡回を設定します。 

3章「基本設定をしましょう」の「ベストシヨツトをプリセツトする」でも設定できます（一 P .3- 
11)。 


^ > B 讀ツ—ル 


⑦⑥③⑩ 


( D 移動速度 （ PT ) 

※本機では使用できません。 


次ぺージへ続< 時 
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プリセット設定ツール 


( D 移動速度 （ Z ) 

ズームを行ラ隙の力^ラの速度を]〜8の範囲で設定します。スライドバーを左か5ちへ移 
動すると、数値び大きくな0、速度は速くなります。 

⑩静止時間（秒） 

プ U セツト位置に力^ラび停止する時間を日〜120秒の範囲で日秒単位で設定します。 


^ PC 用または管理ちビューワ等で力方ラ制御び行われているときは、プ U セット巡回 
^は柿れません。 
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プリセット設定ツール 


I プリセット巡回を設定する 


設定のしかた 


「自動プリセット巡回」か5巡回ち法を選択しまず 

「ビューワ接続中」または「常時」を選択してください。 


巧回スケジュール 

ット TlsJsfPT 17^度: Z I辞と時聞I 


自めブりたソト巧回： 
励口 I广プリ12ット畑却奇聞: 


-巧を度.-. 

—目'略.I巧れ逐度 G): 


[? ま巧し化、 J 

ijjns しもい 1 




2. プリセット設定エ U アの「プリセット」か5、巡 
回スケジュールに加えたいプリセットを号を選 
択し、[追加]ボタンをク U ックしまず 

巡回スケジュールー覧にプ U セットび登録されまず。 
最大10個まで登録でをます。 

3. 巡回スケジュールー覧でプ U セットを還択し、 
「移動速度に)」、「静止時間（秒)」のスライド 
パーでさプ U セットのズームの速度と、プリ 
セット位置で静止ずる秒数を設定しまず 

[プレビュー]ボタン(一 P.4-1 日)をクI」ックすると、 
プ IJ セット設定エ1」アに設定値び表示されます。ま 
た、カメラのズーム位置びプ1」セットに切 D 替わ D、 
管理をビューワか5確認でさまず。 

4. プ U セット巡回を行う時間帯を設定ずるには、 
[プリセット巡回時間を設定ずる]にチェックを 
入れ、開始時刻と終了時刻を入力しまず 

開始時刻と終了時刻を同じ時刻に設定ずることはでさ 
ません。 


巧回 スケジ ュール 

こブ U 它ット I 迅 s : PT ] rnszf 画化巧 s て 


巧肋速度 (FT 
おか迸度の： 
討止時間が）： 


口訝リ概ド逃削画離 


問化時刻： 

にみ0ロゴ 

が了時剔： 

い圧邮ゴ 


己.[適用]ボタンをクリックしまず 

ステータスリストで正しく適用されたことを確認して、「設定情報の保を」ボタンをクリック 
すると、本機に設定値び保存されます。 


ホームポジションを巡回スケジュールー覧に追加することはでさません。 
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スケジュール 設定 ツール 


スケジュール設定ツールは、タイマー、動き検知、ナイトモード、列部デバイス入力、外部デバイ 
ス出力のサービスを、指定した曜日または曰時の時間帯に、自動で行ラよラに設定するためのツー 
ルです。スケジュール設定画面のカレンダー上で、時間帯やサービス内容を設定できます。 


1. 通常スケジュールまたは巧定スケジュールを選択し、スケジュールの設定を行いまず 


♦ 通常スケジュール 

曰曜日から±曜曰までの一週間単位で 
スケジュールを設定します。 


• 特定スケジュール 

指定した特定曰一曰の 
スケジュールを設定します。 



参タイ7— 

指定した時間ごとに撮影した静止画像お 
よび音声を本機に蓄積した0、音青再生 
を巧います* (一 P .4-34)。 

♦動を検知 

被写体び動< ことで映像の一部に変化び 
あった場含、映儘蓄積や録音、音声再生* 
などを行います（一 P .4-3 目)。 


♦ナイトモード 

暗闇に対応した撮影を巧います（一 P .4-47)。 

♦外部デバイス入力 

外部デバイスの入力に対する力方ラ動 
作を設定します（一 P .4-49)。 

♦外部デバイス出力 

外部デバイスへの出力時間や繰り返し実 
行間隔などを設定します（一 P .4 -日封。 


音声録音.再生に関する機能は、 V 巨 - C 己日 FSi のみ 


3. 設定を行った5、[設定情報の保を]ボタンをクリックして設定を保巧し、各サービ 
ス設定画面を終了しまず 


4. ずべてのスケジュールを設定した6、スケジュール設定画面の[設定情報の保を] 
ボタンをクリックして設定を保巧し、スケジュール設定ツールを終了しまず 


固 

メモ 


♦ 映像•音声は本機の方モリに蓄積されます。蓄積できるデータ量は、本機の方モ 
U 空き領域によって異なります。多くのデータを蓄積する場含は 、 VBCollector 
(一 P . 目-1 1) をご使巧<ださい。 

♦ ^モリの空を領域と蓄積枚数•蓄積時間は、設定ページの「管理ツール」（一 P .3- 
27) で確認することびでさます。 
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スケジ ュール 設定 ツール 


スケジュール設定には、通常スケジュール設定と特定スケジュール設定の2種類びあり、ツール 
バーの！; TF のボタンは共通の内容となっています。 

これらのボタンを使って、設定情報の読み込み、保を、通信の中断、通常スケジュール (- P .4- 
24) 特定スケジュール （^ P .4-28) の選お、また香サービス設定画面の起動 OP .4-34、4- 
3目、4-47、 4-4 曰、4-已 2) を手5し、ます。 



①③③ ④⑥ ⑥③⑥③⑩ 


①[設定情報の読み込み]ボタン 

本機の現在のスケジュール設定値を読み込みます。 

感[設定情報の保存]ボタン 

本ツールで編集したスケジュール設定値を本機に保をしまず。 

スケジュール設定を巧った際は、必ず「設定情報の保存」ボタンで設定値を保存してくださし、。 
感[通信の中断]ポタン 

本機との通信中にこのボタンをク U ックすると、通信を中断します。 

® [通常スケジュール]ボタン 

通常スケジュール画面を表示します（一 P .4-34)。 

愈[特定スケジュール]ポタン 

特定スケジュール画面を表示します（一 P .4-38)。 

⑥[タイマー設定ツール]ボタン 

タイマー設定ツールを起動します（一 P .4-34)。 

@ [動さ検知設定ツール]ボタン 

動き検知設定ツールを起動します（一 P .4-3 目)。 

(D [ナイトモード設定ツール]ボタン 

ナイトモード設定ツールを起動します（一 P .4-47)。 

(D [が部デバイス入力設定ツール]ボタン 

が部デバイス入力設定ツールを起動します （^ P .4-49)。 

⑩[夕1部デバイス出力設定ツール]ボタン 

外部デバイス出力設定ツールを起動します（一 P .4 -己2)。 



.ー ル設定ツールの表示画面（ツールバー）について 


VB 管理ツ—ル 
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スケジュール設定ツール 


通常スケジュール 

通常スケジュールは、曰曜曰か5±曜曰までの一週間単位でスケジュールを設定します。たとえ 
ば、社内に人びいなくなる週末の時間帯（例：を曜日の18:00から月曜日の09:日 0) を指定し、 
「動さ検知サービス」を設定すると、毎週、指定された時間帯に「動さ検知サービス」び作動し、 
自動的に監視を巧います。 

■通常スケジュール表示画面について 


① ③ 



①スケジュール選択チ王ックボックス 

チェックを入れて、設定したいスケジュール番号を選択します。最大1日個までのスケジュー 
ルを設定することがでさます。 

⑤ スケジュールを 

選択しているスケジュールの名前を表示します。 

感週間カレンダー 

曜日と時間帯別に、設定されたスケジュールを表示します。 

(4) スケジュールトラック 

スケジュールトラックは、スケジュールをカレンダー上にグラフ化したものです。ダブルク 
リックするとサービスや時間帯を設定でき、スケジュール番号によって色別で表示されます。 

⑥ スケジュールトラックの設定の容表示 

カレンダー上でドラッグしたスケジュールトラックの設定内容び表示されます。 


4-24 

















スケジュール設定ツール 


■通常スケジュールを設定する 

設定のしかた 

1. 通常スケジュールを表示した状態で、任意のス 
ケジュール番号を選択しまず 

選択した番号のスケジュールトラックび、週間カレン 
ダーに表示されます。この段階では、スケジュールト 
ラックに正しい時間帯や、サービスが設定されていま 
せん。 


スケジュール番号をちク U ックして「配色の設定」を選おすると、スケジュールト 
ラックの色を変更することびできます。 


2. スケジュールトラックをダブルクリックしまず 

通常スケジュール設定ダイア□グび表示され、スケ 
ジュール内容の設定を行います。 


3. スケジュールを（英語名•日本語名）を入力しまず 

スケジュール名は、各 ] 已艾字まで入力でさます。 

4. [スケジュール]タブを表示させ、スケジュール 
の曜日や時間帯の設定を行いまず 

設定できるスケジュールの時間帯には、次の3種類び 
おります。 

常時： 日曜曰か5±曜日までの全時間帯に対してスケ 
ジュールび有効にな0ます。 

曜日指定： 月曜曰の13:日日か5 乂曜曰の日7:日日ま 
でのように、スケジュールを開始または終了する曜日 
と時刻を設定でさます。開始と終了の曜曰と時刻を入 
力して < ださし、。 

複数曜日指定： 月、水、金曜日の日8:30か517:3日までのように、複数の曜日に巧して同じ 
開始時刻と終了時刻を設定でさます。設定したい曜日と開始-終了時刻を入力してください。 
なお、開始時刻から終了時刻までは24時間1^^(内に制限されます。 


— — 

广冷時お 1 

r 巧日}旨を処 

f ? 巧な鸟日巧定(が 

厂日 17ち r 

’乂 P 水 

厂木 P を 厂± 

祝を留： 「 

ょ d 

|0圧扣 

.巧了の： 厂 

も 

|17：30 



かジュ-ル|卜。| 

广抑3が P 巧日;旨定娜 广巧巧巧日!旨ちを） 

广追 5 F 巧广 ’广 厂：厂 厂 
P 船を)： 

巧了を； 




I月巧曰 
I月巧日 


，]100.00 
，] が加 


■■■OK. ：| 丰でン0レI 



17「1 1 口 21 厂 1 3 1 广已 」 rfs 1 riel 

rm rfioi rim riui 厂巳互 run 


10 _ 1 

|2 _ 1 


6 

Sun 








Mon 

li - 1 









^ > B 讀ツ—ル 
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スケジ ュール 設定 ツール 



メモ 


♦曜日指定で、開始時刻と終了時刻を同じ曜日の同じ時刻に設定すると、終了は翌 
週の同時刻となり、全ての時間帯にスケジュールび適用されます。 

♦複数曜日指定で、開始時刻と終了時刻を同じに設定すると、終了は翌日の同時刻 
となります。 

♦開始•終了時刻に「24:00」を入力すると、「23:已9」と登録されます。 

「24:0日」と設定するには翌日の「日日:0日」と入力してください。 


己.[サービス]タブを表示させ、使用ずるヴービス 
の設定を行いまず 

使用するサービスのチェックボックスにチェックを入 
れ、設定番号を選択します。次に[詳細]ボタンをク 
U ックするとサービス設定ツールび起動し、サービス 
の詳細を設定します。 

設定できるサービスは、次の己種類です。各サービス 
の設定方法および詳しい内容については、参照ぺージ 
をご賣くださし、。 

タイマー： （一 P .4-34) 

動き検知： （一 P .4-3 目） 

ナイトモード： （一 P .4-47) 

外部デバイス入力： （一 P .4-49) 

が部デバイス出力： （一 P .4 -已 2) 



。厂皆體 EE | i 辛ちをみ ] ms . 

巧广れき培な也)：三] 詳も狂.., 

田广ナイトモード<凶)： I お志♦を1 3 詳相 

田化がデバイス入力 

厂入力 1 の： [li を辛ち I ，（ _酷田— 

厂入力 2 化: ^ 詳饰 

姆かがデパイス出力 

广化力1&): 1. S 1 SS 1 こ] im . 

广化力2姐： ] !な正 

厂出力3の：1，-,.お 3 i を神.. 


各 サービスツールの 設定び完了したら、設定を保存して、 サービス 設定 ツールを 終了します。 



♦ 香設定番号には、それぞれ異なった設定を登録でさます。登録可能な設定番号の 
数は、サービスによって異なりまず。 

♦ 香サービス設定画面は、ツールバーの各起動ボタンをク U ックしてち表示するこ 
とびでさます。 

♦スケジュール設定画面の[サービス]タブから各サービスの設定を行ラ場を、 
各ヴービス設定画面において設定番号を変更することはでさません。 
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色.スケジュールトラックの設定が完了した6、 
[0 K ] ボタンをクリックしまず 

複数のスケジュールトラックを設定したい場合は、ス 
ケジュール選択チェックボックスの任意の番号に 
チェックを入れ、同様の設定を行ってください。 



紹を ◎ . [Normal 1 
日本語る(ぶ； pi タス7ジュール1 


叫 


スウジユールサ-む1 

巧 （7 タイ7-遐； 

が口め#巧な屯> 





1記ち吞号1 

つ 

註胡. 

J 

1おミ毎号1 

つ 

詳胡. 

J 

因 P ナイトモード (M): 

1 記ち宙音1 

つ 

詳袖.. 

J 

回サ2げバイス入刀 





17入刀1の： 

1 設定を号1 

つ 

詳谢 

J 

厂入力2(が： 

1 ょ '-’ 

つ 

齡 

J 

贿巧がデバイス出力 





17出力 1(0 )； 

1 巧ち在を1 

つ 

話班... 

J 

广出力2(が： 

1: 、ごボ e- 

つ 

齡 

J 

厂出力3の： 

1 … 1 

つ 

me 

J 




♦ 各設定番号には、それぞれ異なった設定を登録でさます。登録巧能な設定番号の 
数は、サービスによって異なります。 

♦設定を巧ラと、カレンダーのスケジュールトラックに、設定したサービスのアイ 
コンび表示されます。ただし、スケジュールトラックび短いと全てのアイコンび 
表示されない場含びあります。 

サービスごとに表示されるアイコンは]^: TF の通りです。 


巧 [タイマ-] が [動き検知] [ナイトモ-ド] 

\ j ] [外部デバイス入力]^ [外部デバイス出力] 

♦ スケジュールタブで設定した曜日や時間帯は、スケジュールトラックの位置や長 
さに反映されます。スケジュールトラックを直接ドラッグすることで、位置や長 
さを変更することわできます。ただし、スケジュールトラックは最短幅で]日分 
を表し、これより短い場合にわ10分の長さで表示されます。 

♦ 同じ時間帯に同じサービスを設定することはできません。設定すると、重複警告 
乂 ッセージび表示されます。 



V 

B 


管 

理 

ジ 


ル 


7. 全てのスケジュールトラックを設定した S 、 [設定情報の保存]ボタンをクリックし 
て、スケジュールを保存しまず 



通常スケジュールと特定スケジュール（一 P .4-28) び同じ時間帯に設定されている 
場合、特定スケジュールは通常スケジュールに優先して実巧されます。 


通甫スケジュールの設定はお了でず 
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特定スケジュール 


特定スケジュールは、指定した特定曰一曰のスケジュールを設定します。たとえば、祝日のため 
週末し分外に社内げ不在となる場含、この曰付のみを指定し、サービスを設定でを、自動的に監視 
を巧います。 

■巧定スケジュールの表示画面について 


① ⑤ 


③ 


⑥ 





① 登録特定曰選択ボックス 

登録したい特定曰を A 〜 D か5選択します。または、「登録を削除」を選択します。 

② [特定曰一覧]ボタン 

クリックすると特定曰一覧ダイア□グび表示され、各特定曰が登録されている日付を一覧表示 
します。また、曰付の追加、削除、編集、すべて削除を行ラことびでさます。 

感月別カレンダー 

各曰付に登録された特定曰げ表示されます。 

® 特定曰スケジュール 

各特定曰の設定内容び表示されます。特定曰スケジュールは A 〜□か5最大4つまで設定で 
さます。 

⑥サブスケジュールトラック 

サブスケジュールトラックは、スケジュールを特定曰スケジュール上でグラフ化したもので 
す。ダブルクリックするとサービスや時間帯を設定でをます。各特定曰スケジュールで、最大 
4つのサブスケジュールトラックを設定でをます。 

( D サブスケジュールトラックの設定内容表示 

特定曰スケジュール上でドラッグしたサブスケジュールトラックの設定内容が表示されます。 
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スケジュール設定ツール 



2. 使用ずる特定曰スケジュールか6任意のサブスケジュールトラックを選択しまず 

各特定曰スケジュールには、あ5かじめ4つのサブスケジュールトラックび準備され てし、 ま 
す。チェックを入れて選択したサブスケジュールトラックび有効となります。 











1曰に設定でさる特定曰は、一種類のみです。 

1つの特定曰は、最大32曰分設定でさます。 

カレンダーの曰付上で、ちク U ックをしてスケジュールを設定することわできます。 
[特定曰一覧]ボタンをクリックして表示される特定曰一賣ダイア□グ画面か5 
わ、日付の追加-削除-編集-全て削除を行ラことびできます。 


VB 管理ツ—ル 



巧ぺージへ続< 時 
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スケジ ュール 設定 ツール 


3. サブスケジュールトラックをダブルクリックし 
まず 

特定スケジュール設定ダイア□グび表示され、スケ 
ジュール内容の設定を行います。 


4. 特定曰のスケジュールを（英語名-日本語名）を入力しまず 

特定曰のスケジュール名は、各1已艾字まで入力でをます。 

ここで入力するスケジュール名は、特定曰 （ A 〜 D ) のスケジュール名で、サブスケジュール 
名とは異なります。サブスケジュールに名前を設定することはでさません。 



SH る。 | Sreei»l A 


日本 B ち(ぶ ： I 
スだ!ュ-ルIトピス I 
ヴブスヴジユ-ル A -1 
柏は @ lotToT 

お7の. 10600 


0 K i キ * ンのレI 


5. [スケジュール]タブを表示させ、スケジュール 
の開始時間と終了時間を入力しまず 



ヴブスケジュール A -1 


祝さる)： 帕.の 
巧了く E ): 阳加 


m • スケジュールは 日: 0 日〜 24: 日日の 間で入力して< ださい。ただし、 終了時刻は開 
^ 始時刻よりち後の時刻に設定する必要があります。 

♦ 開始時刻に24:日日は入力でさません。 


6. [サービス]タブを表示させ、ヴービス設定を行いまず 

設定できるサービスについては、 P .4-26 を参照してください。 



メモ 


♦ 香サービス設定画面は、ツールバーの各起動ボタンをク U ックしてち表示するこ 
とびでさます。 

♦スケジュール設定画面の[サービス]タブから各サービスの設定を行ラ場含、 
各ヴービス設定画面において設定番号を変更することはでさません。 
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設定を巧ラと、カレンダーのサブスケジュールトラックに、設定したサービスの 
アイコンび表示されます。ただし、サブスケジュールトラックび短いと全てのア 
イコンび表示されない場合びあ0ます。 

サービスごとに表示されるアイコンは]^: TF の通りです。 

巧 [タィマー] ぶ [動さ検知] の [ナイトモード] 

\ j ] [外部デバイス入力]な巧[外部デバイス出力] 

スケジュールタブで設定した曜日や時間帯は、サブスケジュールトラックの位置 
や長さに反映されます。サブスケジュールトラックを直接ドラッグすることで、 
位置や長さを変更することもできます。ただし、サブスケジュールトラックは最 
短幅で1已分を表し、これより短い場合にも1日分の長さで表示されます。 

同じ時間帯に同じサービスを設定することはできません。設定すると、重複警告 
乂 ッセージび表示されます。 

特定曰の情報を他の特定曰にコピーして貼り付けることびでさます。 


例えば、設定を行った特定曰 A の情報を特定日巨にコピーするには、特定曰 A の 
スケジュール内でちク U ックし「特定曰 A のコピー」を選択します。次に、特定 
日巨のスケジュール内で、同様にちク U ックし「特定日巨に貼り付け」を選択し 
ます。 


0 

2 

4 

6 8 

10 

12 

— 







巧ミ日ぃ Special B 

10 た 1416 1b lioll2 


_1_ 将ち日 aa なり巧け(ご） _ 

ミ日ぃ 特走日巧ほ用しない(が_ 


特ち日 B の〕ビ ー を） 

-:;:屯;'; B を:’':'--'.1(の- 
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8. ずべてのスケジュールを設定した6、[設定情報の保を]ボタンをクリックして、ス 
ケジュールを保巧しまず 


m ♦通常スケジュール（一 P .4-24) と特定スケジュールび同じ時間帯に設定されて 
« いる場合、特定スケジュールは通常スケジュールに優先して実行されます。 

♦ 毎年同じ月日に特定曰スケジュールを実行させたいときは、月別カレンダーの曰 
付に登録した特定曰をちクリックし、 r 毎年」を選択します。その場含、カレンダー 
上の特定曰は赤く表示されます。 

♦ ラるラ年の2月2目曰には、「毎年」の設定を巧ラことはでさません。 


巧定スケジュールの設定は終了です 


スケジュール設定を初期化する__ 

設定したスケジュールの初期化を巧います。 

1. 通常/特定スケジュール設定画面で、メニューバーの「編集」か6「通常（特定) 
スケジュールをネ刃期化ずる」を選択しまず 

^通常スケジュールと特定スケジュールを一度に初期化する場合は、^ニューバーの 
^ 「編集」か5「全てのスケジュール設定を初期化する」を選択します。 
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設定したスケジュール内で行われるサービスの設定を行い スケジュール設定画面の[サービス]タブ 
ます。 

各サービス設定画面を起動するには、スケジュール設定画 
面の[サービス]タブで、設定したいサービスにチェック 
を入れ、設定番号を選択して[詳細]ボタンをク U ックし 
ます。 


設定でさるサービスには次の已種類びあります。 

♦ タイマー：指定した時間ごとに撮影した静止画儘および音声を本機に蓄積したり、音声再生を 
行います* (一 P .4-34)。 

♦動を検知：被写体び動くことで映像の一部に変化びあった場合、映像蓄積や録音、音声再生 =•= 
などを巧います（一 P .4-3 目)。 

♦ナイトモード：暗闇に対応した撮影を行います（一 P .4-47)。 

♦外部デバイス入力：外部デバイスの入力に巧するカメラ動作を設定します （-^ P .4-49)。 
♦外部デバイス出力：外部デバイスへの出力時間や繰り返し実行間隔などを設定します (- P .4 - 
已2)。 

* 音声録音.再生に関する機能は、 VB - C 日日 FSi のみ 

• 各サービスの設定を巧った5、[設定情報の保を]ボタンをク U ックして設定を保 
をしてから、設定画面を終了してください。 

♦ ツールバーか5各サービス設定画面を起動することもできます（一 P .4-23)。 そ 
の場合、各サービス設定画面で、設定番号を選おして<ださし、。 



を入れ、設定番号を選択して 
[詳細]ボタンをクリック 



サービス設定を行う 


VB 管理ツ—ル 
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[f 尉号 1 
1♦ホ S 巧 


つ おと田ち巧巧ず5 
。ブラ ffig 


[(Presell) > 

巧 it 届な巧?ろち巧垃 |—〇3» ®~10) • - 

か J 風■巧ザ南8 |~〇3啸占厂^分 Hi 百« 

ロホームボクン S ンへの «iWS よ执ブリ它リト巧回かこする • 

7 B 有 I# こち舌さを舌する • - 

S 苗抗巧音均な |—〇3» ®~10) • - 

S 垣な母百均な ro け。'の> • - 


に舌 gs 再生す5 ♦ 
乾ミる' 
奶胁巧補 a 


r~^ だ 


「 od 分 r 如ゴお 


「品ヨ tl~1CB) • 

23.5 脚） • - 


.—.i 巧ぶクI巧み込かぶ口けし々。 
巧ミ•号3巧を由の巧みとみに脚か-.ずけ， 
巧ミ S 引なミ(由舶まみ ii みに巧巧しましすこ。 


①[設定情報の読み込み]ポタン 

本機の現在のタイマー設定値を読み込みます。 

感[設定情報の保存]ボタン 

本ツールで編集したタイマー設定値を保存します。 

タイマー設定を巧った際は、必ず[設定情報の保存]ボタンで設定値を保存してください。 


タイマー設定ツールについて 


指定した時間ごとに静止画儘と音声を撮影し本機に蓄積する「映儘蓄積機能」と、音声を再生する 
r 音声再生機能」について説明します。 

■ タイマー設定ツールの表巧画面について 

①霞③ 

を，、がツールの A ルフお） 

立 J _ 


⑤ [通信の中断]ボタン 

本機との通信中にこのボタンをク U ックすると、通信を中断します。 

藻設定番号選巧ボックス 

使巧する設定番号を選択しまず。 

⑥ 静止画を取得する 

チェックを入れると、設定した繰り返し間隔で静止画を撮影し、本機への蓄積を行います。 

遺)カメラ位置 

映像蓄積を巧ラ際のアングルを選択します。「指定しない」または「設定済みのプリセット名」から選択して 
<ださい。 

⑦ 静止画取得待ち時間 

カメラ動作の安定を考慮して、ここで設定する時間を待ってから、繰り返し撮影を開始します。最大は10 
秒で、〇〜] 0の整数を入力します。 

( D 繰り返し実行間隔 

映像蓄積を繰り返し行ラ時間の間隔を設定します。最大23時間已日分日日秒まで設定することびで去ます。 
また、繰り返し実行間隔を0砂に設定すると、スケジュール開始時に]回のみ静止画蓄積び行われます。 

( D ホームポジションへの移動および、プリセット巡回を無効にする 

チェックを入れると、映徹蓄積はホームポジションへの移動および、プリセット巡回を行いません。「カメラ 
位置」でプ IJ セットが指定され、かつ繰り返し実行間隔び30砂政上に設定されているとをのみ、チてック 
を入れることびでさます。 

娜蓄積時に音青を録音する （ VB - C 已 OFSi のみ） 

チェックを入れると、設定した時間、音声を録音します。し^下で、蓄積前録音時間、蓄積後録音時間を設定 
して < ださい。 


④⑥⑥⑦⑥③孤⑩⑩⑩⑩嚴 
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⑩ 蓄積前録音時間 （ VB - C 己 OFSi のみ） 

映像蓄積を行ラ前に、設定した時間、音声を録音します。 0' 


]0秒の範囲で設定します。 


⑩蓄積後録音時間 （ VB - C 己 OFSi のみ） 

映像蓄積を行った後に、設定した時間、音声を録音します。0， 


•30 秒の範囲で設定します。 


⑩音青を再生する （ VB - C 己 OFSi のみ） 

チェックを入れると、設定した繰り返し実行間隔で音声を再生します。切下で、再生音名、音量、繰り返し 
実行間隔を設定してください。 

風再生音名.音量 （ VB - C 日 OFSi のみ） 

再生する音声を選択します。登録済みの再生音名から選択します。また、再生する音声の音量を、1〜] 00 
の範囲で入力します。 

敬繰り返し実行間隔 （ VB - C 已 OFSi のみ） 

音声再生を繰り返し行ラ時間の間隔を設定します。最大23時間己9分己9秒まで設定することびでさます。 
また、繰り返し実行間隔を0砂に設定すると、スケジュール開始時に]回のみ音声び再生されます。 


回 

お願い 


♦ 音青を連続して録音する場含は、蓄積前録音時間と蓄積後録音時間の合計げ繰0 
返し実行間隔を超えるように設定します觸音処理を終える前に、次の録音び開始 
されるように設定してください)。連続して録音した音声ファイルは、12日秒ご 
とに分割して作成されます。 

♦ 音声録音の音量、ノイズキャンセラ、ス□ープフィルタは「オーディオサーバ」の 
設定ページ（一 P .3-17) で指定してください。 

♦ 蓄積前録音時間と蓄積後録音時間をどち5わ日秒に設定することはできません。 


■映像蓄積を設定する 

設定のしかた 

1. スケジュール設定ツールで、タイマー設定ツールを起動しまず 

通常/特定スケジュール設定画面の[サービス]タブで、[タイマー]にチェックを入れ、設 
定番号を選択して[詳細]ボタンをク U ックします （-^ P .4-33)。 

2. [静止画を取得ずる]にチェックを入れ、 r カメラ位置」、 r 静止画取得待ち時間」、 r 繰 
り返し実行間隔」、[ホームポジションへの移動および、プリセット巡回を無効にず 
る]、瞎積時に音声を録音ずる]、[蓄積前録音時間]、[蓄積後録音時間]を設定しまず 


3. [設定情報の保巧]ボタンをクリックし設定を保巧してか6、タイマー設定画面を終 
了しまず 

■音青再生を設定する （VB-C 已 OFSi のみ） 

設定のしかた 

1. スケジュール設定ツールで、タイマー設定ツールを起動しまず 

通常/特定スケジュール設定画面の[サービス]タブで、[タイマー]にチェックを入れ、設 
定番号を選択して[詳細]ボタンをク U ックします （-^ P .4-33)。 


^ >皇量ツ—ル 
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2. 「音声を再生ずる」にチてックを入れ、「再生音名」、「音量」、「繰り返し実行間隔」 
を設定しまず 

3. r 設定情報の保を」ボタンをクリックし設定を保巧してか！5、タイマー設定画面を終 
了しまず 



♦ 音青再生用のサンプルファイルは、付属の CD - ROM に収められています。 

♦ 音声ファイルの登録や削除などの設定については「再生音の設定ダイア〇グ」 
P .4 -已目）を参照してください。 


動を巧知設定ツールについて 


被写体び動くことで映像の一部に変化びあった場含、映像蓄積やが部デバイスへの出力、ログの 
記録などを行う「動き検知機能」について説明します。 


回 


本機ご利用上のま意事項 

動き検知機能は高い信頼性び巧め5れる用途には適していません。監視などで常に高 
い信頼性び要巧される用途では、使用しないことをおすすめします。動き検知機能の 
動作の結果生じた事故などについて、キヤノンは一切の責任を負いません。 


■動を巧知設定ツールの表示画面について （ Live モード) 


①③③ 



r 7— パの町 S 巧* n 巧^ 


①[設定情報の読み込み]ポタン 

本機の現在の動さ検知設定値を読み込みます。 

霞[設定情報の保存]ボタン 

本ツールで編集した動を検巧設定値を保存します。 

動舌巧知設定を行った際は、必ず[設定情報の保存]ボタンで設定値を保存してください。 
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⑤ [通信の中断]ボタン 

本機との通信中にこのボタンをクリックすると、通信を中断します。 

® モードタブ （Live • Video ) 

• Live モード 

映徹表示と力><ラ制御を行います。また、表おされた映像の録画を行います。 

• Video モード 

Live モードで録画した映像を再生しなびら、動き検知感度の調整を行ラことびでさます（一 P.4-46)。 

⑥ カメラ選巧ボックス 

カメラを選択します。 

衝ビューヮ 

映傲表示とカメラ制御を、通常のビューワ同様に行います。 

⑦ 動舌巧知領域が 

動さ検知を行ラ範囲を、点線の枠で表示します。ドラッグ操作で枠の変形■移動びでさまず。 

® [録画開始]ボタン 

映傲の録画を開始します。 

感設定番号選択ボックス 

使巧する設定番号を選おします。 

⑩設定タブ（カメラ-領域-映像蓄積-が部出力-音青/追尾） 

•カメラタブ 

フレームレートとプリセット位置を設定します（一 P.4-3 日)。 

•領域タブ 

動をお巧を行ラ領域の選おや、各領域の感度■面積比•継続時間の設定をします （^P.4-40)。 

-映像蓄積タブ 

本機び「検知 ON」 の状態になったとき（曰 N イベント）または「お知日 N」 の状態を終了したとを （OFF 
イベント）に行われる映像蓄積の時間や、音声の録音時間、蓄積間隔の設定をしまず （^P.4-43)。 

-が部出カタブ 

外部デバイスへの出力の設定をします （^P.4-43)。 

-音青/追尾タブ 

音声再生の設定をします (VB-C 日 OFSi のみ)(一 P.4-43) 。 

⑩サーバの動き検知結果を表示ずる 

チェックを入れると、ヴーバの動を検知結果を表示します。設定値び本機で有効かどラか確認でをます 
P.4-44)。 


^ >昼量ツ—ル 
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■動を巧知設定の流れ 

動さ検巧の手順について、政下に概説します。詳細な設定内容については、各参照ページをご覧 
<ださい。 

1. 動き検知ツールを起動しまず 

動さ検知設定画面び表示されます（「動さ検知設定 
ツールの表 W 画面について」（一 P.4-3 目）。 

動き検知の設定は、画面ちの設定タブで巧います。設 
定タブには、[カメラ]、[領域]、[映像蓄積]、[外部 
出力]、[音声/追尾]の曰つのタブびあります。 

V日 -C 已 OR では、[音声/追尾]タブは使巧でをません。 

2. カメラのフレームレートと、検知したいカメラ 
位置を設定しまず（[カメラ]タブー P .4-39) 

3. 検知領域を設定しまず（[領域]タブ^ド.4-40) 

4. どの程度の画像の変化で r 検知〇1\1」となるかの動を検知感度を設定しまず（[領域] 
タブー P .4-40) 

瓦 r 検知 ON 」 となった場合の動作設定を行いまず（[映像蓄積]タブー P .4-42) 

6. お要に応じて、が部デバイスへの出力や音声再生を設定しまず（[が部出力 ]夕づ一 
P .4-43、 [音声/追尾]タブー P .4-43) 

7. 設定を保をしまず 





m • [領域]タブでは、画面左のビューヮ画像を確認しなびら動さ検知度を設定するこ 
^ とびできます。その際の画面表示等については、「『検知日 N』 状態と画面表示に 
ついて」（- ►P.4-4 己）を参照してください。また、 Live モードで録画した画像を 
Video モードで再生しなびら動き検知度の調節も行えます（一 P.4-4 目)。 

♦ 動さ検知機能について 

•解像度、画質、被写体の状況によ0、検知レベルび異なります。実隙に検知を行 
し''、検知レベルを確認してください。 

-動きび速い物体や暗いときは動を検知できない場合びあります。 

•光や風などの影響により画面に変化び生じた場合は、誤って検知する場合びあ0 
ます。 


4-38 






スケジ ュール 設定 ツール 


■動を巧知を設定する 

設定のしかた 

1. スケジュール設定ツールで、動を検知設定ツールを起動しまず 

通常/特定スケジュール設定画面の[サービス]タブで、[動き検巧]にチェックを入れ、設 
定番号を選択して[詳細]ボタンをク U ックします （-^ P .4-33)。 

2. カメラのフレームレートと検知したいカメラ位 
置を設定しまず（[カメラ]タブ） 

力;< ラのフレームレートと力;<ラ位置を設定します。 

力方ラ位置は、 Live モードのビューワで任意の検知 
場所を設定するか、[力;<ラ]タブでプ U セットを選 
択します。 

①フ レームレー トを設定ずる 

チェックを入れると、力ラび映像を撮影するフレーム 
レート値を設定でさます。0.日〜30.0 fps の範囲で入力 
して < ださい。 

霞プリセットを指定する 

チェックを入れると、カメラ位置をプリセットから選択で 
をます。 

ra 「最大 フレームレート （一 P .3-1 目)」 の 設定値び、本 ツールのフレームレートの 設定 
^値よ〇わ大さな値である必要びあります。 


♦ ネットワークの負荷び重い場含は、設定したフレームレートげ得5れない場含び 
おります。 

♦ 遅いフレームレートに設定することで、キヤプチヤした映儘から間引いた映像が、 
動さ検知の対象とな0ます。これにより動さの遅い被写体などでち動さ検知する 
ことびでさます。 

♦ ここで設定したフレームレートは、動さ検知に巧してのみ適用されます。 





巧ぺージへ続< 時 
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① 使用領域 

使巧する動をお知領域の番号にチェックを入れると、検知 
領域枠びビューワ巧に表示されます。最大4つまで検巧領 
域を作成することがでさます。 


力巧巧巧 I W 巧否なIホ g 化?] I音 f /巧足I 
ほ巧沾巧： ppstlj 厂巧巧に] 

r 巧巧り] r 巧な [4] 


試封賊： 


巧 n 


を州] 




rr 


あ径比: psT 

谢ほ時面 a ■ か ： nsj 


3. 動を検知領域を作成しまず（[領域]タブ） 

ビューワ上で動さ検知を行ラ範囲（動さ検知領域）を作成します。動さ検知領域は、最大4つ 
まで作成でき、香領域枠をドラッグして変形-移動させます。変形は枠の四隅四辺の■をド 
ラッ义移動は枠内をドラッグして巧います。また、各領域に個別の動き検知度の設定び巧能 
です。動を検知度の設定方法は、手順4をご覧ください。 


4. 動き検知領域の動を検知度を設定しまず（[領域]タブ） 

動を検知度は、ビューワ上の動さ検知領域枠内の映像に変化び生じた場合、「どの程度変化し 
たら（感度)」、「変化した部分の面積びどのく5いの割含になった5 (面積比)」、「変化の継続 
びどのく 5いの時間に達したら（継続時間)」、本機び「検知日 N 」 状態となり、映像蓄積など 
の設定した動作を実行するか決めるわのです。 

本機では、 Live モードで録画した映像を Video モードで確認しなび5、動き検知度の設定を 
行ラことちできます（一 P .4-4 目）。 

霞 設定領域 

複数の動を検知領域枠を作成した場合、各領域砕に個別の動さ検知度を設定することびでをます。ここ 
では、政下で設定を行いたい領域番号を選択します。 

渾 感度 

動きを検巧する感度を]〜2已已の範囲で設定します。数値を入力するか、スライドバーをドラッグし 
て値を設定します。数値び大をくなるほど高感度でお知を行います。 

(D [自動]ボタン 

感度設定を自動で行います。[自動]ボタンをクリック後の数砂間、本機は動き検知領域内の映债を動き 
のない状態と仮定し、その情報をちとに、力ラを最適な感度に自動設定します。動去のないタイミン 
グを選んで設定を行ってください。 

⑥検知インジケータ 

本機び検巧した動きの面積比を、リアルタイムでグラフ表おします（一 P.4-4 己）。 

( D 面積比 

選択した検知領域粋（青の実線枠）の面積に巧し、本機び変化を検知した領域（ホまたは黄色の矩形で 
表示）の面積の割合び、ここで設定した値を超えたとを、本機は r 検巧曰 N」 の状態となり、設定した 
映憬蓄積などを実行します（ただし、設定した面積比の値を超えてち、「継続時間」で設定した砂数に満 
たない場合は「検知 ON」 の状態にはなりません)。数値を入力するか、スライドバーをドラッグして、 
日〜100%の範囲で設定します。 


①② み⑥⑥ ⑦ 
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⑦継続時間 

動さび面積比切上の状態び継続時間し处上続いたとさに、本機は「お知 ON」 の状態となり、設定した映 
傲蓄積などを実行します。数値を入力するか、スライドバーをドラッグして、〇〜目砂の範囲で設定し 
ます。 


因 

メモ 


♦ ビューワ上の動さ検知領域枠の映像にどんなに変化が生じてち、「感度」びほく設 
定されていては、本機はそれを「動き」とは認識しません。また、感度を上げて 
ち、領域枠における動さのあった部分の r 面積比」や、動をの「継続時間」び設 
定した値に達しないと、本徽ま r 検知日 N 」 の状態にはならず、映像蓄積などの 
設定した動作は実行されません。 

♦ 設定したい動き検知領域枠をビューワ上でク U ックすることによってわ、設定領 
域の選がは可能です。選おされた検知領域枠は、青い実線枠で表示されます。 

♦ 設定領域を r 選おなし」にすると、作成したすべての動さ検知領域の検知結果び、 
各領域粋に表示されます。また、ビューワ上でいずれの動き領域枠にわ当てはま 
5ない領域をク U ックしても、設定領域は「選おなし」になります。 


^ > B 讀ツ—ル 
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本機び「検知日 N 」 の状態になったとを（日 N イベン 
卜）または r 検知日 N 」 の状態を終了したとさ （OFF 
イベント）に行われる映像蓄積の時間や、蓄積間隔の 
設定をします。 

① ON イベント時に映像蓄積する 

チェックを入れると、 r 検知 ON」 の状態になったとき（日 N 
イベント）に、映像蓄積を行います。 


③ OFF イベント時に映像蓄積ずる 

チェックを入れると、本機び「検知 ON」 の状態を終了したとき （OFF イベント）に、映债蓄積を行い 
ます。 

イベント前蓄積時間（秒） 

ON-OFF イベント発生時に、さかのぼって映债蓄積を行ラ場合は、必要な砂数を〇〜] 0砂の範囲で 
入力します。 

イベント前蓄積間隔（秒） 

曰 N • OFF イベント前に映像蓄積を行ラ時間間隔を、 0.1 〜] .0 砂の範囲で設定します。 

イベント後蓄積時間（秒） 

ON-OFF イベント棲に、一定時間継続して映债蓄積を行ラ場含は、必要な砂数を〇〜] 0砂の範囲で 
入力します。 

イベント後蓄積間隔（秒） 

曰 N • OFF イベント棲に映债蓄積を行ラ時間間隔を、 0.1 〜] .0 砂の範囲で設定します。 

(D 蓄積時に音青を録音ずる （VB-C 日 OFSi のみ） 

チェックを入れると、映像蓄積に設定された時間、音声を録音します。イベント前蓄積時間とイベント 
搂蓄積時間をどちらを0砂に設定した場合、音声はイベント前蓄積時間二1砂、イベント後蓄積時間二 □ 
秒で録音されます。 

(D 蓄積時にメール通報ずる 

チェックを入れると、イベントの ON-OFF に連動して蓄積映傲をール送信します。ール送信はイ 
ベント発生直後の]回のみです。 

⑥ ON イベントか5 OFF イベントまでの間映像蓄積する 

チェックを入れると、本機び r 検知 ON」 の状態のとき CON イベント〜 OFF イベントの間）、映像蓄積 
を巧います。 

ON の間の蓄積間隔（秒） 

本機び「お知日 N」 の状態のとき （ON イベント〜 OFF イベントの間）、映傲蓄積を行う時間間隔を、] 
〜 ] 0砂の範囲で設定します。 


m • 各項目の日 N ■ OFF の関係については、「イベント日 N ■ OFF と映像蓄積-音青 
« 録音の関係」（一 P .4 -己 4) を参照してください。 

♦ 送信する方ールの宛先や通信方法については「ネームサーバアドレスやメールな 
どを設定する」（一 P .3-24) を、メール内容の設定については「メール通報内容 
の設定ダイア□グ」（一 P .4 -已已）を参照してください。 


5. 本機が r 検知 ON 」 の場合の映像蓄積設定を行 
し、まず（[映像蓄積]タス 


: S 


: ti タラ I 巧巧 wt * まち I 巧が出力 I 音青/巧是 I 


7 ON イ似 w 
■ OFF イ〇卜 巧る 



r 4- H 巧のの 
I TcT 巧の.1〜1扣 

I ~~83みの--1の 
j 雨ゎ田1-1。） 


かこ昔@5拭直する« 
厂まな均[こ:*—ル a なする ■ 


17 ON イトホ 60FF イペ>卜までの卸み S 否ちする • - 

ON の田の S 巧面 S' I — ~巧3み (1 一の 


を 
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色.本機び r 検知日 N 」 の場合のが部デバイス出力 
設定を行いまず（[外部出力]タブ） 

《この手順の設定は必須ではあ0ません。 

本機び r 検知日 N 」 の状態になったとき（日 N イベン 
卜）または「検知日 N 」 の状態を終了したとき （OFF 
イベント）の、が部デバイスへの出力について設定し 
ます。 


①が部デバイス1〜3に出力ずる 

チェックを入れると、外部デバイス] 


カブラ I 巧巧い巧魚 S 括ホが化力1音声/巧居 I 
P 巧ずデバイス 11— こお巧チる; 《- 


OFF イベント巧化刀時旧. 
厂外ぎデバイス a こ出力する 
■ r こ.'.. ’• 嫩と力巧西. 
广ホがデバイス3に出でする 


I ~ i 


PTH , 


:! 


-3 への出力を巧います。 


感 OFF イベント後出力時間 

が部デバイスへの出力を行ラ際、[検巧曰 FF ] 状態になった棲に、出力を ON にし続ける必要びある場合、 
その時間を〇〜20秒の範囲で設定します。 


7. 本機び「検知 ON 」 の場合の音青再生の設定を 
行いまず ( VB - C 已 OFSi のみ)（障声/追屬夕 
ブ） 

《この手順の設定は必須ではあ0ません。 

本機び r 検知日 N 」 の状態になったとき（日 N イベン 
卜）または「検知日 N 」 の状態を終了したとき （OFF 
イベント）の、音青再生について設定します。 


カメラ I 法巧11♦ホ S 巧 I ホ ss 出力音青/拒是 
音；再ち 

1 口 ン巧をザお • - 

'厂 OFF イベント巧に再生する • - 

再ち亩る： 


音量： 


[alwm 日1 

「扣与(1~100) 


「自のがを- 

I 厂 ON イ A’.H が白的拒尼で邸パ，. 

I 房ス巧足巧な： I ~ r3 1 


① ON イベント時に再生する 

チェックを入れると、「お巧 ON 」 の状態になったとき （ ON イベント）に、音声再生を行います。 

感 OFF イベント時に再生ずる 

チェックを入れると、本機び r 検知日 N 」 の状態を終了したとき （ OFF イベント）に、音声再生を行い 
ます。 

再を音名-音量 ( VB - C 50 FSi のみ） 

再生する音声を選おします。登録済みの再生音名から選択します。また、再生する音帛の音量を、！〜 
100の範囲で入力します。 


固 

メモ 


音声ファイルの登録や削除などの設定については 
P .4-56) を参照してください。 


「再生音の設定ダイア□グ」（一 


次ぺージへ続< I 


^ >皇量ツ—ル 
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8. サーバの動を検知結果を確認しまず 

設定した内容で動さ検知の動作レベルを確認するには、[サーバの動を検知結果を表示する] 
にチェックを入れてください。動き検知結果び L 处下のアイコンで表示されます。 

なお、[サーバの動さ検知結果を表示する]にチ王ックを入れた状態では設定の保存びでさま 
せん。設定の保存をする場合はチェックをはずしてください。 



[検知無効] 

ぶ, 

懒知日 N ] 

JL 

[検知 OFF ] 


wm m プ□キシを経由している場合、プ□キシの負荷によっては映像配信フレームレー 
^ 卜び低下する場含びありますので、設定中はプ□キシを経由しないで接続するこ 

とをおすすめします。 

♦ 動さ検知度の設定は、でさる限0実際の運巧に近い状態で調節•設定することを 
おすすめします。 

♦ 具体的な設定ち法については、 P . 目-8を参照してください。 


m • 本ツールの「検知日 N (ピークブ n ック表示)」と「サーバの動き検知結果」の表 
^ 示、および本機での実際の動さ検知状態は、完全に一致しない場合びあ0ます。 
♦ [サーバの動を検知結果を表示する]びチェックされている間は、外部デバイスへ 
の出力、□グ出力や映像蓄積は行われません。 

♦ 動き検知機能は連続したフレームの画儘を比較することで検知を行いますので、 
映像品質 （^ P .3-7) び低い場含には微ルな変化を検知しにくくなります。 

♦ 本機の動さ検知機能有効時は本機の処理負荷び高いため、無効時に比べ、映像配 
信フレームレートび低下する場合びあります。 


9. [設定情報の保存]ボタンをクリックし設定を保巧してか！5、動を検知設定画面を終 
了しまず 


動を巧知の設定は傍了でず 
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P r 巧知 ONJ 状態と画面表示について 



本機び動き検知を行っている領域枠は、 
ビューワ上に青い実線枠で表示されます。 

設定した感度で本機び動きを検知している領 
域は、動を検知領域枠内に黄色またはホし、矩 
おで表示されます。 

黄色い矩お: 本機は動きを検知したが、恼 
積比」または「継続時間」が設定値に達し 
ないため、「検知日 N 」 の状態にはない場含 
赤いおお： 本機は動きを検知し、かつ「面 
積比」および r 継続時間」が設定値に達し、 
「検知日 N 」 の状態にある場合 


1 

巧度： 1 2 日 0 — 1 - 

256 


自め ¢1 1 y ( 

广 

0 

100 

0 

地病時間 ㈱： fTo —- 

5 


映像に変化があった場合、インジケータ内に 
は、「面積比」で設定した値び織棒で表示され 
ます。インジケータの色表示には、政下の2 
とお0びあ0ます。 

緑色： 本機が検知した動きの面積が「面積 
比」に達していない場合 
黄色： 本機が検知した動きの面積が「面積 
比」に達した場合 


(動き面積比） 

設定觀上 …… Jlii 

設定値未満-1時臣 

インジケータを；緑 I 

検知結果’検知 OFF 


「面積比」、「継続時間」ともに条件を満たし、 
本機が「検知日 N 」 の状態となり、映像蓄積 
などの設定した動作を実行している場合、赤 
色のピークプ□ックび表示されます。どの程 
度の動きに巧してピークブ□ックび表示され 
るかを実際に確認しながら動を検知度を設定 
します。 


ピークブ□ック表示（ホ） 
検知 ON 


お知 OFF 


動さび面積比政上の状態び継続時間し: LL 続いたとさに、「検知日 N 」 の状態にな0、ピーク 
ブ□ックび表示されます。ピークブ□ックび表示される「検知日 N 」 の状態で、設定した面 
積比未満になってち、継続時間だけ「検知日 N 」 の状態を維持します。 
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因 

メモ 


録画した画像を確認しなが5、動き巧知度を設定する 


本機び「検知日 N 」 となる動さ検知度を設定するには、ビューヮで実際の動作を確認しなび 
5、設定値を調節することび有効です。本機では、モードタブの Live モード（一 P .4-37) 
で録画した映像を、 Video モードで確認しなび5動を検知度の設定びでさるため 、方巧 
の前で実隙の動作を繰0返し巧ラ必要びあ0ません。 

1. メニューバーの r ツール」か6 r 録画オプション設定」を選択ずると録画オプ 
シヨン設定ダイア□グび表示されまず 
録画オプション設定ダイア□グ 


をス録函時間(凹)： I 1卵 3 巧お〇〜 300)1 

t ルコタイマーち)： 「 0叶（巧の〜如)卜 


n キャン tz ル J 


-① 

-霞 


①最大録画時間 

最大録画時間を設定します。巨 0- 


• 300砂の間で設定します。 


霞セルフタイマー 

[録画開始]ボタンをク U ックしてから、録画を開始するまでの時間を設定します。0- 
設定します。 


•30 秒の間で 


2. カメラ位置を合わせ、 Live モードの[録画開始]ボタンをクリックしまず 

ビューワに表示されている映像の録画び開始されます。カメラの前で動作を巧ラなどし 
て、動さ検知度の調整に必要な映像を録画します。 

録画を停止するには、[録画停止]ボタンをク U ックします 


3. Video モードで映像を確認しなび6、[領 
域]タブで動き検知度の調整を行いまず 

①映像リスト 

録画した映傲の一覧を表示します。 

霞[削除]ボタン 

映像 U ストで選択した映傲を削除します。 

感コント□—ルボタン 

左から、「先頭へ移動」、「卷さ戻し」、「再生」、「早をり」、0 
「末尾へ移動」を行います。[ループ再生]にチェックを 
入れると、映债を繰り返し再生します。 



緑函オプション試疋 
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①[設定情報の読み込み]ボタン 

本機の現在のナイトモード設定値を読み込みます。 

霞[設定情報の保存]ボタン 

本ツールで編集したナイトモード設定値を保をします。 

ナイトモード設定を行った際は、必ず[設定情報の保存]ボタンで設定値を保存してください。 

盛[通信の中断]ボタン 

本機との通信中にこのボタンをクリックすると、通信を中断します。 

® 設定番号選択ボックス 

使巧する設定番号を選おします。 

⑥ ホタ1■線カットフィルタを解除ずる 

チェックを入れると、力ラの赤外線カットフィルタび列れ、ホが線による撮影を行います。この場合、画 
傲は白黒になります。 

衝ホが線ライトを ON にずる 

※本機では使用で去ません。 

⑦ ス□—シャッターにずる 

チェックを入れると、カメラのシャッタースピードを選択でさます。 


ナイトモード設定ツールについて 

暗闇に対応した撮影が可能な「ナイトモード機能」について説明します。 

■ナイトモード設定ツールの表示画面について 


づィ J い!サ护のヘルツが 

句呂 j 叫 


口己 「Xl 


ナ仆モード設ミ： 


ロホ外棟カットつィ j レさを醉除する •- 
广制備ラィ-が砸:’ 

厂スローンヤツさ一にする： 


I わ 


!疆書器!證談識謀漂苗亂 I ; 


•^ VBAdmin ナイトモード設定ツール-192.168 .100.1 


g ⑥⑥⑦ 


獲 I 
獲 I 
①— 


^ >层量ツ—ル 
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■ナイトモードを設定する 

設定のしかた 

1. スケジュール設定ツールで、ナイトモード設定ツールを起動しまず 

通常/特定スケジュール設定画面の[サービス]タブで、[ナイトモード]にチェックを入れ、 
設定番号を選択して[詳細]ボタンをクリックします（一 P .4-33)。 またはツールバーの[ナ 
イトモード設定ツール]ボタンをク U ックして起動しまず。 

ツールバーか5起動した場含、ナイトモード設定画面の設定番号選択ボックスから設定番号を 
選択してください。 

2. 必要に応じて[赤外線カットフィルタを解除ずる]、[ス□—シャッターにずる]に適 
宜チェックを入れまず 

3. [設定情報の保存]ボタンをクリックし設定をお巧してか S 、 ナイトモード設定画面 
を終了しまず 


n m 「ス□ーシャッターにする」を選択した場を、露出はマニュアルとな D 、 絞りとゲ 
M インは最大になります。 

使用環境や被写体に合わせ、シャッタースピードを変更し明るさを調整してくだ 
さい。 

♦ シャツ タースピードを]/30秒より遅いスピードに設定した場合、オートフ オー 
カスは無効となります。 



♦ナイトモードでは、オートフオーカスでピントび合いにくくなつたり、ピントび 
合っていないよラに見える場合びあります。 

♦ 「赤外線カットフィルタを解除する」にチェックを入れると、「カメラと映儘」（一 
P .3-8) で選択したフ オーカ スモードの「自動（ドーム対応)」および「無限遠に 
固定」は無効になります。 
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が部テパイス入力設定ツールについて 


マルチタ ー S ナル（一 P .1-11) に接続した外部デバイス（センサなど）か5の信号び本機に入 
力された際、映像蓄積を行ラ「外部デバイス入力機能」について説明します。 

■か部デパイス入力設定ツールの表示画面について 

①霞渾 


①[設定情報の読み込み]ボタン 

本機の現在のが部デバイス入力設定値を読み込みます。 

霞[設定情報の保存]ボタン 

本ツールで編集したが部デバイス入力設定値を保をします。 

外部デバイス入力設定を行った晩ま、必ず[設定情報の保存]ボタンで設定値を保存してください。 

CD [通信の中断]ボタン 

本機との通信中にこのボタンをク U ックすると、通信を中断します。 

® 入力を設定 

r が部デバイス入力1〜2」を選択して、「が部デバイス入力名」を入力します。が部デバイス入力名（半角 
英数字）は必ず入力してください。外部デバイス入力名（日本語）び無指定の場含は、外部デバイス入力名 
(半角英数き）び用いられます。を]已文字まで入力でさます。曰 S によって日本語の入カボックスに入力で 
をる文字数は異なります。 

⑥ 設定番号選択ボックス 

使用する設定番号を選おします。 

愈カメラ位置 

映像蓄積を行う際の力 ラ位置を選択します。「指定しなしりまたは r 設定済みのプ U セット名」から選択します。 

⑦ ON イベント時に蓄積ずる 

チェックを入れると、外部デバイスか5 ON 入力びあったときに、映像蓄積を行います。 


^ >皇量ツ—ル 


④ ⑥⑥@@@孤⑩驳⑩⑩⑩趣 
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(D OFF イベント時に蓄積する 

チェックを入れるとが部デバイスからの入力び曰 FF になったときに、映傲蓄積を行います。 

( D イベント前蓄積時間-蓄積間隔 

ON や OFF のイベント発生励こ、さかのぼって映像蓄積を行う場合は、必要な砂数を〇〜10抄の範囲で入 
力します。その際、映像蓄積を行ラ時間間隔を、 0.1 〜].□秒の範囲で入力しまず。 

娜 イベント後蓄積時間-蓄積間隔 

ON や OFF のイベント渡に、フォ□一して映像蓄積を行う場合は、必要な砂数を〇〜10秒の範囲で入力し 
ます。その際、映像蓄積を行ラ時間間隔を、 0.1 〜 1.0 秒の範囲で入力しまず。 

⑩ 蓄積時に音青を録音する ( VB-C 已 OFSi のみ） 

チェックを入れると、映傲蓄積に設定された時間、音声を録音します。イベント前蓄積時間とイベント後蓄 
積時間をどちらも0秒に設定した場合、音声はイベント前蓄積時間二]秒、イベント後蓄積時間二0秒で録 
音されます。 

避蓄積時にメール通報する 

蓄積映像をメール送信する場合はチェックをします。 

遞 再生音名-音量 ( VB - C 50 FSi のみ） 

再生する音声を選択します。登録済みの再生音名から選択します。また、再生する音声の音量を、1〜] 00 
の範囲で入力します。 

⑩ ON イベント時に再生ずる ( VB-C 日 OFSi のみ） 

チェックを入れると、外部デバイスから ON 入力びあったと去に、音声再生を行いまず。 

通) OFF イベント時に再生する ( VB-C 已 OFSi のみ） 

チェックを入れると、外部デバイスからの入力び OFF になったとさに、音声再生を行います。 

瓣列部デバイス1〜3 - OFF イベントを（秒） 

OFF イベント時に、列部デバイスに出力を行う場合はチェックします。その際、出力を行う時間を〇〜30 
秒の範囲で入力します。 

■巧部デバイス入力を設定する 

設定のしかた 

1. スケジュール設定ツールで、夕1•部デバイス入力設定ツールを起動しまず 

通常/特定スケジュール設定画面の[ヴービス]タブで、[外部デバイス入力]の[入力 1] 
または[入力 2] にチェックを入れ、設定番号を選択して[詳細]ボタンをク U ックします 
(- P .4-33) o またはツールバーの[外部デバイス入力設定ツール]ボタンをクリックして起 
動します。 

ツールバーから起動した場合、外部デバイス入力設定画面で、外部デバイス入力名と設定番号 
を選択してください。 

2. 映像蓄積の動作設定を行いまず 

[日 N イベント時に蓄積する]または[日 FF イベント時に蓄積する]にチェックを入れ、力;< 
ラ位置を選択します。 

また、イベント日 N •日 FF の前後に映像蓄積を巧う場をは、必要な秒数と、時間間隔を入力 
します。 

[蓄積時に音青を録音する]にチェックを入れると、映像蓄積に設定された時間、音声び録音 
されます。 

[蓄積時に;< ー ル通報する]にチェックを入れると、イベント発生時の蓄積映像を^—ルで送 
信できます。^ール送信はイベント発生直後の1回のみです。 
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4. が部デバイス出力の動作設定を行いまず 

[か部デバイス]に出力する]〜[外部デバイス3に出力する]にチェックを入れ、「日 FF イ 
ベント媛出力」を設定します。 

己.[設定情報の保巧]ボタンをクリックし設定を保巧してか！5、外部デバイス入力設定 
画面を終了しまず 


3. 音声再生の動作設定を行いまず 

[日 N イベント時に再生する]または[日 FF イベント時に再生する]にチェックを入れ、再生 
音名と音量を選択します。 




VB 管理ツ—ル 
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マルチターミナル （^ p .1-11) に接続したが部デバイスへの出力設定について説明します。 

■か部デバイス出力設定ツールの表示画面について 


①⑤③ 






もよ I 兰 I 


ホがデバイス出力設定： 

化力る i さ定’ f ? t •がデバイス化力， - 

か SP デバイス出力る(半ちおがす〉 • I - (1 日です"の） 

か SP デバイス出力る(日本語〉 • I (1 日ですりの) 

防 : |i を 定ま号1 3 • - 

厂かがデバイスへ出力する*- 

出力均巧： 「 od 時間 「 [’d 好 「 ！’d 枚の0化 00— 23胡59)«- 

.巧* Jif し実け面 5§: I ―時間 I ― 9 1 L ’一 I 蚊伽:の加- 23 胡 59)* - 


①[設定情報の読み込み]ポタン 

本機の現在のが部デバイス出力設定値を読み込みます。 

霞[設定情報の保存]ボタン 

本ツールで編集した外部デバイス出力設定値を保存します。 

外部デバイス出力設定を行った際は、必ず[設定情報の保存]ボタンで設定値を保巧してください。 

(D [通信の中断]ボタン 

本機との通信中にこのボタンをク U ックすると、通信を中断できます。 

渾出力を設定 

「が部デバイス出力]〜3」を選択して、 r が部デバイス出力名」を入力します。外部デバイス出力名（半角 
英数字）は必ず入力してください。が部デバイス出力名（曰本語）び無指定の場含は、列部デバイス出力名 
(半角英数字）び巧いられます。各]曰文字まで入力でさます。 OS によって日本語の入カボックスに入力で 
をる文字数は異なります。 

⑥ 設定番号選択ボックス 

使巧する設定番号を選択します。 

遺）[外部デバイスへ出力ずる] 

選択したが部デバイス先へ出力を行います。 

⑦ 出力時間 

選択したが部デバイス先へ出力する時間の長さを設定します。最大23時間目9分日日秒まで設定すること 
びでをます。 

( D 繰り返し実行間隔 

出力を実行する時間間隔を設定します。最大23時間已日分已日砂まで設定することびできます。また、繰 
り返し実行間隔を日秒に設定すると、スケジュール開始時に1回のみ出力び行われます。 


外部テバイス出力設定ツールについて 


④還遺な@ 
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■か部デパイス出力を設定する 

設定のしかた 

1. スケジュール設定ツールで、夕'^部デバイス出力設定ツールを起動しまず 

通常/特定スケジュール設定画面の[サービス]タブで、[外部デバイス出力]の[出力！〜 
3] にチェックを入れ、設定番号を選択して[詳細]をク U ックします （-^ P .4-33)。 また 
はツールバーの[外部デバイス出力設定ツール]をク U ックして起動します。 

ツールバーか5起動した場を、外部デバイス出力設定画面で、外部デバイス出力名と設定番号 
を選択してください。 

2. [が部デバイスへ出力ず别にチェックを入れ、「出力時間」と r 繰り返し実行間隔」 
を設定しまず 


3. [設定情報の保巧]ボタンをクリックし設定を保巧してか！5、外部デバイス出力設定 
画面を終了しまず 
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イベント ON，OFF と映像蓄積-音声録音の関係 

※音声録音は、 VB - C 已 OFSi のみの機能です。 


ON 

OFF 


1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 1 

II 

1 1 

II 

5~~ A 

B 

C 

D 


動き検知と外部デバイス入力による映像蓄積-音声録音は、イベント日 N •日 FF のタイミン 
グを基準とするの方法 （ A 〜 D ) びあ0ます。 



A : ON イベントのイベント前蓄積 

映像： 0.1〜 1.0 秒間隔で〇〜] 0秒 
音青：〇〜10秒 


巨： ON イベントのイベント後蓄積 

映像： 0. 1〜1 .0 秒間隔で〇〜1日秒 
音芦： 〇〜1曰砂 




C : OFF イベントのイベント前蓄積 

映像： 0. 1〜1 .0 秒間隔で日〜] 0秒 
音声：〇〜]0秒 


D : OFF イベントのイベント後蓄積 

映像： 0. 1〜1 .0 秒間隔で〇〜10秒 
音声： 〇〜1曰砂 


♦ Ate はイベント前蓄積時間、日と D はイベント後蓄積時間で制御されます。 

♦動き検知設定で r 日 N イベントか5 OFF イベントまでの間映像蓄積する」にチェック 
を入れると、イベントが曰 N になっている間（目と C の間）にも映像蓄積を行ラことび 
できます（一 P .4-42)。 

♦「蓄積時に音声を録音する」にチェックを入れると、映像蓄積の設定と同じ時間、音芦 
を録音することができます ( VB - C 巳日 FSi のみ)（一 P .4-4 到。 
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スヶジュール設定ッール 


固 

メモ 


メール通報内容の設定ダイア□グ 

映像蓄積を行ったとさ、蓄積した映像や情報をメールで送信することびできます。 

ールの送信に関する設定は、方ール通報内容の設定ダイア□グで行います。 

動を検知設定画面またはか部デバイス入力設定画面で;< ニューバーの「ツール」か5 
「；<ール通知内容の設定」を選おすると、ダイア□グび表示されます。 


1192.168 .100.1 1 

'値1 

ツ-ルの〜け做 


タール巧排内容の記を(の... 

巧を音の i 淀(さ'. 

緑画オプション設おか.. 






1 


こ] 



-① 

-③ 


-③ 


①通報種別 

通報内容を「テキストのみ」または「テキストと蓄積映像」から選択します。 

霞表題 

方ールを信時の表題を入力します(半角英数字)。 

( D 本で 

メールを信時の本文（テキスト）を入力します。テキストにはし以下の「％文字」によるパラメー 
夕記述び可能です。 


%n 

撮影理由（番号） 

1(接点入力 1) 12 (接点入力 2) 1129 (動さ検知） 

%N 

撮影理由（文字列） 

r 外部デバイス入力名（半ち英数字)」 



(省略時は External Device Input 1/の | Motion Detection 

%X 

画像の幅 

横ち向の画素数 

%Y 

画像の高さ 

縦ち向の画素数 

%Q 

画質 

1日〜1日日 

%C 

カメラ番号 

1〜2 

o/oD 

カメラ名 

「カメラ名（半角英数字)」の設定値 

%之 

ズーム位置 

0.1〜300 

%V 

カメラサーバ 

V 巨 - C 已 Oi 

%y 

撮影時刻の年 

2000〜2白38 

%m 

撮影時刻の月 

1〜12 

%d 

撮影時刻の曰 

1〜31 

o/ow 

撮影時刻の週曰 

日〜6 (曰曙〜±曙に対応） 

o/oH 

撮影時刻の時 

00〜23 

%M 

撮影時刻の分 

00〜已9 

%S 

撮影時刻の秒 

00〜已9 

%z 

撮影時刻のタイムゾーン 

-12 日日〜+1吕日日 

%a 

撮影時刻の週曰名 

Sun 1 Mon | Tue | Wed | Thu | Fri 1 Sat 

%b 

撮影時刻の月名 

Jan 1 Feb | Mar | Apr | May | Jun | Jul | Aug | Sep | Oct | Nov | Dec 

%t 

タブ 


%q 

"’1 (二重引用符） 


%% 

皆。’ 



《•未定義の文字については、％び削除されます。 

《•％ t 、% q . %%を除いて、同じ行に同じパラメータを複数用いることはできません 
(2 個目しソ降は％を含めて無視)。 


^ >皇量ツ—ル 
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スケジュール 設定 ツール 


◎ 再生音の設定ダイア□グ （ VB - C 50 FSi のみ） 

メモ 

音声再生を行う場含、再生する音声ファイルを登録する必要びあります。音声ファイルの登 
録や削除の設定は、再生音の設定ダイア n グで行います。 

タイマー設定画面、動さ検知設定画面、が部デバイス入力設定画面でメニューバーの「ツー 
ル」か5「再生音の設定」を選択すると、ダイア□グび表示されます。 



1. 再生音の設定ダイア□グの「再生音の一覧」か5、「未登録」の項目を選択し 
て[編集]ボタンをクリックしまず 

2. 再生音の編集ダイア□グび表示されるので、[参照]ボタンをクリックして、設 
定したい再生音を選択しまず 

C；¥Documents and SettingsMAII Users* をを?—'.. I 
alarmOl 

I 掛言 （ キ枚セル I 

3. 「再生音名」を入力して[送<言]ボタンをクリックしまず 

再生音の設定ダイア□グで「閉じる」ボタンをクリックして、ダイア n グを閉じます。 
•設定でさる音声ファイルは、再生時間が] 20砂まででファイル形式び 「. wav 」 または r.auj 
( y - law 、 PCM 8 ビット。サンプ U ング周波数800日 Hz 、 モノラル）のみです。 

•上記じ(がのフォーマット形式の音芦ファイルをご利用の隙は、フォーマット変換が必要になり 
ます。変換方法はホームページをご賣ください。 

製品紹介ぺージ： canon . jp/webview 

•登録済みの音声を削除するには、 r 再生音の一幫」から削除したい再生音を選択し、梢 y 除]ボタン 
をク U ックします。 
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□グビューワ 


] クフアイルをタウン□-ドする 


ダウジロードのしかた 


VBAdmin 起動パネルか5、□グビューワを起 
動すると、自動のに最新の□グファイルを取得 
し、表。しまず 

新たに□グファイルの一賣を取得するには、^ニュー 
バーの「ファイル」 から 「ダウン□ー ド」を選択しま 
す。 


ファイルの坦ま(日 

まおの 

ウン□-ドの)... 

。||+6つ 

ドん(の... 

Ctrl+O 

巧巧(な.. 

か1+5 

が TM 1 


System settings up。 か d 

LS/H 毎け2.168 .13,57 closed 

LS/H 毎192.168.口. 57 1733 frames/1； 


一賣の取得び完了すると、□グファイルの一覧をダイ 
ア□グ表示します。閱賣したい□グファイルを選お 
し、[ダウン □- ド]ボタンをク U ックすると、選択 
した n グファイルをダウン n — ドします。 


nUBM。 画 


n グビューワは、□グファイルをダウン□ー ドし、本機の動作状況の閲覧や管理を行うためのツー 
ルです。これにより不正アクセスの監視、障害への対処などび巧えます。 




フ W ルのの兵示化 

ヘルプ(の 

_ LBIS _ 



因 

メモ 


□グビューワは□グの開覧を巧ラ機能のみで、□グの削除はできません。 

□グの保存は、；<ニューバーの「ファイル」 から 「保存」を選択します。テキス 
卜あ式で保をでさます。 


因 

メモ 


ダウン□ー ド実行中に、ダイア□グの[中断]をク U ックすると、ダウン□ー ドを中 
止します。 




VB 管理ツ—ル 






III Hi 


w 化が化化化が化化化化化 
111111111111 


WMWWW 柳柳 wwwww - 

白可 B6 白田与口白 0 立 
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□グビューワ 


ログを閲覧する 

□グには政下の内容び表示されます。 

•コード 

エラーコードび表示されます。エラーコードは「□グ方ッセージー賣」（一 P .7-4) を参照して 
<ださし、。 

エラーコードととちに、そのレベルに応じた4種類のアイコンび表示されます。 

I ；情報レベル] 

回 [警告レベル] 

♦日時 

□グの発生曰時び表示されます。 

♦メッセージ 

□グの^ッセージが表示されます。 

■ログをファイルに巧巧/巧巧したファイルを開く 

表示されている□グをファイルに保存したり、政前に保をした□グファイルを閲覧することびできます。 

巧巧のしかた 

メニューバーの「ファイル」か6「保を」を選択し 
まず 

閲質のしかた 

メニューバーの「ファイル」か5「開く」を選び、 

閲覧したい□グファイルを選択しまず 

■ログのコピーや巧索 

表示されている□グのコピーや検索びできます。 

コピー のしかた 

コピーしたい□グをクリックで選択し、 メニュー 
バーの「編集」 けら 「コピー」を選択しまず 


巧索のしかた 

メニューバーの「編集」か6「検索」を選択し、検索 
ずる文字列を入力して[検索]ボタンをクリックし 
まず 
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乃イル(己届実のをモ(りヘルフ出）_ 

ヴウシ □— ド Ctrl+D ブ‘; vf- ジ 

System settings updated 

巧间 ... Ctrl+Sl^ LS；H(511 92.168 .13.57 closed 

LS/H 留192.16日.口. 57 口 33 Frames /15101693 









ログビューワ 


■ 条件でログを選別して表示する 

エラーの種別、コード、日時でフィルタリングし、必要な情報だけを表示させることびできます。 

設定のしかた 

1. メニューバーの「表示」か6「フイルタ」を選 
択しまず 


1 一 VBAdmin Log Viewer 

ファイル(日 

お集の 

コード 

1円時 

国扣05 

04/0210 

か012 

04/0210 

国 A016 

04/0210 


フィルタの… Ctri+F 
おのファイル(り Ctrl+P 
みのファイル触 arl+N 
再综みをみ似。 




エラ-柱則广巧乱な1 

C 巧則を宿定する 


厂エラー 厂アブリヴーシ a ン 

厂音吿 厂 HTTPtf - バ 

r I恒扣 厂システム 

厂ドラ-ぃ、- 


厂 


厂巧お日時そち定する： 
厂が7百 I ミ巧巧を寸， 


_みン邮 


2. フィルタダイア□グが表示されまず 

な下の条件を設定して [0 K ] ボタンをクリック 
ずると、設定した条件に合致ずる□グのみ表示 
されまず 

フィルタ U ングしない場合は[キャンセル]ポタンを 
クリックします。 

エラー 種別 

エラーの種別でフィルタリングする場合は[種別を指定する]または[コードを指定する]に 
チェックを入れます。また、しない場合は[指定しない]にチェックを入れます。 

♦種別を指定ずる 
□グのレベルを指定 

[エラー][警告][情報]のエラーレベルで、表示させるレベルにチェックを入れます。 

□グを出力したモジュールを指定 

[アプリケーション] [ HTTP サーバ][システム][ドライバ]の、モジュールで、表示さ 
せる出力元モジュールにチェックを入れます。 

♦コードを指定ずる 

□グのエラーコードを指定します。入力された艾字と比較して、該当するエラーコードの □ 
グのみを表示します。たとえば、 [ AOJ と入力した場合、コードの先頭び [ AOJ の□グを 
表のします。 

[日剧 

♦開始日時を指定ずる 

チェックを入れ、日時を入力すると、指定された日時！;(降に発生した n グび表示されます。 

♦終了日時を指定ずる 

チェックを入れ、曰時を入力すると、指定された曰時 W 前に発生した n グび表示されます。 


因 

メモ 


♦本機では、[ドライバ]に関する□グメッセージはありません。 

♦ [アプリケーション][システム]は□グメッセージー覧（一 P .7-4) に対応して 
います。 

♦ [アプリケーション]:アプリケーション関連の□グ方ッセージ（一 P .7-4) 
WebView 、 映像蓄積などアプ U ケーションに関する□グ^ッセージです。 

♦ [システム]:システム関連の n グ方ッセージ（一 P .7-8) 

システムに関する n グ^ッセージです。 


^ > B 讀ツ—ル 
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管理者ビユーワ 


管理者ビューワは、本機の管理をする機能を持ったビューワです。力方ラ制御権の独占、外部デ 
バイスや動き検知の操作など、 PC 用ビューワや Java 巧ビューワにはない特権的な機能びありま 
す。可視範囲やプ U セットを設定する隙に使用します。 

管理をビューワの特権 

♦ サービス時間!;^外でち接続でさます（一 P .3-1 4)。 

♦ 接続時間び無制限となります。 

♦ カメラ制御権の独占、他のビューワの保持制御権およ 
び獲得要求を無効化します。 

♦ 可視範囲設定を無効化します。 

♦外部デバイスや動さ検知を操作します。 

♦ 外部デバイス入力や動を検知を通知します 
(一 P .4 -日1)。 

♦ダイア□グやクリックによる力^ラ操作び行えます 
(一 P .4 -色3、 P .4 -色4)。 

♦ カメラ固有機能の設定びできます。 

♦接続び切断された場含に、自動再接続を巧う設定びできまず （-^ P .4 -目8)。 

♦終了時に露出とフオーカス設定を初期値に戻す設定ができます（一 P .4 -目 S )。 

[コント ロール 開始]ボタン- 

クリックずると、カメラ制御権を取得しまず。 



wm 管理をの特権について 

S 管理者ビューワは、 PC 用ビューワや」 ava 用ビューワと比べて特権を有ずるため、 
l ^ TF の点に留意してご使用ください。 

•接続時間び無制限ですので、開覧び終わった際には、終了してくださし、。 

• 力方ラ制御権を獲得すると、強制的に獲得し続けます。閱覧が終わった際には、必 
ず終了するか、制御権ボタンを再度ク U ックして、制御権を解放してください。 
•管理ちビューワで可視範囲外に力方ラを操作すると、同時に接続している PC 用 
ビューワや Java 用ビューワにを可視範囲がの映像び表示されます。設定時にはご 
ま意 < ださい。 

•音声を受信する際には、「音声に関するミ主意事項」 (-^ p . m ) をよくお読みください 
(V 日 -C 曰 OFSi のみ)。 


m 管理者ビューワの操作•設定のをくは PC 用ビューワと共通していますので、基本的 
»な力方ラコント□ールなどについては、ここでは割愛いたします。本節では、管理を 
ビューワに特有な機能•操作についてのみ解説いたします。ビューワソフトウェアの 
使用説明書は付属の CD - ROM にあります （ Viewer - J . p が)。 


4-60 







管理者ビューワ 


管埋さビューワを起動する 

起動のしかた 

1. VBAdmin 起動パネルか6憎理ちビューワ]をクリック、またはデスクトップの 
「管理者ビューワ」アイコンをダブルクリックして起動しまず 

Admin Livescope ウィンドウび表示されたら、方ニューバーの「ファイル」 から 「接続」を 
選択すると、接続先サーバの指定ダイア n グげ表示されます。 

♦ホスト名（本機に設定した IP アドレスー P.3 -目） 

♦ユーヴ名 （root) ♦パスワード（一 P.3 -巳） 

上記の項目を入力して [OK] ボタンをク U ックすると映像び表示されます。 

外部デバイスと動を巧知の操作_ 

■ か部デ/ V イス入力と動き巧知のが態変化の通知設定 

外部デバイス入力と動を検知の状態に変化び生じた隙に、方ッセージを表示でさます。 

設定のしかた 

1. メニューバーの「表示」か S r 環境設定」を選 
択しまず 


2. 環境設定ダイア□グび表示されるので、[映像表 
示]タブをクリックしまず 

[外部デバイス入力と動き検知の通知;<ッセージを表 
示する]にチェックび入つているのを確認して[日 K] ボ 
タンをク U ックします。 


が部デノ（イス入力や動さ検知の状態に変化げ生じた隙 
に、_><ッ セージび 表示されます。 





外部デバイス入力と動さ検知の通知メッセージは、管理者ビューワが「全画面表示」や 
情ル化」されている場合、通常の表示に戻った楼、表示されます。また外部デバイス入 
力&動き検知ダイア□グが表示されている状態では、この^ッセージは表示されません。 
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.理ちビューワ 


■外部デバイス入力と動き巧知の巧態の表示と巧を 

外部デバイス入力と動き検巧の状態を表示させ、必要に応じて□グとして保をすることびできます。 

設定のしかた 

1. メニューバーの「特権」か6「外部デバイス入 
力」を還択しまず 


2. 外部デバイス入力&動を検知ダイア □ グび表示 
されまず 

外部デノ（イス入力と動さ検巧の状態と、□グび表おさ 
れます。 

この内容を□グとして保存するには、[巧を]ボタン 
をク U ツクして、な存先とファイル名を指定します。 
表示された内容をクI」アするには[ク U ア]ボタンを 
ク1」ツクします。 

ダイア□グ表示を終了するには[閉じる]ボタンをク 
U ックします。 


■巧部デバイス出力の操作 

外部デバイス出力の ON'OFF 状態を切り替えることびできます。 

設定のしかた 

1. [コント□-ル開始]ボタンをクリックしてカメ 
ラ制御権を取得し、メニューパーの「特権」か 
ら r 外部デバイス出力」を選択します 
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管理者ビュ■-ワ 


管理ちビユーワでは、 PC 巧ビユーワや Java 巧ビユーワにないカメラ操作ちまを利用することび 
でさます。 

■拡張カメラ操作 

ダイア□グから、ボタンを押すと操作が開始され放すと停止するズーム操作およびフォーカスや 
スピードの設定び巧能です。 


操作•設定のしかた 

1. ツールバーのけ広張カメラ操作]ボタンをク 
U ックしまず 

2. 拡張カメラ操作ボックスび表示されまず 


ファイルのま示がプリたゥトの特宿が〜口(が 

站国)埋@创技 I I 


① [パン•チルト/ホーム]ボタン . I I AF/MF 4 _ ③ 

※本機では使用できません。 い:壬！ 4^ 之 

( D [ AF / M 円ボタン ^ , _► I ^ 

才ートフ オー カスとマニュアル フオー カスを切り替えるダ *1 [お函 - (4) 

イア□グを表示します。 I - II -1 

才ート： 自動焦点です。 - 

オート （ ドーム対応）： ドーム八ウジングを使用している場合、壁面に焦点が合わないよラにする自動 
焦点です。 

無限遠固定： 無限遠にフ オー カスを固定したままにでさます。 

※ナイトモード（一 P .4-47、 P .4-6 已）を設定すると、オート（ドーム対応）および無限遠固定は使 
用でをな < なります。 

マニュアル： [遠][近]のボタンを巧し続けることで、フオーカスを調整でをまず。 

(D [スピード]ボタン 

カメラ動作スピードを切り替えるダイア□グを表示します。 

ズームスピード： カメラのズーム速度を[速い][遅い]から選べます。 

※本機では、パン/チルトスピードとフオーカススピードの設定はできません。 

(D [ズーム]ボタン 

ブームイン-ズームアウトを行います。押し続けると動作し、放すと停止します。 




可視趙囲制おのち効/無効_ 

可視範囲設定を無効にして、カメラコント□ールを巧うか、設定をち効にずるかを還巧できまず。 

設定のしかた 

1. メニューバーの r 特権」か6 r 可視範囲制限」で、 

「あり」または「なし」を選択します 

カメラ操作 



VB 管理ツ—ル 
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理ちビューワ 


■ 画面ク U ツクによるカメラ操作 

ビューワ上でク U ックしたままにすると操作び開始され放すと停止するズーム操作げ巧能です。 


操作•設定のしかた 



2. 環境設定ダイア□グが表示されるので、[カメラ 
制御]タブをクリックしまず 

[ VB 1 已日!;^降接続時は矢印力ーソルの方向に力六ラ 
操作]にチェックを入れて [ OK ] ボタンをクリック 
します。 


3. 「プ□パティを反映して接続しなおしまず」とメッセージが表示された S 、 [はい]を 
クリックし、[コント□ール開始]ボタンをクリックしてカメラ制御権を取得しまず 

ビューワ上にマウスカーソルをのせると、中央ちではマイナスアイコン、中央左ではプラスア 
イコンに変化します。ク U ックしたまま巧し続けると、ズーム操作び巧能です。 

《VK- 已4使巧時は 「VK-64 と操作を合わせる」にチェックを入れることをおすすめします。 



rVK - 目4と揉作をあわせる」にチェックを入れた場合 
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管理者ビュ _ ワ 


操作•設定のしかた 

1. ツールバーの[カメラ固有機能]ボタンをク 
リックしまず 


2. カメラ固有機能ダイア□グび表示されまず 

①露出 

[自動露出]と[マニュアル露出]から選択します。 

感自動露出 

ち隣の4 つの ボタンび有効になります。4 つの ボタンは左 
から r 逆光補正 OFF」、 「逆光補正弱」、「逆光補正中」、「逆 
光補正強」を表しており、補正び強くなるほど明るくなり 
ます。ボタンをク U ックすると、対応する逆光補正操作び 
実行されます。 


③マニュアル露出 

「絞り固赴、 r シャッタースピード固定」、「ゲイン固定」を 
設定することびできます。 

絞り固定 

スライダを左に動かすほど絞りが絞られ、映傲は暗くなります。一ち、ちに動かすほど絞りび開かれ、 
映像は明るくなります。 

シャッタースピード固定 

シャッタースピードを指定します。速いシャッタースピード （1/12 己、]/2已〇など）を指定すると、 
映像は暗くなります。一ち、遅いシャッタースピード（1/1、1/2など）を指定すると、明るくなりま 
す。 

ダイン固定 

スライドバーを左に動かすほどゲイン（明るさに対する感度）び低くなり、映像は暗くなります。一方、 
ちに動かすほどゲインび高くなり、映像は巧るくなります。 


④デジタル}広大 

デジタルズームを使用して、映傲を拡大することびでをます。デジタル拡大を利用すると他のビューワ 
に送信される画债わ拡大されます。 

※マニュアル露出をしくはナイトモードを設定すると、使用でさなくなります。 

※デジタルズームは、倍率び高くなるに従い画費は低下します。 

⑥暗視機能 

ナイトモードを設定することびできます。 

ナイトモード 

チェックを入れると、本機の赤外線カットフィルタびがれ、赤外線画债を見ることびできます。その際、 
画像び白黒になります。 

※ナイトモードを設定すると、才ート（ドーム対応）および無限遠固定 （^P.4-63) は無効になります。 



カメラ固有機能 

露出操作やデジタルズーム、ナイトモードの設定など、力方ラの固有機能を設定します。 



ファイルの表示がブリ它ットの特巧(段ヘルプお) 


站彈悼喔 SUI r 3 


^ >皇量ツ—ル 

①霞感 震霞 
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管理者ビューワ 


音青の送受信 （ VB - C 50 FSi のみ) 


本磯では、管理を側のパソ]ンと、力;ラ側のマルチターミナルに取り付けたマイクやスピーカーを通 
じて、音声の送受信を巧うことびできます。ここでは、管理ち側の音声送受信について設定を行いまず。 


■音声をを信する 


管理者び本機へ音声を送信する際の設定を行います。 


操作•設定のしかた 


1. ツールバーの [マイク設定]ボタンをクリック 
しまず 


方ルのちモ M ブ化ゥトの巧巧©ヘルブけ _ 

の过过な|创お I ぶ01 ~3 


2. マイク設定ダイア□グび表示されまず 

①[マイク]ボタン 

ク U ツクすると、管理着側のマイクが ON になり、音声を 
送信することびできます。もラー度ク U ツクすると、マイ 
クは曰 FF になり、送信を停止しまず。 


夕 




'タト 


7イクポタン SifT と ■ ち声の巧(重$。担します。 


17 7イク度用均をち>5两をする(己） 


① 

⑥ 


•が拓 

P issfi 反をほてネソトワーク(就 a ミ5坑する⑩ 

巧デ方ルトの田坦巧を任用す5の） 
r な ios 度ち手巧で巧宝する(!^ 

- J 


③ 


マイク使用時も音声を再生する 

チェックを入れると、[マイク]ボタンび日 N の間にも、受信した音声を再生します。このとき、スピーカー 
の再生音がマイクから取り込まれて聞をにくい罵合は、チェックをはずしておくことをおすすめします。 


( D 音量スライダ 

マイク入力の音量を調整します。 


( D 無音判定を利用してネットワーク使用量を節約ずる 

チェックを入れると、音声び無音になったとを、音声データの送信を一時的に停止します。これにより 
使巧するネットワーク帯域を減らすことびでをます。 


デフオルトの巧知感度を使巧する：デフオルトの感度で動作します。 

検知感度を手動で設定ずる：スライダを動かしてお知感度を設定します。左に動かすと検知感度びお 
くなり、よりルさな音でないと無音と判定しなくなります。ちに動かすとお知感度び高くなり、より 
大きな音でち無音と判定するよラになります。 


回 


音声の送信を行うには、 Windows 上のマイク設定を行ってください。 



♦政下の場をでは、[マイク設定]ボタンは表示されません。 

•オーディオサーバ設定 （-^P.3-18) で「音声受信」を「使用する」に設定して 
いない場合。 

•環境設定ダイアログの[起動時設定]タブで、[音声データを送受信する]に 
チェックび入っていない場合。 

.音青をサポートしていない力^ラサーバに接続した場合。 

♦ ビューワを最ル化すると、[マイク]ボタンび日 N でも音声送信を一時停止します。 
♦ [マイク]ボタンを日 N にしたまま、他のアプリケーションをアクティブにすると、 
タスクバーアイコンび点滅します。 
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管理者ビューワ 


■受信した音青を再生する （VB-C 已 OFSi のみ） 

本機か5の音声を管理をび受信-再生する際の設定を巧います。 

操作•設定のしかた 

1. ツールバーの[オーディオ 設定]ボタンをク 
リックしまず 


2. オーディオ設定ダイア□グが表示されまず 
①音青 データを 再生する 

チェックを入れると、カメラ側に取り付けられたマイクか 
らの音声を再生することびでをます。 

霞音量スライダ 

スピーカーの 音量を調整します。 

(D ミュート 

チェックび入っていると、音量びオフになります。 


|7«，デ—巧巧する抱 ( 


ぶ 



フ7•(ル旧5示がプリむ卜の巧巧お W け 


W：j Jll ゴ岐怕 I お|@/|| Zi 


固 

メモ 


♦政下の場をでは、[オーディオ設定]ボタンは表示されません。 

•オーディオサーバ設定 （-^P.3-17) で「音声送信」を「使用する」に設定して 
いない場合。 

•環境設定ダイア□グの[起動時設定]タブで、[音声データを送受信する]に 
チェックび入っていない場合。 

.音青をサポートしていない力^ラサーバに接続した場合。 

♦ ビューワを最小化すると、音声再生を一時停止します。 

♦ 音声を再生する際には、「音声に関するミち意事項」（^ド.111)をよくお読みください。 


シエード補正 


背景び明るくて被写体び見にくい場合に、暗い部分のコントラストを変化させて被写体を見やす 
くすることびでさます。逆光補正とは異なり、明るい部分の補正を抑えるにめ背景の白巧びを P 方 
ぐことびでさます。 


操作-設定のしかた 

ツー ルバーの「シエード補正」ボタンをクリツ 
クしまず 


たつ'ルがる示 W 7化かの巧な抵 W け处 

ど I ill 过帖 1^ — 


2. シてード補正ダイア□グび表示されまず 

①シェード補正 

チェックを入れると、シェード補正を行いまず。 

感シェード補正スライダ 

シェード補正の強弱を調整します。 



昼 


VB 管理ツ—ル 
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管理ちビューワ 


自動再接続機能 


自動ち接続機能を ON にしておくことで、本機との接続中にネットワークトラブルや本機の再起 
動などによって接続び切断された場合に、自動的に再接続します。再接続に失敗した場合は、30 
秒後にちび接続を試みます。また切断時に音声接続していた場合には、音亩接続ち自動再接続し 
まず。 


操作-設定のしかた 

1. メニューバーの「表示」か6「環境設定」を還 
択します 



2. 環境設定ダイア□グが表示されるので、[接続設 
定]タブをクリックしまず 


「自動再接続設赴の度動的に再接続する]をチエック 
し、 [ OK ] ボタンをク U ックします。 


括巧巧ち I が 5»阳りモ I 
VBAdmir 居 Ifr f ネ)レた夕!の居 * b 
怯巧 

I 17 * 声テ ー S ちち*なする(巧 

,白れ再店ち离壬 

I P 写祖こ S 巧な巧松 


終了時に露出とフオーカス設定を初期値に戻す 


力方ラ固有機能(一 P .4 -目己)のマニュアル露出および拡張カメラ操作(一 P .4 -目 3) のマニュアル 
フォーカスの操作を行い、管理者ビューワを終了した際に、露出とフォーカス設定を初期値(自動 
露出/オートフォーカス)に戻すように設定できます。次回起動したときに、露出とフォーカス設 
定は初期値になります。 

操作•設定のしかた 

1. メニューバーの「表示」か6「環境設定」を選択しまず 

2. 環境設定ダイア□グが表示されるので、[カメラ 
制御]タブをクリックしまず 

「終了時設定」の[終了時に露出とフォーカス設定を初 
期値に戻す]をチェックし、 [0 K ] ボタンをクリックしま 
す。 


3. 「プ□パティを反映して接続しなおしまず」と 
メッセージび表示された5、[はい]をクリックし 
まず 


露出設定は、力六ラ制御権を解放すると初期値に戻ります。 
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映像配信用ホームページを 
作成しましよ5 

この章では本機を利用した映像配信のしかたを説明します。 

ホームページ上に動画や静止画を表おさせたり、複数画像を表おさせ 
るなどさまざまなち法で映像を配信でさます。 



映像配信用ホームぺージについて 


本機を設置して情報配信を行ラためには、専用のホームページを作成することになります。本機 
で利巧できるビユーワは 「Java 用ビユーワ（カメラ制御機能あり/なし)」と 「PC 用ビユー引 
びあり、それぞれ細かなパラ;<一夕の設定びできるよラになっています。情報発信をはどのよう 
なビューワをサポートするかを決めて、それに対応したページを作成する必要びあります。 



①において映儘要求に対応するリンクを選択した場合に、 ® で Web サーバから本機の IP アドレ 
ス情報を含んだファイルび送5れます。 Java 用ビューワを利用する場合には®の要斯こ対して本 
磯か5ビューワ PC にアプレツトびダウン□ー ドされ、映像び配信されます。 


■映像酌信用ホームぺージの例（本お巧商ぺージ) 



上記ページは本機に内蔵されています。下記か5アクセスできます。 
http:// 192.168 .100.1/ 
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* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際には本機へ設定した IP アドレスを入力してください（一 P.3-6)。 





映像配信用ホームぺージについて 


回 

お願い 


本機には Web サーバが内蔵されています。映像配信用ホームページのコンテンツを 
本機内蔵のフラッシュメモ U に書き込んでおけば、本機1台で Web を使ったホーム 
ページ配信と映像配信び巧能です。ホームページのデータの保を方法は P.5-8 を参 
照してください。 


因 

メモ 


ブラウヴの言語設定を利用すれば、多言語に対応した Web の作成び可能です。たと 
えば、国内向けのトップページを mdex - ja . html 、 海が向けの英語ページを 
mdex.html とし、 http :// ] 92. 1 68. 1 日日.1 /sample/ というようにスラッシュで 
区切った URL をューヴに案内しておけば、アクセスしてきたブラウヴの言語設定に 
応じて、適したファイルをサーバび発信します。言語設定機能の詳細についてはブラ 
ウヴのヘルプをご覧ください。 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際には本機へ設定した IP アドレスを入力してください 
(一 P.3 -日)。 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 
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ビューワについて 


ビューワは、 Java 用ビューワと PC 用ビューワの2種類びあります。 

ビューワの詳しい説明は、「ビューワソフトウェアについて」卜 P ぶ- 13) または CD-R 日 M に収 
められている「ビューワソフトウェア使用説明書」 （Viewer-J.p が）をご賣ください。 

Java 用ビューワ_ 

」ava 用ビューワには「映像表示」「力方ラ制御」機能を持つ 「LiveApplet」 と「映像表示」機能 
だけを持つ TGIimpse」 びあります。両ビューワとも転送プ □ トコルには WebView-HTTP を使 
用しているので、特別な設定を行わずにファイアウオールを通過することびできます。 

LiveApplet Glimpse 



*Java 用ビューワを使巧するには、事前に Java 
VM びインストールされている必要があ0ま 
す。詳細はホームページをご確認ください。 
製品紹介ホームぺージ： canon.jp/webview 
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ビューワについて 


PC 用ビューワ 


PC 用ビューワには「映像表示」「力^ラ制御」機能げあります。転送プ n トコルは WebView- 
HTTP L が W こ WebView-TCP (独自)をサポートしています。 



映像表示機能 
力 ラ制御機能 


*PC 用ビューワのインス!ルは、同框Iの C□- 
R 日 M にある rVBToolsInstalI.exeJ か5巧つ 
てください（一 P.2-1 巧。 



ビューワの使用説明書は同框Iの CD-ROM にあります （Viewer-J.pdf)。 








サンプルページを見る 


本機には、あ5かじめ映像配信巧のサンプルぺージが準備されており、下記のち法で見ることび 
でさます。ホームページ作成の際の参考にしてください。 

閲質のしかた 


1. Web ブラウザを起動し、下記の URL を入力しまず 
http:/ パ 92.1 68.100.1 /sample/ 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください（一 P .3-6)。 


2. む下のページび表示され、それぞれ閲覧したい 
サンプルページをクリックしまず 


■サンプルぺージの例 




J 


Network Camera VB-C50FI/VB-C50FSi 
サンプルべージ 


HS めピュー 3' ノコトウ i7SH 用し tBSS 尼べージ H 




プラウプの «iS の用し t 田ぺ-ヴ M 



JavaApplet サンスレ1 



ライブ映憬を表示し、カメラ制御を行ラことびで 
きる Live 冉邮 let のサンプルぺージです。 


JavaScript を使った静止画要ホぺージ 



ライブ静止画像を表示するサンプルページです。 



JavaApplet サンプル2 


LiveApplet と Glimpse を組み含ねせたサンプル 
ページです。 
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Java 用ビューワをほ用して映像を配信する 


ここでは 」ava 用ビューワを使巧した映像提供の方法や応巧例を説明します。 

Java 用ビューワをほ用したホームページの作が方法_ 

Java 巧ビューワを使用するとを、提供するホームページ内に使用するビューワのアプレットを組 
み込まなければな0ません。しかし、特に難しいことはあ0ません。通常のアプレットを組み込 
むように HTML を記述するだけで作成できます。 

LiveApplet 

〈applet codebase="http:// 192.168.100.1 /-wvdoc-01-/LiveApplet/" 
code="LiveApplet.class" archive="UveApplet.zip" 
width 二 4 已〇 hei 呂 ht 二 380 > 

<param name=url value="http://l 92.168.1 00 .1 /■■> 

<param name=cabbase value="UveApplet.cab"> 

<param name=controlle し style value="no_pantilt"> 

</app!et> 

Glimpse 

〈applet codebase 二 " http://l 92.168.100.1 /-wvdoc-01-/Glimpse/" 
code="Glimpse.class" archive="Glimpse.zip" 
width=l60 hei 呂 ht=1 吕〇 > 

<param name=url value="http://l 92.168.1 00 .1 /■■> 

<param name=cabbase value="Glimpse.cab"> 

</applet> 

アプレットの属性はく applet〉...</applet> タグの間に記述します。 

アプレットのパラ^ータは <param> タグを使用して記述します。 

《下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください（一 P .3-6)。 
※本機の LiveApplet を使巧する場含には、必ずし U 下のパラメータを指定してください。 

<param name=controjier style value="no pantilt "〉 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


ホームページのデータを巧 巧す る 


本機にはフラッシュ^モリげ搭載されており、ホームページのデータび保存できます。データの 
保存は、 FTP によるファイル転送で巧います。データは/ usr/html/local の下にファイルとして 
置いておさます。 


デバイス 

ファイルシステム （FTP クライアントでアクセスする場合） 

URL (Web ブラウザでアクセスする場合） 

オンボード 
フラッシュ^モ1」 

ftp : //IP アドレス/ usr/html/local 

http://IP アドレス/ local/ 


n ♦オンボードファイルシステムの空き領域び少なくなると、書き込み性能び低下す 
« ることびあります。オンボードファイルシステムには、必要最小限のファイルだ 

け置くようにしてください（一 P.3-27)。 

♦ 「工場出荷時に戻す」（一 P.3-28、7-19) を実行すると、保存したデータは消 
去されます。事前にデータのバックアップを取ってから実行してください。 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


ここでは」 ava 用ビューワを使巧したホームページの作成例を説明しています。 

ここで記載する作成例を応用して才 U ジナ U ティあふれるページを作成してください。 

■ Java 用ビューワをお0込み、日本語表示を別フレームに表示する 

1フレームの設定 


巧イルのの R モ M »泌の闲に入口 W W け H ) 


新をアルタ前の映像です 

◄ — 



2日本語表示を別 フレーム 
に表示 


3 Java 用ビユーワを貼り 
込んだフレーム 



固 

メモ 


IP アドレスの記述ち法について 

本機に内蔵されている Web サーノ（の機能により、本機の Web ヴーノ くげ利用する3 
種類のファイル （ html 、 wvh 、 wvp ) の記述において、 IP アドレスを 
< _LP_A_D_D_R_ > (全て大艾字、く >も含む)、またはく _W_E_B_S_E_R_V_ 
E_R_> (ただし html のみ対応、全て大文字、く >も含む）と記述することび可能 
です。 

く _LP_A_D_D_R_>、<_W_E_B_S_E_R_V_E_R_> はアクセス時に実際の IP ア 
ドレスに置き換え5れるので、本機の IP アドレスを変更した場をでち Web ページを 
変更する必要びありません。また、 Web ページのグ□ーバルアドレス指定により、 
NAT に対応することび可能です（一 P. 已 -2 目）。 


Java 用ビューワを使用したホームページの作が例 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


1 sample.htm 

<html> 

<head> 

<tltle>SampleSite LiveApplet</title> 
</head> 

<frameset 「 ows='./0，*"> 

<frame src="header.htm"> 

<frame src="lvappl.htm"> 
</frameset> 

</html> 


2 header.htm 

<html> 

<head> 

<title>LiveApplet comment</title> 

</head> 

<body> 

<center><hl > 新宿アルタ前の映像でず </h 1 ></center> 

</body> 

</html> 

3 lvappl.htm 

<html> 

<head> 

<title>LiveApplet</title> 

</head> 

<body> 

〈applet codebase="http://<_W_E_B_S_E_R_V_E_R_>/-wvdoc-01 -/LiveApplet/" 
code="LiveApplet.class" archive="LiveApplet.zip" 
width 二 4 已〇 hei 旨 ht 二 380> 

<param name=cabbase value="LiveApplet.cab"> 

く param name 二 uri value 二 " http://<_W_E_B—S_E_R_V_E_R_>/"> 

<param name=controller_style value="no_pantilt"> 

</applet> 

</body> 

</html> 


5-10 








Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


■ Glimpse と LiveApplet を組み合わせて使用する 

ダウン□-ドび速い Glimpse を使用しておレートでライブ映像を表示して、興 D 未がある映儘げ表 
示されたときに LiveApplet を使用して高レートで力;< ラを操作しながら見ることびできるホ~ 
ムページを作成します。 




乃イ想集赵まモ(のもをじ入り曲ツ-ルのヘルプ姑 


Java 用ピューワ 「 Glimpse 」 のサンブル 


サンブル aa へ 



1 Glimpse をページに 
貼り込む 


アブい卜 Glimpse started 


I I 4 イン-ネ，卜 


ボタンをクリックずると、 
LiveApplet を含むぺージ 
が表示をれる 



2ポップアップされる LiveApplet 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


1 旨 limps.htm 

<html> 

<head> 

<script Ian 呂 uage="JavaScnpt"> 

<!— 

function clicked (btn) { 
url=btn.name 

window. 日 pen (url ， "LiveApplet","width=4 目 0,hei 邑 ht 二 40 0") 

I 

// -> 

</script> 

<title>Glimpse</title> 

</head> 

<body> 

ぐ tabl 巨 > 

<form name="form"> 

<tr><td><center> 

〈applet codebase="http://<_W_E_B_S_E„R_V_E_R_>/-wvdoc-01 -/Glimpse/" 
code="Glimpse.class" archive="Glimpse.zip" 
width 二 160 hei 邑 ht 二 1 吕〇 > 

<param name=cabbase value="Glimpse.cab"> 

<param name 二 url value="http://<_W_E_B_S_E_R_V_E_R_>/"> 

</applet> 

</center></td></tr> 

<tr><td><center> 

<input type="Button" name="popup.htm" value="click me" 
onClick="clicked (this)"> 

</center></td></tr> 

</form> 

</table> 

</body> 

</html> 

2 popup.htm 

<html> 

<head> 

<title>LiveApplet</title> 

</head> 

<body> 

<center> 

〈applet codebase 二 " http://<_W—E_B—S_E—R_\/_E_R—>/-wvdoc-01-/LiveApplet/" 
code= ■■し iveApplet.class" a 「 chive=" し iveApplet.zip" 
width 二 4 已〇 hei 邑 ht 二 380> 

<param name=cabbase value="UveApplet.cab"> 

<param name 二 url value="http://<_W_E_B—S_E—R—V_E_R—>/■■> 

<param name=controller_style value="no_pantilt"> 

</applet> 

</cente「> 

</body> 

</html> 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


■カメラ制御をプリセットに制!®した rUveAppletJ を提供する 

力;<ラ制御 GUI を表示せず、プ U セツトのみ表示するホームページを作成します。 


ファイルの療集(已をモ(りわ寅に入り曲ツ-ルのヘルフ【の 


-inl x | 



つ 




〈applet ...省略... width =3 吕〇 hei 旨 ht 二吕 40> 

<param name = contr 日 lie し style value =" prese し only "> 

①力方ラ制御のユーヴインタフェースを指定する。 
"no_pantilt’’ =通常のスタイル 
"prese し only" =プリセット操作のみ表示 
none =表示しない 


① 


■起動時の画面と切断時の画面を変更する 

起動時と切断時の画面を画像ファイル （JPEG 画像または GIF 形式の画儘）に変更することびでを 
ます。 


■設定なしの場を 

起動時の画面 


now connecting 


[♦] 


画 




心 


切断時の画面 



映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


<param name=open_image value=Vlocal/images/opening.jpg"> 
<param name=open_image_time value="300o"> 

<param name=close_image value='7local/images/closin 呂 jpg"> 


■任意の画面の 場 さ 

起動時の画面（例） 切断時の画面（例) 



特に設定しない場含は、起動時に [connecting to hostnamej ( hostname パラ;<—夕指 
定時）または 「now connecting 」 のアニ;<—ションび表示され、切断時に 「disconnected 
hostnamej ( hostname パラ^—夕指定時）または rdisconnectedj び表示される設定に 
なっています。 

起動画面用、切断画面用の画像を巧意し、パラメータで指定することで任意の画面に変更ずる 
ことびできます。画像の大きさは video _ wicith パラ; <- 夕で指定されたサイズに自動的にリヴ 
イズされます。また、起動時の指定画面の提示時間を指定でをます。 


①起動時のイ^ージ画面のファイル名を指定する。 

® 起動時のイ^ージ画面の表示時間を指定する（単位 ms : 1/1日日日秒)。 
(3) 切断時のイ><ージ画面のファイル名を指定する。 


回 

お願い 


表おする画像ファイルのパスは、絶対パス名 （ 7で始まる名前）で指定してくださ 
い （一 P . 己-8)。 


因 

メモ 


起動時に、本機との接続中に表示される艾字列はデフオルトで " now connecting " 
ですび、この文字列を変更するパラ^—夕 rconnect _ msgJ もあります。他にも 
表示艾字列を変更するためのパラ一夕びいくつかあ0ますので、 P . 己-17を参 
照してくださし、。 

ユーヴのサービス時間を設定している場合 （-^ P .3-14)、 設定されている時間 m 
外は、画面イージび表示されません。 


①を透 


5-14 





Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


I ホスト名やフレーム数などを映像画面上に表示する 

① ® 感 



<param name=show_fps value="on"> - 

<param name=show_counter value="on"> - 

<param name=hostname value="CANON"> - 

<param name=show_hostname value="on"> - 

<param name=comment value="VB-C 已 OFi Site">- 
<param name=show_comm 白 nt value="on"> - 


-① 

-⑤ 

-⑤ 


①画面上にフレームレートを表示するか、しないかを指定する。 
" on " =表示する 
"off =表示しない 

® 画面にフレーム数を表示するか、しないかを指定する。 

" on " =表示する 
"off =表示しない 

③画面に表示するホスト名（任意の艾字列）を指定する。 

画面にホスト名を表示するか、しないかを指定する。 

" on " =表示する 
"off =表示しない 

@画面に表示するコ;<ントを指定する。 

画面にコ方ントを表示するか、しないかを指定する。 

" on " =表示する 
"off =表示しない 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


■ビットマップを映像画面上に表示する 



<param name=superimpose value='7local/lo 居 os/newlo 呂〇.呂け， 0,0 "> 

* 下線部は x ， y で表示ずる位置を指定します。 x , y 二0,□で左上隅。省略時は中央になります。 

■背景をを指定する 


<html> 

<body b 呂 color=#cccccc> 

〈applet codebase=http://...code="LiveApplet.class" width=450 nei 旨 ht=380> 
<param name=url value="http://<_W_E_B_S_E_R_V_E—R—>/"> 

<param name=bg_color value="#cccccc"> 

<param name=contr 日 lie し style value="no_pantilt"> 

</applet> 

</body> 

</html> 


■背景に画像を化り付ける 

<param name=bg_ima 呂 e value='7local/ima 呂 es/bacK.gif"> - 0 

<param name=image_offset value="0.0"> - ⑨ 

①表示する画像ファイルを指定する。 

@ x,y (下線部）で表示する位置を指定する。 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


Java 用ビューワのパラメータについて 


アプレツトのパラ^ータを変更して、用途や表現に合ったアプレツトを提供することびできます。 
各アプレツトのパラ方ータの内容をよく理解して使用してください。 


■ LiveApplet 


パラメータ名 

省略 

内容 

auto_connect 

巧 

アプレット起動と同時にカメラサーバとの接続を行ラか、行わないかを指定 
する。"加’または "off を指定。 "on" でアプレット起動と同時に接続を行 
し、、動画を表示。 "off" ではアプレット起動と同時に接続を行わず、 
ncLConnec し msg パラ—夕で指定した文字列を表示。接続を行うために 
は connect 0 メソッドを呼び出す。 

bg_colo 广 

巧 

アプレットの背景色を指定するとさに使用する。パラメータの指定ち法は 
"#RRGG 日日"庭色要素は〇〜2已己までの数値を]6進で表したもの）である。 
例/白 "#FFFFFF" グレー — #冉冉 AAA 冉■緑 —# OOFFOO" 

省略したとさはデフォルトの背景色び使巧される。 

bg_ima 宫 e 

巧 

Live 冉 pplet のバックグラウンドに表示ずる画像を指定できる。 JPEG 画像ま 
たは日 IF ファイルのファイル名を指定する。指定時は WebWew Livescope 
の□ゴは表示されない。 

省略時はデフォルトの画像となる读示位置については innage_offse1; を参 
照)。 

capture_size 

巧 

Live 冉 pplet 起動時の画债サイズを指定する。"80x60"、"160x120"、 
"320X240"、 "640X480" の4種類から指定。デフォルトは「映傲サ 
イズ」設定の「映傲送信」に依を（一 P.3-7)。capture_size は PC 画面上 
の表示サイズとは無関係であり、表示サイズを変更したい場合は、 
video_wiclth を指定する。 

click_action 

巧 

動画表示領域をクリックしたとさの挙動を指定する。" pt" でカメラのパン- 
チルト、 "none" で無反応。デフォルトは "pt’。 

closejmage 

巧 

切断時に映傲表示部に現れる画面を指定でをる。 JPEG 画债または GIF ファ 
イルのファイル名を指定する。省略時はデフォルトの切断画面となる。 

comment 

巧 

アプレット上にオーバレイして表おするコメント文字列。省略した場含はコ 
分ントび表示されない。 

connec し ms 居 

巧 

カメラサーバとの接続中に表示する文字列を指定する。デフォルトは "now 
connecth 呂。 

controller_style 

巧 

カメラ制御巧の GUI スタイルを指定する。 "normal" で通常の GUI スタイル。 
"press し only’ でプ U セット操作のみ。 ‘none" ですベての白 UI を非表示。 
"press し only’ では「コント□-ル開始ボタン」「力ラ制御状況ウインド 
ウ」「プ U セット選択ボックス」「スナップショットボタン」のみ表示する。 
"no_pantNt" では本機巧の UI を表示する。 

disconnec し msg 

巧 

カメラサーバとの接続び切れたとさに表示する文字列を指定する。デフォル 
卜は disconnected"。 

error_ms 呂 

巧 

カメラサーバとの接続に失敗したときに表示する文字列を指定する。デフォ 

J レ H ま can't conned;"。 

font_size 

巧 

connec し msg、disconnec し ms 客、 erro し msg、no_connec し msg、 
too_many_msg の表示サイズを指定する。デフォルトは表示領域に依存する。 

有 u し type 

巧 

パノラマウインドウをポップアップ表示するか、ページに埋めこんで表おす 
るかを指定する。埋め込み表示するには "embed" を指定。 "embed" 指定 
時は、アプレットタグの width と hei 呂 ht を大きめ（例： width 二日00、 
hei 呂 ht 二 660) に指定する必要びある。 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


パラメータ名 

省略 

内容 

hostname 

巧 

アプレット上で表示するホスト名。接続中などに ><1 ッセージ内でホスト名と 
して使用される。省略するとホスト名を表おしない。 

image_offset 

巧 

bgjmage で指定した画像ファイルの表示位置を指定ずる。画债左上端を 
"0,0"とし、ち方向を X 、 下方向を y として "x，y" で指定。デフオルトは 
"33 已，0"。 

locale 

巧 

エラーッセージやプリセット名の日本語/英語表示を切曾える。 Japanese" 

ま口ま "english"。 デフオルトは "japanese"。 ただし、 "japanese" を指定 
してもブラウヴや環境により日本語の表示びでさないときは英語表示になる。 

no_conn 已 ct_ms 旨 

巧 

auto_connect で "off を指定し、アプレット起動後に表示する文字列を指 
定する。デフオ J レトは no_connection 。 

openjmage 

巧 

最初の映憬び表示されるまでの映像表示部に現れる画面を指定でをる。 JPEG 
画像または GIF ファイルのファイル名を指定する。省略時はデフオルトの起 
動画面となる。 

openJmage_time 

巧 

openjmage で初期画面を指定した場合、その表示時間を指定する。単卸ま 
ms (1/1000 秒）、デフオルト値は0。最初のライブ映憬フレームび来るま 
での間提示する。指定可能な値は 0-30000 (30 砂)。 

□verlay_font_color 

巧 

comment および hostname で指定した文字列の表示色を指定する。色の指 
定は "# RRGG 巨日"で行う。デフオルトは黄色。 

show_capture 

巧 

スナップシヨットボタンを表示するか、しないかを指定する機能。 "on" また 
は "off" を指定。デフオルトは on’。 明示的に "off と指定したときのみボ 
タンび表示されない。 

show_comment 

巧 

コメントを映徹上に重ねて表示する機能。 "on" または off を指定。デフオ 
ルトは "off。 ただし、 comment パラメータび指定されているときのみ有効。 

show_counte 广 

巧 

フレーム数を映债上に重ねて表示ずる機能。 on " または " off を指定。デ 
フオルトは " off 。 

show_fps 

巧 

フレームレートを映债上に重ねて表示する機能。 on " または " off を指定。 
デフオルトは off。 

show_hostname 

巧 

ホスト名を映憬上に重ねて表示する機能。 "on " または off を指定。 

デフオルトは " off。 ただし、 hostname パラメータび指定されているとき 
のみ有効。 

showjogo 

巧 

画面ち上部の "WebView Livescope" □ゴ表示を行うか、行わないかを指 
定する。 "on " で表示、 " off で非表示。 

show_panobutton 

巧 

パノラマウインドウポップアップボタンを表示するか、しないかを指定する。 

show.toolbar 

巧 

UveAppiet 起動中に画傲サイズを変更するボタンを表示する機能。 "on" ま 
たは "off を指定。デフオルトは "off。 

superimpose 

巧 

ビットマップを映徹上に重ねて表示ずる機能。"ビットファイル名， x,y" を指 
定する。ビットマップファイルは GIF 形式（透明 GIF サポート）。X、 y はビッ 
トマップの配置位置を映债上の座標系で指定する。省略ずると映债の中央に 
表のされる。 

too.many_msg 

巧 

接続制限数超過のために、力ラサーバとの接続に失敗したとさに表示する 
文字列を指定する。デフオルトは "too many clients"。 

uri 

不可 

アプレットびアクセスする HTTP サーバの URL を指定する。 codebase 属 
性に記述されるものと同じ IP アドレスとポート番号を指定する。 

video_width 

巧 

映傲の表示サイズ（ピクセル単位)。横サイズで指定する。表示サイズは、80 
〜640で、横サイズの指定は任意の値で設定する。その際、縦サイズは横サ 
イズの3/4になる。 

例/ Video-Width 二 "240" (縦は240 x 3/4二] 80) 
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Java 巧ビ’ュー ワを使用して映像を配信する 


■ Glimpse 


パラメータ名 

省略 

内容 

auto_connect 

巧 

アプレット起動と同時にカメラサーバとの接続を巧ラか、行わないかを指定 
する。 " on " または" off " を指定。 " on " でアプレット起動と同時に接続を行 
し、、動画を表示。 " off " ではアプレット起動と同時に接続を行わず、 
no _ connec し ms 邑 パラ分ータで指定;した夕字列を表示。接続を行うために 
は connect 0 メソッドを呼び出す。 

capture_size 

巧 

Glimpse 起動時の画傲サイズを指定する。"80 x 60"、"160 x 120"、 
"320 X 240"、 "640 X 480" の4種類から指定。デフオルトは「映像サ 
イズ」設定の「映憬送信」に依を卜 P .3-7 )。capture size は PC 画面上 
の表示サイズとは無関係であり、表示サイズを変更したい場合は、アプレッ 
トタグの " width "、" height " で指定する。 

comment 

可 

アプレット上にオーバレイして表示するコメント文字列。省略した場合、コ 
メントは表示されない。 

connect_msg 

巧 

力;^ラサーバとの接続中に表示する文字列を指定する。デフオルトは "now 
connecth 吕。 

disconnec し ms 臣 

巧 

力;^ラサーバとの接続び切れたとさに表示する文宇列を指定する。デフオル 
卜は disconnected "。 

error_ms 呂 

巧 

力;ラサーバとの接続に失敗したとさに表示ずる文字列を指定する。デフオ 

J レトは can't conne 巳 t 。 

font_size 

巧 

connect ms 呂、 disconnect ms 邑、 error ms 呂、 no connect msg の表の 
サイズを宿定する。デフオル h は表示領域に依存する。 

hostname 

巧 

アプレット上で表示するホスト名。接続中などにメッセージ内でホスト名と 
して使巧される。省略するとホスト名を表示しない。 

no_conn 己 ct_ms 邑 

巧 

autc し connect で"□け"を指定し、アプレット起動後に表おする文字列を指 
定する。デフオ J レトは no connection 。 

show_counte 广 

巧 

フレーム数を映慷上に重ねて表おする機能。 " on " または" off を指定。デフオ 
ルトは " off 。 

show_hostname 

巧 

ホスト名を映像上に重ねて表おする機能。 " on " または ‘ off を指定。デフオ 
ルトは " off 。 ただし、 hostname パラメータび指定されているときのみ有効。 

sleep 

可 

画面び更新される時間間隔 （ SU 砂単位)。省略した場合は已秒毎に更新され 
る。 Glimpse アプレットは複数サイトの一覧表示などに利用されることを想 
定しているため、負荷低減のためにこのよラなパラ;一夕を持つ。指定可能 
範囲は 0-8 0.000 ms 。 0を指定すると時間間隔調整を行わない。 

uri 

不可 

アプレットびアクセスする HTTP ヴーバの URL を指定する。 CDdebase 属 
性に記述されるをのと同じ 1 P アドレスとポート番号を指定する。 


映像配信用ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 
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Java 用ビューワを使用して映像を配信する 


■アブレットタグの記述 


属性名 

省略 

内容 

archive 

巧 

アプレットのアーカイプファイル。アプレットの種類に応じて、 LiveApplet.zip 
や Glimpse . zip を指定する。 

code 

不可 

アプレットのファイル名を指定。 ■!_ i V e A P P 1 e t . C 1 a S S ’または 
"白 limpse . class " と記述する。この設定び正しく設定されていないと、アプ 
レット （ LiveAppiet または Glimpse ) のダウンロードび行われない。 

codebase 

不可 

アプレットび置かれているディレクトリ。 

http :// HTTP サーバの IP アドレス：ポート番号/ディレクトリ/ 

この設定び正しく設定されていないと、アプレット （ LiveApplet または 
Glimpse ) のダウン□-ドが行われない。ディレクトリはアプレットごとに固 
定されている。 

ディレクトリ （ LiveAppiet ) 二- wvdoc - O]-/LiveApplet 
ディレクトリ （ Glimpse ) =- wvcloc -0 ]-/Glimpse となる。 

height 

不可 

アプレット巧に取られる領域の大ささ（ピクセル単位)。 

LiveApplet の場合、アプレット描画領域よりルさい値を指定した場含は、正 
しく表おされないことびある。力ラ制御機能の GUI を付加する場合 
( c 加 trolle し style 二 norma !) は、+140が目安となる。 

巧り/画傲320 X 240の場合、 hei 呂 ht 二3扫〇 

Glimpse の場合、アプレット用領域と映债表示領域が等しいので、画傲サイ 
ズの縦と同じ値を指定する。 

例/画像320 X 240の場合、 hei 旨 ht 二240 

width 

不可 

アプレット巧に取られる領域の大ささ（ピクセル単位)。 

LiveApplet の焉合、アプレット描画領域よりルさい値を指定した場含は、正 
しく表示されないことびある。力ラ制御機能の GUI を付加する場合 
( controlle し style 二 normal ) は、+130び目安となる。 

例/画像320 X 240の場含、 width 二4已〇 

Glimpse の場合、アプレット巧領域と映像表示領域び等しいので、画傲サイ 
ズの横と同じ値を指定する。 

巧り/画像320 X 240の場を、 width 二320 


gra アプレツトタグの codebase 属性、および UveApplet の uri パラ^—夕に含まれる 
«アドレスは、クライアントか5アクセスできるものを指定してください。とくに 
NAT をご利用の場合、ま意び必要です（一 P . 日-2日）。 


5-20 




情報発信用のホームページを保存しておく Web サーバの設定を行います。 Web サーバソフトに 
MIME タイプを追加して、拡張テを設定します。詳細はご使用の Web ヴーバソフトのマニュアル 
を参照してください。 


MIME タイプ video/x-webview-h 
} 広張モ wvh 




Web サーパを設定する 


PC 用ビューワをほ用して映像を配信する 


ここでは PC 用ビューワを使用した映像提供の方法や応用例を説明します。 

クライアントび PC 巧ビューワを使用して映像を受信する場合、映像配信側では Web サーバの 
設定と vwh ファイルの作成び必要です。 



映像配肩用ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 
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PC 用ビューワを使用して映像を配信する 


wvh ファイルを作がする_ 

PC 巧ビューワのアプ U ケーシヨンを起動するために必要な vwh ファイルを作成します。 


1. テキストエディタなどを使用して、テキストファイルを新規に作成し、テキスト 
ファイルに、次のよラに記述しまず 


( 例） 192.168.100.1 65310 
192.168.100.1 65311 

wvhttp: 192.168 .100.1 80 

wvaudio: 192. 168.100.1 80 (VB-C 己 OFSi のみ設定可） 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してくださぃ P .3-6)。 


♦] 行目は本機に設定した IP アドレス（またはホスト名）と映像送信巧の TCP ポート番号で 
す。目日310が出荷時設定です（一 P.3-1 目)。特に指定びなければこのままご利巧くださし、。 

♦ 2行目は本機に設定した IP アドレス（またはホスト名）とカメラ制御用の TCP ポート番号で 
す。65311が出荷時設定です卜 P.3-1 目)。特に指定びなければこのままご利用ください。 

♦ 3行目は PC 巧ビューワび HTTP プ□トコルを利用するための設定です。 [wvhttp:] に続 
けて本機に設定した IP アドレスと HTTP ポート番号8日を記述します。これにより、本 
機か5の映像びファイアウォールを透過してご覧いただ<ことび巧能です。 

♦ 4巧目は PC 用ビューワび音声を利用するための設定です。 [wvaudio:] に続けて本機に 
設定した IP アドレスと HTTP ポート番号8日を記述します。これにより、本機か5の音 
声を受信することび巧能です。音声受信を行ラには、オーディオサーバの設定で「音声送 
信」を「使用する」に設定する必要びあ0ます（一 P.3-17)。 


m IP アドレスのかわりに、 <_LP_A_D_D_R_> と記述することも可能です（一 P. 已-目）。 
凶（例） <_LP_A_D_D_R_> 65310 
'.f く丄 P_A_D_D_R_> 目已3 ] 1 

wvhttp: <_I_P_A_D_D_F1_> SO 

wvaudio: <_LP_A_D_D_R_> 80 (VB-C 己 OFSi のみ設定巧） 


2. テキストファイルを保巧、テキストエディタなどを終了した後、ファイル名と拡張 
テを変更ずることで wvh ファイルを作成しまず 

"WebView.wvh" のように必ず拡張子 （.wvh) を付けてください。 


m PC 巧ビューワは、 WebView Livescope プ□卜]ルと HTTP プ□卜]ルの2つの 
1^プ□トコルをサポートしています。 

'’f 参 WebView Livescope プ〇トコル 

ファイアウォールを透過してご賣になれません。まにインターネットに直接接続 
しているクライアント向けプ〇トコルです。 

♦ HTTP プロトコル 

一般に Web ブラウヴなどで利用するプ〇トコルです。このプ〇トコルを利用する 
ことにより、ファイアウォール内のクライアントか5も映像をご賣いただくこと 
びでさます。 Java 用ビューワをこのプ〇トコルを利用しています。 
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PC 用ビューワを使用して映像を配信する 


PC 用ビューワを使用したホームページの作が例 

ここでは PC 用ビューワを使用したホームページの作成例を説明しています。 

13 . ~ - . ^ J 过 jil 

コ:お実のまモを）巧おの）おちに入りみ）ヘルブを） WiM 

映憶を見る!! ファイルのをモ (V> ブリた!卜 (P) ヘル： KH) ' 


ファイルのをモがブリわ卜のヘルブお） 


図1園1詞1虹 - il 1 

d 

カタラ： 1 

-1 l¥mb¥l9W 

—1 uvamoopa 


画二！ 


,-っ 

了ノト打娜巧 


フレーム1/-卜； 30.30 fps サイス。： 320 x 240 フでけレ： WV-TCP 


1リンクをクリックずると、ビューワが起動ずる 
ホームページ内の画像またはテキストに vwh ファイルを U ンクするタグを記述します。 

1 く A HREF 二" WebView . wvh "〉 映像を見る！ !</ A > 
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ブラウザだけを使用して映像を配信する 


WebView - HTTP プ□トコルを利巧してブラウヴに直接本機か5の映儘を提供することびでをま 
す。ここではその使用例を説明します。 


アクセス時のライブ映像を静止画として表おする 


クライアントび映像を提供するホームページにアクセスし 
たタイミングで、力;< ラび写した映像を静止画として提供 
することびでさます。 



<IMG SRC=http://1 92.168.1 00.1 /-wvhttp-01 -/GetStilllma 旨 e> 

( または） 

<IMG SRC=http://1 92.168.100.1 /-wvhttp-01 -/GetOneShot> 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください（一 P .3-6)。 


アクセス時のライブ映像を指定フレーム数分の動画として表示ずる 


Netscape 社の拡張機能であるサーバプッシュ形式で複 
数フレームの映像を配信できます。ただし 、 Netscape 
Navigator でしか表示することはできません。作成例は 
クライアントびアクセスした時点か510日フレーム分の 
ライブ映像を配信するものです。 



<IMG SRC=http://l 92.168.100. 1 /-wvhttp-0 1 -/GetOneShot?frame_count=100> 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください（一 P .3-6)。 


固 

メモ 


frame_count=noJimit 

とすると映像フレーム数は無制限になります。 
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ブラウ ザだけを使用して映像を配信する 


力^ラのズーム倍率をあ5かじめ HTML でパラメータ指定することで、指定したズーム倍率の映 
像を表示ずることびできます。ここではズーム=1日倍の静止画像を表示していまず。 

<IMG SRC 二 h け P :// 19 吕 . 1 色 8. 1 00.1 /-wvhttp-0 1 -/Gets 川 lima 呂 e?z 二 100> 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスを入力してください（一 P.3-6 )。 


■ GetStilllma 呂 e のパラメータについて 


パラメータ 

説明 

Z または zoom 

カメラのズームを指定する。 Z は最大広角に対するズーム倍率の] 0倍、 zoom は 
0.0 r 単位の画角（横方向)。省略時はズームは制御されない。 

b または backjight 

カメラの逆光補正を指定する。 on のとき明るい映傲、 off のとさ暗い映债になる。省 
略時は逆光補正は制御されない。 

delay 

力ラのフ オーカスなどび安定するまでの待ち時間（ミ IJ 秒単位)。 

〇〜] 0000の範囲で指定する。 

option 

エラー発生時の処理を指定する。 skip _ on _ error び指定されたときは処理び続行さ 
れ、 ciuh ;_ on _ errar び指定されたときは処理び中止される。起こりうるエラーは、力 
メラ制御権確保の失敗、力ラ制御権の剥奪、カメラ選択の異常、カメラ制御の異常 
である。省略時は qu け _ on _ error 。 

seq 

古い静止画の表示を避けるため任意の番号（シーケンス番号）を指定する（整数値)。 

V または image_size 

映傲の表示サイズを指定する。640 X 480、320 X 240. 160 X 120び設定巧 
能。 V と image _ size では書式が異なり、 V は " v 二已 40" のように横サイズのみ指 
定。 image _ size は " image — size 二320 x 240’ のように横 x 縦サイズで指定。 




指定したズーム倍率のライブ映像を静止画で表示する 


映像配肩用ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 
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グ□ーバルアドレス1個による映像配信の例 


本磯でインターネットにライブ映像を公開する場含、固定のグ□ーバルアドレスび]個必要です。 
プ□バイダの接続サービスで固定のグ□ーバルアドレスを1個提供してくれるヴービスびあります 
び、これを利用することびできます。この場合、 NAT 機能を持ったルータび必要となります。 

例：ここでは仮にプ□バイダから割り振られたグ□-バルアドレスが、192.1巨 8.1.10 とします。 

さらに本機には□一カルアドレス] 92.]巨 8.1 日0.2を設定するとします（ルータは 
192.168.100.1)。 



本機のサンプルページは、実隙に割り振られた IP アドレス（ここでは] 92.1 目 S .1 日0ぶ）をも 
とに自動生成します。この場含、インターネット経由で http :// 192.1目 8.1 日0ぶ/ sample / に 
アクセスしても Java 巧ビューワや PC 巧ビューワは表示できません。 「 Web ぺージのグ□-バ 
ルアドレス」（一 P .3-1 已）に192.1目 8.1.10 を設定してください。また、本機の Web サーバ 
を利巧しない場含、映像配信巧ホームページはのよラに記述してください。 

Java 用ビューワの記述 （一 P . 己- 7) は、次のようにしてください。 

〈applet codebase 二 " http:// 1 92.168.1.10/-wvdoc-0 1 -/LiveApplet/" 
code= ■■し iveApplet.class" archive= ■■し iveApplet.zip" 
width 二 450 hei 呂 ht 二 380 > 

<param name=url value="http:// 192.168.1.10 /"> 

<param name=cabbase value="LiveApplet.cab"> 

</applet> 


PC 用ビューワの wvh ファイル記述 （一 P . 己- 22) は、次のようにしてください。 

19 吕 .168.1. 10 65310 
19 吕 .168.1. 10 65311 
wvhttp:1 92.168.1 .10 80 

wvaudio:1 92.168.1 .10 80 (VB-C 已 OFSi のみ設定可） 

* 下線部は IP アドレスの入力例です。実際に本機の rweb ページのグローバルアドレス」に設定した値を記述 
してください OP .3- 1己）。 


回 


ルータの設定については、各メーカーにお問い合わせください。 
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携帯電話の Web サービスを利用して、静止画の閲覧や力方ラ制御び行えます。携帯電話向けの静 
止画配信用ぺージは、 S 川 l . jpg の]マンドを巧いた HTML を記述することで、簡単に作成するこ 
とびできます。本機には、携帯電話向けの静止画配信用サンプルページびあ5かじめ用意されてお 
り、下記の方法で見ることびでさます。 

1. ブラウザを起動して下記の URL を入力しまず 

http :// 1 92.168.100.1:80/ nnobile / index - ja.html 


* 下線部は IP アドレ义 HTTP ポート番号の入力例です。実際に本機へ設定した IP アドレスと HTTP ポー 
卜 番号を入力してください OP .3 -已、 3-1 己）。 

2. 言語を選択しまず(日本語/英語） 

3. サンプルページび表示されまず 

サンプルページはズームや明るさの調整、ポジションの指定などの力;< ラ制御び巧えるよラ作 
成されています。携帯電話のダイヤルキーを巧ずことにより、各キーに対応した操作を実行す 
ることびでさます。 


げちるさ 
:) かがけ苗ろ 


ポジション 
£0 に!凹 


携帯電話の機種によっては、映像び表示されなかった0、力ラの制御びできない場 
合びあります。 



(1) 位負幻)望逸 


携帯電話へ静止画を配信する 


映像配信巧ホ—ムぺ—ジを作成しましよラ 


ん广フ 
まが 
巧巧 
び謝 

巧巧 
がの。 
力' もん 

みのせ 
のさま 
合とれ 
層たさ 
いし示 
な用表 
使は 
てをク 
しラン 
得メリ 
取力の 
をの用 
権機御 
御本制 
制はラ 
のジメ 
ラ I 力 
メ X 、 

カルムロ 

びプ場 
ヴンた 
I ヴし 
ユの用 
の記使 
他上を 
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携帯電話へ静止画を配信する 


サンプルページを書を換える 


CD - ROM ®「 mobile 」 フオルダ];(下の HTML ファイルを書き換えることで、画面表示や操作内 
容を変更することびできます。 


<IMG 

SRC="/-wvhttp-0 1 -/still.jp 邑 ？ camera Jd= 1 & 

zoom= 巨 1 35&image_size=160x120&option=skip_on_error" 

ALT=" ポジション 1"><BR> 


例えば、ポジション [1] の制御位置を変更するには、 「 posl . html 」 の下線部の値を書き換えま 
す。 S 川 l . jpg コマンドのパラ^—夕については、下表を参照してください。 


m ♦サンプルページを書き換える場合は、 「 mobile 」 フオルダを PC にコピーしてか 
W がゎてくださし、。 

♦ 本機に 「 mobile 」 フオルダびすでに保存されている場合はあ5かじめ削除してお 
いて < ださい。 


■ S 川 l.jpg のパラメータについて 


コマンド 

説明 

camerajd 

カメラ切り替え時のカメラの指定をする。]は本体力 ラ、2はが付けカメラ 
を指定。指定びない場合は、現在の力;><ラび指定されたことになる。 

Z または zoom 

カメラのズーム倍率を指定する。 Z は最大広角に対するズーム倍率の] 0 倍、 
zoom は 0 .0] 。単位。 

b または backjight 

カメラの逆光お正を指定する。 on のとさ明るい映债、 off のとさ暗い映傲に 
なる。省略時は逆光補正は制御されない。 

V または image_size 

映像サイズを指定する。日40 X 480、320 X 240、160 X 120び設 
定巧能。 V と image _ size では書式び異なり、 v は " v 二64 0" のように横 
サイズのみ指定。 image _ size は — imase_size 二320 x 240" のように 
横 X 縦サイズで指定。 

option 

エラー発生時の処理を指定する。 skip on error が指定されたときは処理び続 
行され、 qui し on_er 「 □「び指定されたとさはの理び中止される。起こりラるエ 
ラーは、カメラ制御権確保の失敗、力 X ラ制御権の剥奪、カメラ選択の異常、 
カメラ制御の異常である。省略時は quit_on_erroro 



Z (zoom) については、現在位置を表ず"がと、現在の画角に対する割合を表す" C 
(パーセンテージ)"による指定わ可能です。 

例えば、 


Z 二 C 20 日はズーム倍率を現在の2倍に設定します。 
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映像蓄積機能をほつてみましよう 

この章では本機を利用した映像蓄積機能の具体的な運用事例を紹介し 
まず。外部デバイスからの入力や動を検巧、スケジュール設定によつ 
て自動的に静止画や音声を蓄積することびでをます。 


か部デ/ V ’イスと連携して静止画害積機能を運用する 


「が部デバイス入力」設定による運巧によって、各種センサやスイッチを組み合わせ、外部の変化 
に対応して稼動する監視システムを構築することげできます。撮影された静止画は本機の;< モリ 
に蓄積されます（一 P .3-27)。 

ドア開閉センサと組み合わせた応用例 


夕ち已時か5朝目時までの間、ドアび開いた5天井に設置した V 日 - C 日日 Fi で、ドアび開く 3秒 
前か57秒撥までの画像を1秒おきに撮影する監視システムです。マルチタ ー S ナルの各コネク 
夕に L 处下の機器を接続し、設置します。なお、マルチターミナルはオプション製品となってしほ 
すので、別途お買い巧めくださし、。 

設置例 



ドアに付けたセンサ目びドアを開いてセンサ A と離れると、接点入力 IN +、 IN - に日 N イベント 
び発生します。 

このイベントに対して、 V 巨 - C 已0円による入□撮影-映儘蓄積を巧います。 



本機とマルチタ ー S ナルの接続方法についてはマルチター S ナルの取扱説明書を参照、 
して < ださい。 
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外部デ / 1" イス と連携して静止画蓄積機能を運用ずる 


設置例 

r カメラと映像 J の設定ぺージに設定ずる撮影ま件（一 P .3-7) 

使用している VB - C 日日円の設定を適宜巧います。 

r プリセット J の設定ぺージに設定ずる撮該条件{一 P .3-11) 

開いた戸□が映る力^ラのズーム位置をプリセット]として設定しておきます。 


r か部デバイス入力設定ツール J で設定ずる撮影ま件{一 P .4-4 日) 



♦ r 通常スケジュール設定画面」 （^ P .4-25) で任意のスケジュールを選択し、[スケジュール] 
タブで「複数曜日指定」を選択します。また、すべての曜日にチェックを入れ、開始時刻を ri 7: 
日日」、終了時刻を「日目:日日」に設定します。 

♦[サービス]タブで[外部デバイス入力]の「入力1」にチェックを入れ、「設定番号」を選択 
し、[詳細]ボタンをクリックします。 

♦ 外部デノ くイス入力名を入力します。 

♦撮影する「力方ラ位置」は「プリセット]」にします。 

♦[日 N イベント時に蓄積する]にチてックを入れます。 

♦ r イベント前」を「3秒」、「間隔」を n 秒」に設定します。これでドアが開く3秒前か51秒 
おさに映像び蓄積されます。 

* イベント前蓄積では、外部入力び日 N になった瞬間は映像蓄積び行われません。 

♦「イベント後」を「7秒」、「間隔」を「1秒」に設定します。これでドアび開いた瞬間か57秒 
間、]秒おさに映像び蓄積されます。 

* イベント媛蓄積では、外部入力び日 N になった瞬間か5映像び蓄積されます。 



映像蓄積機能を使つてみましよラ 
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か部デバイスと連携して音声再生-録音機能を運用する 


V 巨 - C 日日 FSi では、「外部デバイス入力」設定の音青再生、音声の録音機能を利用した運用によつ 
て、外部の変化に対応して音声による警告、映像と音声を取得する監視システムを構築すること 
びでをます。警告音はあ5かじめ本機の^モリに保をしておいた音青を使用し、撮影された静止 
画と録音した音声は本機の^モリに蓄積されます（一 P .3-27)。 

* 本例は VB - C 日日 FSi の音声機能を利用しており、 VB - C 已〇円では利巧できません。 

ドア開閉センサとスピーカー、マイクを組み合わせた応用例_ 

夕ち已時か5朝目時までの間、ドアび開いた5警告音を発し、天井に設置した V 巨 - C 已 OFSi で、 
ドアび開く 3秒前か57秒後までの画像を1秒おきに撮影、その間の音声を録音する監視システ 
ムです。マルチターミナルの各コネクタに攻下の機器を接続し、設置します。 


設置例 



ドアに付けたセンサ目びドアを開いてセンサ A と離れると、接点入力 IN +、 IN - に日 N イベント 
び発生します。 

このイベントに巧して、 VB - C 已日 FSi に保存された警告音をアンプ付スピーカーか5発し、 VB - 
C 日日 FSi による入□撮影-映像蓄積およびマイクから入力される音声の録音蓄積を行います。 


^本機とマルチター S ナルの接続方法についてはマルチター S ナルの取扱説明書を参照、 
^してください。 


6-4 





外部デバイスと連携して音声再生 • 録音機能を運用する 


設置例 

r カメラと映像 J の設定ぺージに設定ずる撮影ま件（一 P .3-7) 

使用している VB - C 日日 FSi の設定を適宜行います。 

r プリセット J の設定ぺージに設定ずる撮該条件{一 P .3-11) 

開いた戸□が映る力^ラのズーム位置をプリセット]として設定しておきます。 


r か部デバイス入力設定ツール J で設定ずる撮影ま件{一 P .4-4 日) 



♦「通常スケジュール設定画面」 （^ P .4-25) で任意のスケジュールを選択し、[スケジュール] 
タブで「複数曜曰指定」を選択します。また、すべての曜曰にチェックを入れ、開始時刻を「17: 
0日」、終了時刻を「0目:0日」に設定します。 

♦[サービス]タブで[外部デバイス入力]の「入力1」にチェックを入れ、「設定番号」を選択 
し、[詳細]ボタンをク U ックします。 

♦ 外部デノ くイス入力名を入力します。 

♦撮影する「力方ラ位置」は「プリセット]」にします。 

♦[日 N イベント時に蓄積する]にチてックを入れます。 

♦「イベント前」を「3秒」、「間隔」を n 秒」に設定します。これでドアが開く 3秒前か51秒 
おさに映像が蓄積されます。 

* イベント前蓄積では、が部入力び日 N になった瞬間は映像蓄積び行われません。 

♦「イベント後」を「7秒」、「間隔」を「1秒」に設定します。これでドアび開いた瞬間から7秒 
間、]秒おさに映儘び蓄積されます。 

* イベント媛蓄積では、が部入力び日 N になった瞬間から映像び蓄積されます。 

♦[蓄積時に音青を録音する]にチェックを入れます。 

♦ r 音声再生」の [ ON イベント時に再生する]にチェックを入れ、[再生音名]を選択します。再 
生音はあ5かじめ登録しておきます（一 P .4 -已目）。[音量]は再生される音を確認して、最適 
な音量を設定してください。 



映像蓄積機能を使つてみましよラ 
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スケジュールをミ夫めて静止画雲積機能を運用する 


「スケジュール」設定による運用によって、あ5かじめ決め5れたスケジュールどおりに映儘を取 
得する監視システムを構築することびできます。撮影された静止画は本機のメモ U に蓄積されま 
す（一 P .3-27)。 

スケジュール設定による応用例 


美術館などでの、展示作品を監視するためのシステムです。 ] 日分ごとに、天井に設置した VB - 
C 日日 Fi で静止画儘を撮影します。 

設置例 



あらかじめ設定したスケジュールに従って、 V 巨 - C 5 日円による撮影-映像蓄積を行います。 




スケジュ —ルをミ夫めて静止画蓄積機能を運用する 


設置例 

r カメラと映像 J の設定ぺージに設定ずる撮影ま件（一 P .3-7) 

使用している VB - C 日日円の設定を適宜巧います。 

r プリセット J の設定ぺージに設定ずる撮該条件{一 P .3-11) 

作品び映る力^ラのズーム位置をプ U セット1として設定しておをます。 

r タイマー設定ツール J で設定ずる撮該爱件（一 P .4-34) 



♦ r 通常スケジュール設定画面」 （^ P .4-25) で任意のスケジュールを選択し、[スケジュール] 
タブで「常時」を選択します。 

♦ [サービス]タブで[タイマー]にチェックを入れ、「設定番号」を選択し、[詳細]ポタンをク 
U ックします。 

♦[静止画を取得する]にチ X ックを入れます。 

♦撮影する「力方ラ位置」は「プリセット]」にします。 

♦力方ラげ撮影位置で安定してか5撮影するように、「静止画取得待ち時間」を r 已秒」に設定し 
ます。 

♦ r 繰り返し実行間隔」を rio 分」に設定します。 


wm m 映像サイズによって蓄積できる静止画の枚数は変わ0ます。あらかじめ静止画] 
^ 枚当たりの平均的なファイルサイズを確認してください（一 P .3-7、 3-27)。 

♦ 本機に蓄積された静止画をダウン□-ドする V 巨 Collector を使用すると、多数の 
静止画を蓄積することびできます（一 P .6-11)。 


^映響疆隻使つてみましよラ 
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ドア手前に向け 5 れたカメラび 
変化をとらえると日 N イベント 
び発生します。 

そのイベントに巧して、日 utl 
の制御で警報音を発報し、力;< 
ラによる入□撮影•映像蓄積を 
巧います。 


Ethernet 



スケジュールを利用した動を巧知機能を運用する 


動き検知機能のスケジュールの運巧によって、あ5かじめ決められたスケジュールどおりに、力 
メラびと5える場所の映像の変化で、その映像を取得する監視システムを構築することびでさま 
す。撮影された静止画は本機の;<モリに蓄積されます（一 P .3-27)。 

警報装置を組み合わせた応用例 


ドアか5侵入者びあったときに警報音を発報し、天井に設置した V 目 - C 已日円カメラで静止画儘を 
撮影する監視システムです。マルチタ ー S ナルの各コネクタにし:(下の機器を接続し、設置します。 



電源 


^本機とマルチタ ー S ナルの接続で法についてはマルチター S ナルの取扱説明書を参照、 
^してくださし、。 


発報装置の 
■オン•オフ 
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r カメラと映像の設定ぺージ j に設定ずる撮影ま件（一 P .3-7) 

使用している V 目 - C 已日円の設定を適宜行います。 

r プリセットの設定ページ J に設定する撮該ま件卜 P .3-11) 

ドア手前び映る力;< ラのズーム位置をプ U セット1として設定しておをます。 

r 動ま巧知設定ツール J で設定ずる撮該ま件卜 P .4-36) 


♦ 「通常スケジュール設定画面」（一 P .4-2 日）で任意の 
スケジュールを選択し、[スケジュール]タブで「曜曰 
指定」を選択します。開始を「金曜日」の「22:日日」、 
終了を「月曜曰」の「日7:00」に設定します。 

♦ [サービス]タブで「動さ検知」にチェックを入れ、「設 
定番号」を選択し、[詳細]ボタンをク U ックします。 




スケジュ-ル I サ-じ] 


[力^ラ]タブ （-^ P .4-39) で動き検知をする場所を 
「プリセット]」にします。 

[領域]タブ （^ P .4-40) で設定領域を r 領域1」に 
設定します。 


[ 0K I キ，ン0レ I 


がラミ目な I W 徐 S 程 I かが出力 I 音再月 i ち1 
ほ田ミ目巧： [7 巧測 1] 厂巧巧じ] 

厂ミ目巧に] 厂巧域 [4] 

i をち巧な： ド自巧 [1] 


面な比议 )： r 125 


地巧 S ザ B う®): poF 


動さ検知度は実際に撮影している状態で、侵入をと認 
め5れる変化を再現し、日 N イベントになるよラに設 
定します。 

このケースでは、ドアび開いて侵入者び認められるよ 
ラな映像の変化を捉えるため、動き検知領域枠をドア 
中央部に設定します。 




スケジュ ールを利用した動き巧知機能を運用ずる 


映像蓄積機能を使つてみましよラ 
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スケジ a —ルを利用した動き横巧機能を運用する 


♦ 次に感度-面積比-継続時間を設定します。 

無関係な光のち5つをやル動物の動さに反応させない 
ため、]秒程度政下の映像の変化では「検知あり」と 
しないよラ継続時間を設定し、領域内の30%程度 L 处 
下の映像の変化では「検知あり」としないよラ面積比 
を設定してみます。 

♦ 実隙に侵入の様テを再現する、または録画した画像を 
巧いてまずビューワ上の黄色い矩形で映像の変化の状 
態を捉えているか確認します。捉え5れていない場合 
は感度を上げます。またをに映儘の変化びないにちか 
かわらず黄色や赤の矩形び表示される場合には、感度 
を下げます。 


♦ ビューワ上の黄色い矩形が侵入者を的確におえられた 
5、その状態が検知インジケータのピーク表示で r 検 
知あり」としているかを確認します。「検知あり」の場 
合、ビューワ上では赤い矩形で表示されます。「検知あ 
り」にな5ない場合は、感度、面積比、継続時間を調 
節します。 

[サーバの動を検巧結果を表示する]にチ王ックを入れ 
ると、アイコンで検知結果を表示します （^ P .4-44) 。 



P サーバのれき食巧おまちをモする 巧如 OFF ( 


♦ [映像蓄積]タブ（一 P .4-42) で[日 N イベント時に 
映像蓄積する]にチェックを入れます。 

♦ 「イベント前蓄積時間（秒)」を「4砂」、「イベント前蓄 
積間隔（秒)」を「1.日砂」に設定します。これで動を 
を検知する4秒前か51秒おさに映儘び蓄積されます。 

♦ 「イベント媛蓄積時間」を「8秒」、「イベント媛蓄積間隔 
(秒)」を「1.日秒」に設定しまず。これで動きを検知し 
た瞬間から8秒間、]秒おきに映像び蓄積されます。 

♦ [日 N イベントか5日 FF イベントまでの間映像蓄積す 
る]にチェックを入れ、「日 N の間の蓄積間隔（秒)」を 
ri 日秒」と設定します。 

* 「検知あ0」の状態の間は]日秒間隔で映像を蓄積し 
ます。 

♦ [外部出力]タブ（一 P .4-43) で[外部デバイス1に 
出力する]にチェックを入れ、「日 FF イベント後出力 
時間（秒)」を「10秒」と設定します。 

* 警報装置（外部デバイス 1) は「検知あり」と同時に 
発報し、イベントび日 FF になってか5 ] 日秒後に消え 
るよ つ 1しします。 


かラI ;自巧 a* ホき《 Iホ S 址力I音再/巧定1 


17 ON イベント 時に ま径する 
厂 OFF イベ弓Iこま宿する 
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VBCollect 日「は、本機の映像蓄積機能により、外部デバイス入力、タイマーあるいは動き検知に 
基づいて蓄積された静止画や音亩( V 目 - C 己 OFSi のみ)を収集、表示•再生するツールです。日、週、 
月単位など特定の時刻にサーバへアクセスし、蓄積画像と蓄積音青のダウン□ー ドを行います。こ 
れにより、蓄積画像と蓄積音声は逐次 PC に保存されるので、ダウン□ー ドした画憬や音声を 
V 巨 Collect 日「で容易に開賣-再生することができます。本機に蓄積できる画像数‘録音時間の許 
容量を超えた分のデータ保存び可能にな0ます。また、タスクの実行に関する□グを書き出ずこ 
とちでさます。 


タスクによ D 、 定期的な 
自動画像収集 



本機の映像蓄積煤能によ0 
蓄積された画像と録音され 
た音声 



タスウ姑サーバ阐をモ地ツールのヘルプ(出 
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VBCollector をほう 


映像蓄積機能を使つてみましよラ 


ダウン□ー ドしたデータの表示 


6-11 



















VBCoHector を使う 


VBCoHector をインス I ^ールする 


第2章「セットアップしましょう」の「巳.ソフトをインス!ルしましょう」（一 P .2-12) で、 
カスタムインス!ルを選がし、 rVBCollectorJ にチェックを入れてインス! -- ルしてくださ 
い。「スタート」メニュー占、！5「プ□グラム 」— 「WebView LivescopeJ を還択すると、ショー 
トカッ 卜び作成されていまず。 


古いパージョンの VBCoHector について 

♦ VBC 日 llect 日「 Ve 「.3.0 では、 Ver .2.1 如的)バージョンでダウン□ー ドした画 
儘を閲覧することびでをません。 Ver .2.1 政前のバージョンびインス I -ールされ 
ている場合、ちいバージョンを残すかアンインストールするかを「質問」ダイア 
□グか5選択できます。ちいバージョンで保存された画像を閱覧する場をは「は 
しりを選択してください。 


Iみ、航トジョンでは巧去のデ-巧南 ig できません巧I腺も巧ないきせん)。 

I、でゾ VBCoHector Ver, 2,0.0 を巧すことで南!度及化自リ除なとの#行をすることびできます(タウン□-ドなどの姐巧は'/が 2.0.0 では巧ないません〉。 

ゾ リれ2。。を巧しますか？ 

li - |れ邸—]! _ぃぃぇ卿」 


ちいバージョンをアンインストールしたい場合は「いいえ」を選択すると、ちい 
バージョンをアンインス!ルしたのち、 V 日 C 日 llect 日 「 Ve 「.3.0 びインス I ル 
されます。 

[ 古いバージョンをアンインス I ルする前に] 

•古いバージョンをアンインス!-ールしても、蓄積された画像は、削除されません。ま 
た VBCoHector Ver . S . O か5削除することもできません 。 VBCoHector Ver .3.0 
をインス!-ールする前に、ちいバージョンで削除してください。 

[ 設定情報の引さ継ぎ] 

ちいバージョンを残しても、アンインス!-ールしても設定情報は、じ(下の項目を除い 
て V 巨 Collector Ver .3.0 に引き継がれます。政下の項目は、インス!ル後、設定 
を行ってください。 

- r 指定した空き容量を下回った時の対応」卜 P .6-3 目） 

• 「1回あたりにダウン□ー ドするデータ数の上限を指定する」(一 P .6-36) 

設定後は、各タスクが正しく運用されるか、事前に十分なテストを行ってから運用を 
開始してください。 

[ 古いパージョンを残した場合] 

•古いバージョンは、「スタート」；>< ニューの「 V 目 Collector タスクー覧」から起動 
でさます。 

-古いノ f ージョンを起動しても、古いノ（ージョンのタスクは穂働しません。 

-古し'!ノくージョンをアンインス I ルしたい場合は、再び VBCoHector Ver .3.0 のイ 
ンス I -ーラを用いて古いバージョンをアンインス I -ールしてくださし' 1 。 Windows の 
「アプ U ケーシヨンの追加と削除」からは、正しくアンインストールでさません。 
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VBCollector を使う 


♦ V 日 C 日 llecto 「 Ve 「.3 .日をアンインス!ルする場をは、 V 日 Collect 日「 Ve 「.3.0 
のインス I ラで現在インス I -ールされている Ver .3.0 をアンインス I -ールし、 
その後インス I -ールを中止することでアンインストールします。 Windows の r ア 
プリケーシヨンの追加と削除」からアンインストールを巧った場合、 
VBC 日 llectorVer ぶ. 11；( 前のバージヨンをインス I -ールすることびでをなくな0 
ます。 

♦ MVVer . を日じ(降びインス [ ルされている PC には、 V 日 Collector をインス 
I -ールでさません。 


VBCollector を起動する 


V 巨 Collect 日「は、スタートメニューか5選択して起動します。 

起動のしかた 


「スタート」メニューか6「プ□グラム」- 
rWebView Livesc 叩 e」-rVBCollector タス 
クー覧 Ver . 3.0」を選択して起動しまず 


ヴーパを登録する 



VBCollecto 「を使用して、ネットワークカメラサーパ' 似下サーバ）に蓄積された画像や音声を 
ダウン□ー ドするには、あ6かじめサーバを登録する必要びありまず。 

■ヴーパを追加する 



I 


ご 

て 

み 

ま 

し 

ホ 

ラ 


V 巨 Collector でデータをダウン□ー ドするサーバを新規に追加します。 


追加のしかた 

1. ヴーバを追加ずるにはメニューバーの「サー 
パ‘」か6「追加」を選択ずる、または「編集」 
を選択して表示された「サーバー覧」ダイア 
□グの[追加]ボタンをクリックしまず 
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VBCoHector を使う 


2. 各項目を入力して [0 K ] ボタンをクリックしまず 

③ 


サーバを識別するための名称を任意に設定します。 


③ データの保存巧 

ダウン□ー ドしたデータを保存するフォルダ名を入力、ま (4) 

たは[参照]ボタンをクリックしてフォルダを選択します。 

ネットワーク上の共有フォルダにデータをダウン□ー ドす 
る場合は下記の ><モを参照してください。 

[サ ーバ 上の データを 消去ずる] 

チェックを入れると、ダウン□ー ドしたデータをサーバか 
ら削除します。 

渾サーバ 情報 

ホスト名（一 P .3-6) 

IP アドレスまたはホスト名を指定します。 

HTTP ポート番号（一 P .3-1 日） 

サー y 。こ設定されている HTTP ポート番号を入力します。 

管理者アカウント 
サーバに設定されている管理者アカウントを入力します （root)。 

管理者パスワード（一 P .3 -日） 

サーバに設定されている管理者パスワードを入力します（出荷時設定は VB-C 曰 Oi)。 

設定ページのパス名 

サーバに設定されている設定タイトルページへの 「path」 部分を入力します （admin)。 

( D プ□キシ 



[ HTTP プ□キシサーバを経由する] 

プ□キシサーバを経由して接続する場合、 チェック します。 

ホスト名 

プ□キシサーバのホスト名または IP アドレスを指定します。 

ポー ト番号 

プ□キシサーバのポート番号を入力します（デフオルトは8080番)。 


回 


♦ PowerUsers の権限で VBCoHector を運用してくださし、。 

♦ インス!-ール先フオルダ、およびデータの保を先フオルダび存在するボリューム 
のファイルシステムには、 NTFS をおすすめします。 

♦ ファイルシステムに NTFS をご利巧の際は、インス!-ール先フオルダおよびデー 
夕の保を先フオルダの読み書きを許巧する設定にして運用してください。権限が 
ない場合は、機能び制限されます。 


^ネットワーク上の共有フォルダにデータをダウン□ードする 

♦ 「データの保を先」にネットワークドライブを使用したパス名は指定でをません。 
UNC 表記でパス名を指定してください。 

¥¥コンピュータ名¥共有ディレクトリ名 [¥ パス] 

(例） ¥¥ Server ¥ Share¥path 
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■ヴーパ情報を編集する 

登録されたサーバの内容を編集します。 

編集のしかた 

1. メニュー バーの「サーバ」か S 「編集」を選 
択して表示された「サーバー覧」ダイア□グ 
か6、編集したいサーバ名をクリックして選 
択し、[変更]ボタンをクリックしまず 

登録されたサーバを削除する場合は悄 ij 除]ボタンを 
ク U ックします。 


2. 追加の際と同様に、各項目を変更して [0 K ] 
ボタンをクリックしまず 


サーバを削除してを、ダウン□ー ドしたデータは削除されません。ダウン□ー ドした 
データを削除する場合には、 V 日 Collector イ方ージビューワの「データを削除する 
(一 P . 目-31)」か5行ってください。 





♦ 「データの保を先」フォルダを V 巨 Collect 日「びインス!ルされている PC か5 
読み書さでさるよラに、フォルダのアクセス権を設定してください。 

♦ l ^ TF の手順でダウン□ー ドの実行アカウント設定を行ってください。（一 P . 日-3目） 
設定を巧うためには、 Administrator 権限び必要です。 

1. メニューバーの「ツール」 から 「オプション」を選択します。 

2. オプションダイア□グの、「詳細設定」-[ダウン□ー ドの実行アカウントを指 
定ずる]をチェックします。 

3. ユーザ名とパスワードを入力します。 

4. [0 K ] ポタンをクリックします。 

※ダウン□-ド先の PC へ n グオン可能なアカウントを指定してください。 
※ダウン□-ドの実行アカウントび V 目 Collector をインス I ルしたフォル 
ダ（デフオルトでは、 C :¥ P「ogram Files ¥ Canon ¥ WebView ¥ VB ¥ 
V 巨 Collectors . 日）へ読み書きできるようにフォルダのアクセス権を設定 
して < ださい。 

※登録するユーヴには Administrator 権限び必要です。 

已.サービスを再起動します(一 P . 日-20)。 


映像蓄積機能を使つてみましよラ 












VBCoHector を使う 


タスクを登録する 


■タスクを追加する 

画像や音声をダウン□ードするためのタスクを新規に追加します。 


追加のしかた 


1. タスクを追加ずるにはメニューバーの「タス 
ク」か6「追加」を選択しまず 



2. 各項目を入力して [0 K ] ボタンをクリックしまず 

①タスク名 

タスク名を任意に設定します。 


[有効にする] 

タスクをスケジュールどおりに実行させる場合、チェック 
します。チェックをはずすと、追加してち実行されません。 



•な•防 


R 田古 R 王 ISI こ S ■行す玄 


I ~53 «S 
I gs 


霞対を サーバ 

V 日 Collector で蓄積画傲•音声をダウン□ー ドしたいサーバを選択します。サーバび登録されていない 
場含、空欄を選択し、[サーバ設定]ボタンをク U ックすると登録び可能です。 

[サーバ設定]ボタン 

ダウン□ー ド対象サーバの登録びで定ます （^P.6-13)。 登録後は、「対象サーバ」欄から選択でをる 
ぶラになります。 

( D スケジュール 


開始曰 

スケジュールの起点となる年月曰を設定します。タスクはここで指定した開始曰拟降、政下の項目で指 
定する条件と一致した曰に実行されます。 

開始時刻 

タスクを起動する時間を設定します （24 時間制)。 

[1 回] 

タスクを]度だけ実行する場をにチェックします。開始曰の開始時刻に1度だけ実行されます。 

[日単位] 

タスクを何曰かおきに実行する場合にチェックします。何曰おきに実行するか、その曰単位周期を]〜 
31曰で設定します。 

[週単位] 

タスクを実行する曰を曜日で指定する場合にチェックします。何週おきに実行するか、その週周期を] 
〜已3週で設定し、実行する曜日を指定します。 

[月単位] 

タスクを毎月指定した曰に実行する場合にチェックします。実行する曰は、]〜3]曰までによる指定、 
または第何曜日と指定します。 
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VBCollector を使う 


( D 詳細設定 

[繰り返し実行する] 

タスクを時間単位で繰り返し実巧する場合にチェックします。スケジュールで設定された開始時刻から、 
指定された分間隔で終了時刻まで繰り返しダウンロードしまず。チェックしない場合はスケジュールで 
設定された開始時刻に1回ダウン□ー ドを行います。終了時刻を過ぎるとタスクは実行されません。何 
分おさにダウン□ー ドするか、数値で指定します。分は曰〜143日までの数値を入力しまず。終了時 
刻は開始時間+ 23時間日日分まで指定できます。 

[障青発生時に再実行ずる] 

タスク実行時に正常にダウン □ー ドび完了されなかった場合、 その タスクを再実行させる場合にチェッ 
クします。指定時間間隔で指定回数タスクを実行し直します。その間、正常にダウン□ー ドびなされれ 
ば、それ1；|上タスクを繰り返しません。何分お去に何回再実行させるか、それぞれ数値で指定します。 
分は1〜] 0、回数は ] 〜] 0までの数値を入力します。 


wm ♦ V 日 Collect 日「で同時に実行でをるタスク数は最大]目タスクです。同時に] 7夕 
« スク政上を実巧するようなスケジュールとな5ないように、スケジュールの設定 

には十分を意してください。また、 V 目 Collector では同じサーバに巧して同時に 
複数のタスクを実行することはできません。各タスクの「開始時刻」に幅を持た 
せるなどして、同じサーバに同時に複数のタスクび実行されないよラ十分を意し 
て < ださい。 

♦ 最大1目タスクを同時実行する場合は、 V 巨 Collector をインス I ルする PC の 
性能にごま意ください（一 P .1- 日）。 

♦ □グ S 日1己「実行する間隔より長くタスクび稼動していました」び出力されるよ 
ラな場合、同時に実行するタスク数を減らすなど、スケジュールの設定を見直し 
てくださし、また Windows 2000 SP 4 をご使用の場合は 、 Windows Update 
を実行することで改善される場合びあ0ます。 


^映書疆襲使つてみましよラ 
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VBCoHector を使う 


■タスクを編集する 

登録されたタスクの内容を編集します。 


編集のしかた 

1. タスクー覧で編集したいタスク名をクリック 
して選択し、メニューパーの「タスク」か6 
「変更」を還択、またはタスクー覧で編集した 
いタスク名をダブルクリックしまず 

登録されたタスクを削除する場合は、メニューバーの 
「タスク」か!5「削除」を還おします。 



2. タスクの追加と同様に、を項目を変更して 
[0 K ] ボタンをク U ックしまず 
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タスクの実巧と中止 


■タスクを実巧する 

登録されたタスクを実行するには、「タスク設定」で[有 
効にする]にチェックを入れます。 

設定されにスケジュールびある場合、タスクは自動的に実 
行されますび、すぐにタスクを実行させる場合はタスクー 
覧ですぐに実行したいタスクちをク U ックして選択し、メ 
ニューバーの「タスク」 から 「すぐに実行」を選択します。 


■タスクを中止する 

登録されたタスクを無効にするには、 r タスク設定」で[有 
効にする]のチェックをはずします。 

実行されているタスクを中止させるには、タスクー覧で中 
止したいタスク名をク U ックして選択し、メニューバーの 
「タスク」か5「中止」を還択しまず。 
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VBCollector を使う 


■ タスクの動作が況を確認する 

タスク実行中に、ダウン n — ドの動作状況を確認できます。 

巧認のしかた 


1. タスク実行中に、 メニューバーの 「タスク」 
か6「動作状況」を選択ずる、または動作状 
況を表おしたいタスクを選択してちクリック 
し、 表示され る ポップアップ メニューか 6 
「動作げ況」を選択しまず 



2. ダウン□ー ドの動作状況を確認し、[閉じる] 
ボタンをクリックしてダイア□グボックスを 
閉じまず 

ダウン□ー ドを中止する場合は、[中止]ポタンをク 
リックします。 


①進行げ況 

ダウン□ー ドの進行状況び表示されます。 

感 ホストを 

サーバ情報（一 P.6-14) で設定した、ダウン□ー ド対象サーバのホスト名び表示されます。 

データの 巧巧巧 

サーバ情報（一 P.6-14) で設定した、ダウンロードしたデータの保を先フオルダ名び表示されます。 

[サーバ上のデータを消去する] 

チェックされている場合、ダウンロードしたデータはサーバから削除されます。チェックの有無を変更 
するには、サーバ情報（一 P.6-14) で設定し直してください。 
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VBCoHector を使う 


タスクー覽の表巧内容 

タスクー覧では、タスクのさまざまな実行状況び確認でさます。 

•々ス々名 

タスク設定時に「タスク名」として入力した名称び表示 
されます。タスク名の左側には、タスクの状態をアイコ 
ンで表な^します。 

「実行中」 現在、このタスクは実行中です。 

Q , 「待機中」 現在、このタスクは次回の実行予定時刻まで実行待機中です。 

で J 「無効」 タスク設定で[有効にする]びチェックされてお5ず、現在このタスク 

は実行されていません。 

ミ L 「実行予定なし」現在、このタスクの実行予定はありません。 

な「設定内容破損」このタスクは設定内容に矛盾び生じたため、タスクび実行されないこと 
びお0ます。 

♦サーバ名 

タスク設定時に「対象サーバ」で選おしたサーバ名び表示されます。 

♦次回の実行時刻 

タスクの次の実行開始曰時び表示されます。 

•前回の結果 

タスクを最後に実行した結果び表示されます。 

•最終 エラー 時刻 

タスク動作中にエラーげ発生した場含、最新のエラーの発生曰時げ表示されます。 

♦スケジュール 

タスクの開始曰-開始時刻-実行間隔が表示されます。 

自動ダウン □- ド(一 P . 目- 21) の実行状況は「"通知によるタスク"」というタス I 
ク名で表示されます。 

■ タスクー覧の表示内容を更新する 

表示されているタスクー覧の内容を最新のちのに更新する 
には、 にュー八一の 懷示」から「最新の情報に更新」 

を選択します。 

サービスの 開始/停止 

タスクスケジューラサービスの開始/停止を行ラことびできます。 

設定のしかた 

メニューバーの「ツール」 から 「サービスの開始」、また 
は「サービスの停止」を選択します。サービスび開始され 
ている場合は「サービスの停止」、サービスび停止されて 
いる場合は「サービスの開始」のみ選択でさます。 


確認のダイア□グび表示されます。 [0 K ] ボタンをクリツ 
クします。 
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通知による自動ダウン□ー ドをする 


画像や音声を蓄積するためのサーバの容量び不足すると、それ政 上 データを蓄積することびでさ 
ません。サーバの残り容量び設定した値を下回ったとさに、サーバび送信する残量警告;<ッセー 
ジを受信し、指定された PC へデータが自動的にダウン□ー ドされ、サーバの空を容量を増やす 
ことびでさます。 

1. メニューバーの「ツール」一「通知による自動ダウン□ー ド」を選択しまず 


2. サーバを選択して通知に関ずる設定をしまず 


①サーバの通知設定 

自動ダウン□ー ド候補になるサーバの一覧を表示します。 

この一覧には、本ツールで登録した各サーバ（一 P. 日-1 3) 

の通知に関する設定を表おします。 

サーバ名 

本ツールで登録したサー j く名を表おします。 

通知の有無 

サーバの空さ容量びある値に達したとさに、鶏量警告メッセージを送信するかどラかの設定を表おしま 
す（一 P.6-22)。 

残量 (MB) 

サーバの空さ容量の設定値を表示します。この設定値を下回ったとさに、ヴーバは残量警告；><ッセージ 
を送信します。 

通知巧 

残量警告 ><ッセージを通知するホスト名を表おします。 

送信ポート 

通知先の TCP ポートを表示します。 

⑥サーバが態表示エリア 

選択したサーバの状態を表示します。サーバの状態において、[サーバ設定]ボタンと[通知設定]ボタ 
ンの設定びでさるかどラかび変わりまず。 

「通知機能び利用可能なサーバです」 

[サーバ設定]ボタン、[通知設定]ボタン共に有効 

「サーバが通知機能をサポートしていません」、「サーバとの接続に失敗しました」 

[サーバ設定]ボタンは有効、[通知設定]ボタンは無効 

「サーバ情報が不正です」 

[サーバ設定]ボタンは有効、[通知設定]ボタンは無効 

なし 

[サーバ設定]ボタン、[通知設定]ボタン共に無効 

③受信ポート蚕号 

サーバからの残量警告 ッセージを受信する TCP ポート番号を指定します。デフオルトは1906と 
なっています。 

® [適用]ボタン 

受信ポート番号の変更をレジスト U に保をします。変更する際にはダイア□グび表示され、[はしリボタ 
ンをク IJ ックすると、各サーバの送信ポートも変更されます。 



① 


⑥ ⑥ 


⑤ 
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①[空さ容量不足時に通知ずる] 

チェックを入れると、サーバの空去容量び不足したとさに 
鶏量警告メッセージを送信します。 

霞 サーバの 空を容量 

サーバび残量警告通知を行ラ空さ容量値を設定します。 
サーバの空を容量びこの値を下回ったとさに、残量警告通 
巧メッセージを送信します。 

《 Windows XP S P 2 でご使巧いただく場合は 
[Windows XP SP 2 でご使用いただく場合の注意事 
項」（一 P .1- 已）をご覧ください。また 、 Windows 
Server 2003 Standard Edition ( SPl ) で [Windows 
ファイアウォール]機能を有効に設定してある場含ち同 
様です。 


③ 通知先アドレス 

IP アドレスび複数ある PC に V 日 Collector をインス!ルしている場含、通知先アドレスを選おしま 
す。 

m • r 通知先」び 「( other )」 と表示される場合や、送信ポートと受信ポートび異なる 
™ 場合は、残量警告通知を受信でさません。 

♦ ホスト名や HTTP ポート番号などサーバ情報び正しく入力されていない場合や、 

残量警告通知機能をサポートしていないサーバの場合は、「 . 」と表示され 

ます。 

♦ 選択したヴーバで、「通知先」び r ( other ) J または「送信ポート」び「受信ポー 
卜番号」と異なる場含、設定値の変更をしてをよいか、確認の方ッセージび表示 
されます。[はい]ボタンをク U ックすると、ダイア□グび表示されます。 

♦ 通知元のサーバびタスク実行中の場合、通常タスク中には自動ダウン□ー ドは行 
われません。 

♦ サーバ上のデータ消去についての設定に関わ5ず、サーバのデータは消まされま 
す。 

♦ サイズの大をな画像び毎秒蓄積される場合や音声を連続して録音蓄積する場合、 
サーバげ通知する前に容量不足となり、映像蓄積-音青蓄積び行われないことび 
あります。 

♦ サーバの空を容量び設定した値を下回ったとさ、サーバか5の通知は30秒毎に 
送信されます。 


⑥[サーバ設定]ボタン 

選択したサーバの情報についてのダイア□グを表示し、編集をします（一 P .6-13)。 

(D [通知設定]ボタン 

選択したサーバの通知設定を行います。 

3. [通知設定]ボタンをクリックして、サーバが残量警告通知を巧ラ空を容量値を設 
定しまず 
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■ VBCollector イメージビューワの起動 


起動のしかた 



■ VBCollector イメージビューワの表況固面について 

①(を渾®⑥祗⑦ （D 灌 ⑩⑩ 



①[データの巧索]ポタン 

カメラサーバのデータから、日時■カメラ-卜 U ガーの条件でお索を行えます。 

霞[データの削除]ボタン 

選おされたデータを削除します。 

通[最新の情報に更新]ボタン 

画面に表示されている内容を最新の情報に更新します。 

® [フォルダツリー表示の表示切り替え]ボタン 

フォルダツ U —表示エリア(⑩)の表示/非表示を切り替えます。 

⑥[リスト表示の表示切り替え]ボタン 

リスト表示エリア(⑩)の表示/非表示を切り曾えます。 


タスクスケジユーラに基づいてタウン□-ドした蓄積データは、「ヴーバ情報」で指定したフオル 
ダに保存されます。これ5の蓄積データは VBCollect 日「で、容易に画儘の閲覧や音青の再生、音 
声と画像のア ニ; <ーシヨン再生、詳細情報の表示、条件検索などを巧ラことびでさます。 



蓄積画像の閲覧.蓄積音青の再を 
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⑥ [サムネイル画像の表示切り替え]ボタン 

サムネイル画像エ U ア(⑩)の表示/非表示を切り曾えます。 

⑦ [詳細表示ウィンドウをずベて閉じる]ボタン 

現在開かれている詳細表示ウィンドウをすべて閉じます。 

(D 画像表示モード：[画像表示]ボタン 

選択したフォルダ内にあるデータから、画像データのみを一覧 
表术します。 

サムネイル画像エリアには、画像のサムネイル、リスト表示エ 
U アには隔影印寺][力ラ][卜 U ガー]情報びダウン□-问慣に 
表术されます。 


③音声表示モード：[音声表示]ポタン ( VB-C 已 OFSi のみ） 

選択したフオルダ内にあるデータから、音声データのみを U ス 
卜表示エ U アに一覧表おします。 

U スト表示エ U アには臨音開始日閒觸音時副情報びダウン 
□ー ド順に表示されます。 U スト表示ェ U アの音声データを選 
択すると、サムネイル画像エリアに音声の録音された期間に撮 
影された画像のサムネイルび表示されます。 


⑩イベント表示モード：[イベント表示]ポタン 

選択したフォルダ内にあるデータから、撮影-録音イベントの 
みを U スト表示エ1」アに一覧表示します。 

U スト表示エ U アには[発生日時][イベント][録音開始日時][録 
音時間]情報びダウン□一 问慣に表示されます。 U スト表示エ U 
アのイベントを選択すると、サムネイル画傲エリアに、撮影イ 
ベントの場合は撮影イベントの前後30砂し U 内に撮影された画 
像のサムネイル、録音イベントの場含は音声の録音された期間 
に撮影された画债のサムネイルび表示されます(録音に関する表 
示はV日 -C 已 OFSi のみ)。 

⑩混合表示モード：[混合表示]ボタン 

選択したフォルダ内にあるデータから、画傲•音声データを一 
覧表おします。 

サムネイル画像エリアには、画像のサムネイルまたは音声アイ 
コン、リスト表示エリアには障積日時][力ラ][卜 U ガー][録 
音時間]情報び蓄積曰時順に表示されます。 U スト表示ェリアで 
は、音声の録音された期間に撮影された画像は黄色と色なしに 
色分けして表示されます盾声ファイル表示はV巨 -C 巳 OFSi の 
み)。 
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够フォルダツリー表示エリア 

VBCoiiector イメージビューワで管理するデータをフォルダツ U- 表示します。 

® サムネイル表示エリア 

フオルダツリー表示ェ U アで選択されたフオルダや U スト表示エリアで選択されたデータに属する画像のサ 
ムネイルを表示します。 


⑩リスト表示エリア 

フオルダツ U —表示ェ U アで選択されたフオルダ内のデータを一覧表おします。 
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表巧モードの活用について 

4つある表示モードを活巧することで、蓄積データの閲覧•再生を効率的に行ラこと 

びできます(録音-音青については V 日 - C 日日 FSi のみ)。 

♦ 画像表示モード：画像データび U スト表示されるので、サムネイル画像か5目的 
の画儘を探したり、画像の変化の様テを見るのに便利です。 

♦音声表示 モード： 音声データび U スト 表示されるので、録音された期間に撮影さ 
れた画像を閲賣した0、音声と画像を同時再生したい場合に便利です。 

♦ イベント表示モード：外部デバイス入力と動さ検知による撮影•録音イベントび 
リスト表示されるので、タイマーにより蓄積された画像-音青データは表示され 
ません。イベント発生時に撮影された画像-録音された音声のみを閲賣-再生し 
たい場をに便利です。 

♦混含表示モード：蓄積曰時順に画像•音声データが表示されるので、すべての 
データを蓄積された時系列で確認していくのに便利です。また U スト表示エ U ア 
では、録音期間中に撮影された画像データは色分けして表示されるので、データ 
の蓄積状況を容易に確認したり、連続するデータを選がし同時再生を行ラことび 
でさます。 

これ！;^外に、データの検索 P .6-28) で作成された検索結果のフオルダを選おし 

て一覧表示させているときわ、表示モードを切り誓えることびできます。日時•カメ 

ラ-トリガーで蓄積データを絞り込んだ後、香表示モードを有効に利巧することが巧 

能です。 _ 

& V 日 Collect 日「イメージビューワを起動したときに最初 

に表示される表示モードは、 にュ ー J く一の「表示」か r イ•'ント巧示 

ら「オプション」を還び、のスト表示」-「起動時の … -ぉ广す。 — 
表示モード」か!5設定でさます。 . 

「 巧 Ie I キサンむレ I 


■データの詳細を表示する 

データの詳細情報の表おや画像のあ大/縮ル、音亩再生 ( VB - C 已 OFSi のみ)びできまず。 


ま示のしかた 

リストまたはサムネイルのデータをダブルク 
リックします。あるいはデータを選択し、メ 
ニューパーの「ファイル」 から 「詳細表示」 
を選びまず 
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幽画画画画 3 
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2. 詳細表示しまず 



①画像表示領域 

選択した画像び表示されます。画徹サイズび表示領域より大きい場合は、スク□ールバーで画债の表示 
位置び移動でをます。 

霞蓄積情報表示領域 

データの詳細な情報び表示されます。 

(D [表示位置]バー 

データの表示位置を示すバーで、ドラッグずることで移動びでさます。 


碟 アニメーシヨンコント □—ル領域 

アニメーシヨンの操作を行います。 

⑥[再生速度]パー 

アニメーションの速度をドラッグすることで変更びできます。 


( D 拡大/縮ルコント □ — J レ領域 

画像の拡大/縮ル操作を行います。 

⑦[音青]ポタン (VB-C 已 OFSi のみ） 

音声を再生する/しないを切り替えます。 

* 画债表示モードから「詳細表示」を選択した場合は、音声ボタンは表示されません。 

(D [リサイズ]ボタン 

ウインドウサイズを変更でをます。 
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1 100K 

み 1 み測 

Fiooh 

[表示倍率] 

み 

[拡大]ボタン 


[縮ル]ポタン 

測 

[移動]ボタン 


現在の表示倍率を表おします （ 10%〜已〇0%まで表おでさ 
ます)。 

画像を10%あ大します。 

画像を10%縮かしまず。 

画像サイズび表示領域よ0大さい場合、画像の表示位置を移 
動できます。[移動]ボタンをク I 」ックし、画像上にマウスカー 
ソルを含わせるとカーソルびのにかわ0ます。画像上でマ 
ウスの左ボタンを巧したまま [3 を移動してください。画像 
の表示位置び移動します。 



[音声]ポタンによるアニ方 ー ションと音声の同時再生では、アニメーションは音声の 
再生速度にをわせて再生されますび、アニ^ーションと音声は同期しません。また、 
[音声]ボタンび有効のときは、[再生速度]バーは使巧できません ( VB - C 已日 FSi のみ)。 
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•ウインドウサイズの巧更 

ウインドウサイズには、ラージサイズとノーマルサイズびあります。最初の画像の大きさに 
よって自動的に選おされますび、手動で切り誓えることわでをます。 


西! 


[ラージサイズ]ボタン 


tun 


[ノーマルサイズ]ボタン 


クリックすると、ダイア□グびラージサイズになり 
ます。ダイア n グげノーマルサイズの場合に表示さ 
れます。 


クリックすると、ダイア□グびノーマルサイズにな 
ります。ダイア□グびラージサイズの場合に表おさ 
れます。 


■データを巧索する 

力;<ラサーバのデータか5、曰時-カメラ-卜 U ガーの条件で検索します。 


巧索のしかた 


1. フォルダツリー表おか5検索ずるサーバを選 
択し、[データの検索]ボタンをクリック、また 
はメニューバーの「ファイル」か5「検索」 

を選びまず 
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画画画画画 3 

133日〇〇巧 13巧0135 に出の法 1&3だ!の日 に巧巧巧 


2. 「検索」ダイア□グが表示されまず 

政下の条件を設定して[実行]ボタンをクリックする 
と、設定した条件に合致するデータび検索結果として 
一覧表示されます。 

①検索る 

入力された名称のフォルダび「検索結果」フォルダ 
の下に作成され、検索結果を表示します。既存の 
フォルダ名を検索名に指定すると、前回の検索結果 
は破棄され、新しい検索結果を表示します。 

⑤曰時 

開始曰-終了曰か5曰付の範囲を、開始時刻-終了 
時刻から時間の範囲を指定します。 

③カメラ 

チェックを入れた力;<ラ番号のデータび検索条件になります。音青とイベントのデータはこ 
の条件では絞り込まれません。 

® トリガー 

チェックを入れた卜 U ガーのデータび検索条件にな0ます。音声のデータはこの条件では絞 
り込まれません。 
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3. 検索結果の一覧が表示されまず 

「検索結果」フォルダの下に賦索名]フォルダび作成さ 
れ、検索結果び一覧表示されます。 
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♦絞0込み巧索ずる 

検索結果か5、さらに条件を絞0込んで検索したい場含は、絞り込み検索したい[検索名] 

フオルダを選択して、[データの検索]ボタンをクリックします。前回検索時の条件び表おさ 
れるので、条件を再設定します。 

♦巧索結まを削除ずる 

[検索名]フオルダを選択して、ちクリックで表示される方ニューから、[検索結果の削除]を選び 
ます。[検索名]フオルダは削除されますび、ダウン□ー ドされた蓄積データは削除されません。 



♦検索結果のフォルダにある画像•音声データは、ダウン□ー ドされた蓄積データを 
参照しています。蓄積データそのもの、またはコピーしたものではありません。 
♦検索で不要なデータを抽出し、蓄積データを削除したい場合は、[検索名]フォルダ 
をちク U ックし、[データの削除]を選びます。 

♦検索結果の画像•音声データを V 目 Collector イ^ージビューワし：^外で利巧したい 
場合は、「ファイルを取り出す」を行います (一 P . 目-30)。 
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■ファイルを取り出す 

ダウン□-ドした画像や音青は、 VBCollector イメージビユーワび管巧するための独自あ式でま 
とめてな存立れており、 VBCollector イメージビューワ(外で利用することびでをません。他の 
アプ U ケーシヨンなどでデータを利用する場合には、ファイルを取り出し、ダウン□-ドしたデー 
夕をサーバで蓄積されていたファイルお式に復元しまず。 


設定のしかた 


1. フォルダツリー表示か6ファイルの取り出し 
を行うフォルダを還択し、メニューパーの 
「ファイル」 から 「取り出し」を選びまず 


2. 取り出したファイルを保をずるフォルダ名を 
指定しまず 


3. フォルダツリー表示の[フォルダ]の下に、指定 
したフォルダ名のフォルダび作成され、フォ 
ルダ内のファイルは復元されていまず 

フォルダを選択して、ちク U ックで表おされるメ 
ニューか6[フォルダの非表示]を逞ぶと、ツ U - 上占、 
5還おされたフォルダび非表示となります。その際 
データは削除されません。 
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■取り出したファイルを管理する 

取り出しに JPEG 画像ファイル、 AU 音青ファイルを VBCollector イメージビューワで管理 
し、閲覧•再生することびでさます。 

設定のしかた 

1. メニューパーの「表示」か6「フォルダの追 
カロ」を選択、またはフォルダツリー表示か6 
[フォルダ]をちク U ックして「フォルダの追 
カロ」を選びます 
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VBCoHector を使う 


2. 管理ずるファイルの入ったフオルダ名を指定 
しまず 


3. フオ J 
した- 
ルタ’ I 

フオ J 
ニュ- 

5選す J 

デーづ 


I レダツリー表示の[フォルダ]の下に、指定 
フォルダ名のフォルダが作成され、フォ 
巧のファイルび管理できまず 

レダを選択して、ちク U ックで表示される方 
-から[フォルダの非表玩を選ぶと、ツリー上か 
R されたフオルダび非表示となります。その際 
?は削除されません。 


つ p*tl い£1がの〇1>ド1呼 "J 口お 

1 B り尼 Tif 坦《 

loa 口,-" 

.avB-CEOFSi 

3闻口)巧 

垃1日 a 月化日 
。み語]* 

荷闲 !• 护 f 

。田っむけ 



] 

如江!]02 

醉〇〇の ゴ 

IBrm WSWJ け。：!イ化12 ijj 卜 MS ィ 


夕を削除する 

ードした データ やフォルダの データを 削除します。 

設定のしかた 

I レダツリー表おか6データの削除を行ラ 
I レダを選択し、[データの削除]ボタンをク 
ク、またはメ ニュー バーの「ファイル」 
「削除」を選びまず 

ダイア□グで「はい」をクリックずると、 
夕は削除されまず 


I 。山 

で e け !] か m 


BBSS I < 々 l •ぉ J モ JI 


凹 画 
隨關圓画圈 


1336323* 13383836 



フオルプツ J—I ご田 B するつ才 _) レぎを迎 R してくだ 3 い 



ダウン□ー ドした画像や音声は、 V 目 Collector イ^ージビューワび管理するための 
独自あ式でまとめて保存しているため、ファイルを個別に削除してもダウン□ー ドし 
た画像や音声び占めるディスク容量び減らない場合びあります。また、リストか5大 
量のファイルを選択して削除すると、時間びかかる場含びあります。そのため、ダウ 
ン n — ドした画像-音青データの削除は、フオルダ単位で行ラことをおすすめしま 
す。 


^映痛疆襲使つてみましよラ 
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VBCoHector を使う 


[情報レベル] 

[警告レベル] 
[エラーレベル] 

[不明] 


⑤ 日時 

n グの発生曰時び表示されます。 

感 タスク 

n グを出力したタスク名び表示されます。 

® サーバ 

タスクのダウン□ー ド対象ヴーノ（名げ表示されます。 

⑥ メッセージ 

n グのメッセージび表示されます。 


□グを閲覽する 

V 日 Collect 日「はタスクの実行に関する□グを出力しています。□グを閲覧するには;<ニューバー 
の「ツール」か5「□グの表示」を選択します。 


① 

1 

③ 

1 

(D 

④ 

⑥ 

1 


■ ijV 目 Collector □ブピユ-ワ Ver 壬0 




ファイルお 

ぉ集啦 をモ(のヘルス出 1 


^_ 


トドょ 

1 日が 

タカ J 

1 ん s 

1 かむ々 

3 

◎ 0002 

2004/04/08 08:55:05 

taskl 

VB-C50Fi 

タウン日-ド完了: 60 は (60 巧消去,房巧画をま宿日巧:2004 /0W 妨0目;巧; 0... 

—1 

djoooi 

2004/04/08加:日5;00 

taskl 

VB-C50Fi 

タウン□ード刷台 


团 0002 

2004/04/08 08:50:04 

t が kl 

VB-C50Fi 

タウン日-ド売了:60巧 (60 巧;1去,房巧画をま径日巧:2004/04の808;50;0„, 


因 D001 

2004/04/08加: SO; 00 

taskl 

VB-C50Fi 

タウン□ー ド剛さ 


圓 D002 

2004/04/08 0日;巧;05 

t が kl 

VB-C50Fi 

タウン□-ド売了:60巧 (60 巧消去,房巧函巧ま植日巧:2004/04/说0日;巧; 0... 


固 D001 

2004/04/08 0日:巧;00 

taskl 

VB-C50Fi 

タウン□ード刷ミ 


因 0002 

2004の4/的08:40:15 

C が kl 

VB-C50Pi 

巧ウン□-ド売了:巧巧(的が;’肖去,最巧画巧ま培日巧:2004のが巧0日;が!; 0... 


固 D001 

2004/04/08 08:40:00 

t 出 kl 

VB-C50Fi 

タウンロ-ド刷ミ 


因 5100 

2004のが拍08:31:48 



VBCoHector タスクスケジユ-ラサ-ピスを巧賠しました 



□グには！; TF の内容び表示されます。 

①コード 

識別コードび表示されます。識別コードと共に、そのレベルに応じた4種類のアイコンび表示 
されます。 
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VBCollector を使う 


■ 条件でログを選別して表示する 

エラーの種別、コード、日時などでフィルタリングし、必要な情報だけを表示させることびでき 
ます。 

設定のしかた 

1. メニューバーの「表示」か6「フイルタ」を 
選択しまず 


2. 「フィルタ」ダイア□グが表示されまず 

の条件を設定して [ OK ] ボタンをク U ックする 
と、設定した条件に合致する□グのみ表示されます。 

変更しない場含は[キャンセル]ボタンをクリックし 
ます。 

① タスクを指定ずる 

タスク名でフィルタ U ングする場合にチェックし 
て、タスク名を入力します。 

感 サーバを 指定ずる 

ヴーノく名でフィルタリングする場合にチェックし 
て、サーバ名を入力します。 

③ エラー 種別 

エラー種別によるフィルタリングの設定を巧います。 

[指定しない] 

重要度-コードによる設定を無効にします。 

[重要度を指定ずる] 

「エラー」、「警告」、「情報」のエラーレベルで、表示させるレベルにチェックを入れます。 

[コードを指定ずる] 

n グの識別コードを入力して、該当する識別コードの□グのみ表示させる場合にチェックを 
入れ、識別コードを入力します。 

® 日時 

n グ出力曰時によるフィルタ U ングの設定を行います。 

[開始日時を指定ずる] 

チェックを入れ、曰時を入力すると、指定された日時 W 降に発生した n グび表示されます。 

[終了日時を指定ずる] 

チェックを入れ、曰時を入力すると、指定された日時む前に発生した n グび表示されます。 




:っ一 Trk 防。 F5 E 
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3; =■■ 

广。:'，。い‘;。。 
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0- • r うスク巧院する 

-•厂。叫巧巧定する 

⑤-•エラ-側口，防ぶい 

r を空度ち巧ちす5 


④— *0 


广コード芭巧定する： 

厂日巧さ巧定する： 
厂0了曰巧ち巧ちす支： 


^映痛疆襲使つてみましよラ 
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VBCollector を使う 


■ログを巧索する 

□グを艾字列で検索をすることびでさます。をくの n グの中か5、目的の□グを探し出す場合に 
便利です。 

設定のしかた 

1. メニューバーの「編集」か6「検索」を選択 
しまず 


2. 「検索ずる文字列」に検索したい文字列を入力 
し、[検索]ボタンをクリックしまず 

□ グの先頭か5検索を開始します。 □ グを選択した場 
合は、選おした□グか5検索を開始します。[キャン 
セル]ボタンをクリックすると、検索ダイア□グが閉 
じます。 



[大で字とルで字を区別ずる] 

チェックすると、 r 検索する艾字列」に入力した艾字列の大艾字とル文:字を区別し、完全に一 
致した又字列のみ検索します。 


3. 該当ずる文字列の含まれる行がノ V イライト表 
示されまず 

そのままキーボードの 「 F 3」 を押すと前方検索、 
[ Shift + F 3 J を押すと後で検索を行います。一巡し 
てすベての検索び終わると「検索び完了しました」と 
表示され、検索を終了します。該当する艾字列び見つ 
からない場合は、「検索項目び見つか0ませんでした」 
と表示され、検索を終了します。 


つ■の S 巧！！ S 




.□■ 巧 7;6 


BEBESSBOSBHHBSm 

巧【め 1 R 巧,み fiSiSSO 日巧;ぶ…… UB 。巧.0 


Kd — 巧田占 La 。 
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VBCollector を使う 


2. 開きたい□グファイルを選択し、「開く」をク 
リックずると、選択した□グが表示されまず 



■ログファイルを選択する 

V 巨 Col lector の n グファイルは、 V 巨 Col lector をインストールしたディレクトリ内の 
「 SYSTEM 」 フオルダに、 rvbrpd . logj ファイルとして保をされます。また、ファイルの容量び 
10 M 目を超えると [vbrpdOl . logj に U ネームされ、同じフオルダ内に新しく fvbrpd.logj t )^ 
作成されて□グび記録されます。□グファイルは新しい順に 「 vbrpd . log」、[vbrpdOl . logJ . 
「 vbrpd 日2.10 g 」 ••- •と作成され、最大で 「vbrpcM 0.10呂」まで作成されます 。 VBCollector 
□グビューワでは、作成された n グファイルを選択して表示させることびでさます。 


涅択のしかた 
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VBCoHector を使う 


巧巧期巧-ディスク容量の設定 


データの保を期間や、ダウン n — ドデータの保存先ドライブの空さ容量げ指定した容量を下回つ 
た場合の対応を設定することびでさます。 

設定のしかた 

1. メニューパーの「ツール」か6「オプション」 

を選択しまず 


2. 表示されたオプションダイア□グの各項目を 
入力して [0 K ] ボタンをクリックしまず 

①保存期間 

[保存日数を超えたデータは削除する] 

チェックすると、保を日数を超えたデータを削除します。 

データの保存期間は吕〜] 00曰で指定し、開始時刻で削 
除を実行する時刻を指定します。 

霞ディスク容量 

指定した空き容量を下回った時の対応 

タスク実行時にデータの保存先び存在するドライプの空を容量び、「空さ容量」で指定した容量未満に 
なった場合の対応のしかたを設定します。「空さ容量」は300〜2000 M 日の間で指定でをます。 
♦「タスクを実行しない」 

実行予定時刻になってち、タスクは実行されません。 

♦ 「古いデータを削除する」 

設定した空を容量になるまで、サーバに蓄積してあるダウン□ー ド済みデータを、撮景ミ曰のちい 
ちのから]曰単位で削除します。 

( D 詳細設定 

[1 回あたりにダウン□ー ドずるデータ数の上限を指定ずる] 

チェックすると、サーバから]回あたりにダウン□ー ドするデータ量の上限を、画像数]〜30,000、 
音声数]〜己00まで設定でをます。 

[ダウン□—ドの実行アカウントを指定ずる] 

チェックすると、ダウン□-ドの実行アカウントを指定できます幢録するユーヴには Administrator 
権限び必要です)。 

ネットワーク上の共有フオルダに、サーバからデータをダウン□ー ドしたい場合い P.6-14)、 設定し 
ます。 

チェック棲、ユーザ名とパスワードを入力してください。 

設定棲はサービス再起動び必要です。 



回 

お願い 


データの保を先ドライブの空さ容量びなくなると、□グ S 023 r 実行エラー：ディ 
スクの容量び不足しています」または0029「ディスクの空を容量び不足してい 
るためダウン□ー ドを中止しました」び出力されます。 

ちい画儘を削除する設定の場合、前曰ダウン n — ドした画像ち削除される可能性 
びありますのでごを意ください。 
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トラブルシューテイング 


販売店やお客様相談センターに連絡する前に、 L 处下のことを確認してください。□グ方ッセージ 
び表示されている場合は、□グメッセージー覧の内容と対策を参考にしてください。 


本機が起動しない 

♦ AC ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

♦電源を入れ直してください（一 P ぶ-7)。 

♦ PoE 対応 HUB などをご使用の場合は、 LAN ケーブルび正しく接続されているか確認して 
ください。 PoE 対応 HU 目などは、動作確認済のものをご使巧ください(一 P ぶ-目)。 


VBSetup.exe が動作しない 

• LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

♦本機の電源を日 FF / 日 N してみてください（一 P .2-7)。 電源を入れてから20分];(上経過 
すると、 V 目 Setup . exe に反応しなくなります。 

♦本機と VBSetup . exe び動作している PC が、同じセグ方ント上の LAN に接続されている 
か確認してください。 

参 Wind 日 WS XP SP 2 をご利用の場合は V 目 Setup . exe び動作しない場合びあります。そ 
のときは 「Windows XP SP 2 でご使用いただく場含のを意事項」（一 P .1- 目）をご覧く 
ださい。また 、 Windows Server 20日3 Standard Edition ( SPl ) で [Windows ファ 
イアウォール]機能を有効に設定してある場含を同様です。 


_本機のサンプルぺ■ジが表示されない_ 

• LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

♦本機のネットワークび正し < 設定されているか確認してください。特に IP アドレス、ネッ 
トマスク、デフオルトゲートウェイアドレスについては利用しているネットワークで使巧 
可能な設定か確認してください。 

♦ IP アドレスの変更を行った場合には、本機び一度再起動するまで有効になりません。 

♦本機のアクセス制限を利用している場合には設定内容を確認してください （^ P .3-19)。 
♦ビューワ側のソフトの URL または IP アドレスの指定び正しいか確認してください。 
♦ルータの NAT 機能を利用している場合は、 Web ぺージに記述する本機の IP アドレスび正 

しいか確認してください（一 P . 日-2目）。 


_映像が表示されない_ 

♦ビューワのソフトウエアび正しくインストールされているか確認してください（一 P .7- 
1己）。同捆の CD - R 日 M に収録されているビューワソフトの使巧説明書 ( Viewer - J . pdf ) 
も参照してください。 

♦映像の品質が悪い場合は、本機の画質設定を確認してください卜 P .3-7)。 また、ビュー 
ワ側の PC などの表示色数を確認してください。 

♦本機で同時にアクセスできるビューワの数び制限できます。制限を超えた場合には映像び 
表示されずに方ッセージび表示されます（一 P .3-1 4)。 
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トラブルシューティング 


♦ Java 巧ビューワで映儘び見5れない場合は、ブラウヴのバージョンなどの動作環境を確 
認してください（一 P .1-4)。 また、事前に Java VM びインス! -- ルされている必要びあ 
ります。詳細はホームページをご確認ください。 

製品紹介ホームぺージ： canon . jp/webview 


_カメラ制御びできない_ 

♦カメラアングルをプ U セツトに制限している可能性びあります。設定内容を確認してくだ 
さい（一 P .3-13)。 


_ビューワのち続が切れる 

♦ネットワークや PC に異常げないか確認してください。 

♦ PC を再起動し、接続してみてください。 


_パスワードを忘れてしまつた_ 

♦ U セットスイッチを用いて、本機の設定をすべて工場出荷時の状態に戻すことびできます 
(一 P .7-19)。 工場出荷時の管理用パスワードは「 V 目 - C 已日 U です。ただし、 IP アドレス 
やサブネットマスクなどのネットワーク設定わすべて出荷時の値にな0ますので、再設定 
び必要になります。保をしたホームページのデータも消去されます。 


映像-音声の蓄積がでまない 

♦蓄積データ量は設定によって変化します。必要のない蓄積データは消去してください 
P .3-27)。 

♦カメラの電源び入っているか、ケーブルは正しく接続されているか確認してください。 
♦音声の蓄積は、 VB - C 日 OFSi でご使用いただけます。 
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_音青再生ができない_ 

♦音声フアイルの設定び正しく巧われていない可能性びあります。ち設定してみてください 
(一 p '4 -己6)。 


雷積画像の巧巧び設をよ日るい 

♦外部デバイス入力の蓄積間隔 （^ P .4-50) よ D 動さ検巧の蓄積間隔 （^ P .4-42) を長 
めに設定していると、動を検巧時の蓄積枚数び設定した値よりをく取れる場合びあ D ます。 
同じ蓄積間隔に設定すると改善されます。 


回 

お願い 


困ったときには ReadMe も合わせてご覧くださし、 ReadMe には本書に記載されて 
いない重要な情報び書かれている場合があります。必ずお読み<ださい。 
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□グメッセージー覧 


本機の□グメッセージ 

Syslo 旨の□グメッセージは、 JiTF の己種類に分類されています。細分類は UNIX の syslog に巧 
応しています。 


細分類 

レベル 

障青の程度 

crit 

エラー 

ソフトレベルの深刻な障害（タスク動作停止） 

SIT 

エラー 

動作に支障のある異常（動作継続） 

warning 

警告 

動作に支障のない異常 

notice 

警ち 

システム列部の異常 

info 

情報 

正常動作に関する情報 


■カメラサーバのメッセージ 


• A 001 カメラヴーパ’の起動失敗 （ crit ) 


内容 

no%] installed 

%] 

sources I protocols 

意味 

キヤプチヤやプ □ トコルの初期化に失敗し、力><ラサーバの起動に失敗した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障であり、サービスマンコールび必要。 


• A 002 プロトコルのネリ期化失敗 ( err ) 


内容 

%1 protocol not installed 

%] 

プ□トコル種別 CLS/C 1 LS/D 1 LS/H) 

意味 

WebView の初期化に失敗した。設定情報び破壊されている可能性びある。 

対策 

設定を修正するか、または工場出荷時設定に戻す。 


♦ A 007 可視節囲制限設定の異常 （ warning ) 


内容 

inconsistent view restriction for camera!!]] 

意味 

可視範囲制限の設定情報び破壊されている。これび発生したカメラでは、力ラ制御 
機能び使用できなくなる。 

対策 

工場出荷時設定に戻すか、または可視範囲制限の再設定を行ラ。 


• A 008 可視範囲制限設定に対応不能 ( warning ) 


内容 

unacceptable view restriction for camera [1] 

意味 

望遠限界でち縦方向または横方向で可視範囲制限設定を満たせないことを意味する。こ 
のとさズームは望遠限界に固定され、可視範囲制限設定を満たせない方向の雲台制御 
は禁止される。 

巧策 

可視範囲制限を適正値に設定する。 


参 A 010 カメラ制御ドライバの起動と停止 （ info ) 


内容 

%1 driver for camera[l] %2 

%] 

力ラ機辛重 （Canon V己 -C 已 OFSi 1 Canon V己 -C 已〇円） 

%2 

started | stopped 

意味 

力ラ制御デバイスの検出とドライバの起動、または力 X ラ制御デバイスの異常検知 
とドライバの停止。 
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ログメッセージー覧 


参 A 011 カメラ制御デバイスの異常 ( warning ) 


内容 

% 1 [ 1 ]malfunction (%2) 

%] 

カメラ機種 （Canon V 巨 - C 已 OFSi 1 Canon V 巨 - C 已〇円） 

%2 

エフー (read | write | timeout | ...) 

意味 

カメラ制御デバイスに対する入出カェラー。 

対策 

繰り返し発生するときは故障であり、サービスマンコールび必要。 


参 A 01 2 WebView Livescope クライアントの開始と終了 ( info ) 


巧容 

%1@%2 %3 

%] 

クライアント種別 ( LS/D 1 LS / H ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

connected | closed 

意味 

TCP 版 WebView クライアント （ LS / D )、 静止画を除く HTTP 版 WebWew クライ 
アント CLS / H ) の開始と終了。 


参 AO 14ホスト制限によるアクセス禁止 ( notice ) 


内容 

LS @%1 access denied 

%] 

クライアントホストの IP アドレス 

意味 

ホスト制限によるクライアントのアクセス禁止。 


参 AO 1已 WebView 管理者ビューワの開始 （ info ) 


内容 

% 1 @%2 privilege granted 

%] 

クライアント種別 （ LS / 仁1 LS / D ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

意味 

WebView 管理者ビューワび動作を開始した。 



参 AO 1色映像データ送信量 ( info ) 


内容 

% 1 @%2 %3 frames / %4 bytes in 〇/〇己 seconds 

%] 

クライアント種別 ( LS/D 1 LS / H ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

フレーム数 

%4 

バィト数 

%已 

映债送信期間 

意味 

映债送信クライアントに対する映憬送信結果。 


• A 022 アプレツトアーカイブの□-ド失敗 ( warning ) 


の容 

archive /% 1 not found 

%] 

アプレットアーカイブ名 (. glimpse.cab | 呂 limpse.zip | Ivapplet.cab | 
lvapplet.zip ima 旨 emap . 旨け I digits . g け） 

意味 

アプレットアーカイブファイルがを在しないか、または破損している。 

対策 

アプレットアーカイブディレクト U ‘/ archive ’ の下に、存在しない（または異常び 
ある）ファイルを CD - ROM からコピーして再起動する。 
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ログメッセージー覧 


参 A 023 接点入力の変化検出 （ err ) 


内容 

a %1 detected at ln %2 

%1 

接点入力変化 （ front - ed 呂 e 1 「 ear - ed 宮 e | pulse | notch ) 

%2 

接点入力端子番号 （1 〜 2) 

意味 

接点入力端子 Ini / In 2 にて入力の変化を検出した。 front - edge はオフーオン、 rea 卜 
ed 邑 e はオンーオフ、 pulse はオフーオン—オフ、 notch はオンーオフーオンの変化を 
意なする。 pulse と notch は、それぞれオフ中•オン中に検知された短時間（〜十数 
ミリ砂程度）のオン-オフである。 


画像の動き検出 ( err ) 


内容 

motion %1 

%1 

動き検知の開始.終了 (detected appeared | disappeared stopped ) 

意味 

画傲動さ検知による動さのお知開始と終了。 


参 A 050 ユーザアクセス制限時のアクセス許可 （ info ) 


内容 

user %1 access granted 

%1 

ユーヴ名 

意味 

ユーヴアクセス制限時に、指定されたユーザに対してアクセスび許可された。本メッ 
セージは TCP 版クライアントと HTTP 版クライアントの両方について出力される。 


参 A 101 ユーザアクセス制限時のユーザ指定異常 （ notice ) 


内容 

user %1 not found 

%1 

ユーヴ名 

意味 

ユーヴアクセス制限時に、未知のユーヴび指定された。本>^ッセージは HTTP 版クラ 
イアントについては出力されない（ H 043>^ッセージび出力される）。 


参 A 102 ユーザアクセス制限時のパスワード指定異常 （ notice ) 


内容 

user %1 password mismatch 

%1 

ユーヴ名 

意味 

ユーヴアクセス制限時に、誤ったパスワードび指定された。本メッセージは HTTP 版 
クライアントについては出力されない （ H 044><、_ y セージび出力される）。 


■才ーデイオヴーパのメッセージ 


参 B 001 オーディオサーバの起動と停止 （ info ) 


内容 

% 1 wvaudto 

%1 

startin 宮 ； shutdown 

意味 

オーディオサー j くび起動/停止した。 


参 B 011 才ーデイオクライアントの開始 （ info ) 


内容 

[% 1 ] %2 connected n 二％3 

%1 

クライアント種別 （send 1 recv ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

纖クライアント数 

意味 

オーディオクライアントび接続した。 
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ログメッセージー覧 


参 B 01 2オーディオクライアントの終了 （ info ) 


内容 

[%1 ]%2 closed [%3] 

%] 

クライアント種別 (send 1 recv ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

切断種別 （active | passive | timeout | senderr ) 

意味 

オーディオクライアントとの接続び切れた。 


参 BlOl 異常リクエストの受信 （ notice ) 


内容 

%1 unusual request [〇/〇2」 

%] 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

異常種月 IJ (400 1 404 1 ...) 

意味 

コマンドエラー(400)、パラメータエラー (404) により、 U クエストを拒否した。 


参 B 1 02クライアントの接続拒否 （ notice ) 


内容 

%1 request denied [口/〇2] 

%] 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

拒否種別 （41 1 42 1 ...) 

意味 

認証エラー (41). 時間帯違反（42)、 U ソース不足（43)、音声ファイルエラー(44)、 
非対応コーデック指定 （4 目）、非対応ストリーム指定（46)、ユーヴレベル制限（47)、 
ホスト制限（48)、クライアント数制限 （4 目)、動作モード （4 a )、 ファイル番号（已 0) 
により、クライアントの接続を拒否した。 

対策 

41:接続時のユーヴ名、パスワード、をしくはユーヴ U ストを確認する、42:サービ 
ス時間を確認する、43:巧接続または再起動する、44:音声ファイルの登録状況を確 
認する、4己〜47:対応しているクライアントソフトを巧いる、48:ホストアクセス 
制限設定を確認する、49 :最大クライアント数設定を確認する、 4 a : オーディオサー 
バを使巧ずる設定になっているか確認する、已0 :指定したファイル番号を確認ずる。 



♦ BIOS クライアントの強制切断 （ notice ) 


内容 

%1 access denied [%2 J 

%] 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

拒否種別 （41 1 42 1 ...) 

意味 

開始時は接続び許可されていたび、設定変更によってアクセス禁止となったため、強 
制的に切断された（拒否種別は巨102と同じ)。 


参 Bill 再生音ファイル異常 （ notice ) 


内容 

[% 1 ]file not found [%2] 

%] 

コマンド （ play ) 

%2 

ファイル番号 

意味 

再生音ファイルびない。 

巧策 

再生音ファイ j レの登録状況を確認する。 


参 B 201ファイル操作の異常 ( warning ) 


内容 

[% 1 ]io error 

%] 

コマンド （ piay ) 

意味 

ファイル操作に失敗した。 

対策 

連続して発生する場含、再起動する。 
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ログメッセージー覧 


参 B 202 リソース不足による中断 ( warning ) 


内容 

[% 1 ]resource shorta 昼 e 

%1 

コマンド （play 1 stop ) 

意味 

一時的な内部リソースの不足により、動作を中断した。 

対策 

連続して発生する場含、再起動ずる。 


参 B 301 送信用オーディオデバイス異常 ( err ) 


内容 

cannot use audio device for tx [% 1 : %2 J 

%1 

エラー 処理 （open 1 Id 1 buff | read ) 

%2 

エラー 番号 

意味 

オーディオデノくイスの異常を検出した。オーディオサーノくのみ再起動される。 

対策 

自動的に復旧しないときは、サービスマンコールが必要。 


参 B 302 受信用オーディオデバイス異常 ( err ) 


内容 

cannot use audio device for rx [% 1 : %2 J 

%1 

エラー処理 (open 1 1 open 2 iocti write ) 

%2 

エラー 番号 

意味 

オーディオデノ（イスの異常を検出した。オーディオサーノくのみ再起動される。 

対策 

自動的に復旧しないとをは、サービスマンコールが必要。 


♦ B 401 才ーデイオデバイス初期化失敗 （ crit ) 


内容 

audio device initiahzation error [% 1 ] 

%1 

エラー 番号 

意味 

オーディオデバイスの初期化に失敗した。オーディオサーバは停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障であり、サービスマンコールび必要。 


♦ B 402 オーディオサーバ初期化失敗 （ crit ) 


内容 

wvaudio initialization error [% 1 ] 

%1 

エラー 番号 

意味 

オーディオサー j くの初期化に失敗した。オーディオサーノくは停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障であり、サービスマンコールび必要。 


♦ B 403 設定変更失敗 （ crit ) 


内容 

cannot set confi 呂[〇/〇]] 

%1 

エラー 番号 

意味 

設定値の更新に失敗した。オーディオサーバは停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障であり、サービスマンコールび必要。 


■システム閲連のログメッセージ 

• S 004 システムの起動と停止 （ info ) 


内容 

% 1 webview 

%] 

起動 ( starting ) または停止 ( stopping ) 

意味 

映债ヴーノ く ( webview ) の起動と停止。 
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ログメッセージー覧 


参 S 00 已システムの設定変更 （ info ) 


内容 

System settings updated 

意味 

再起動なしの V 巨ソフトウエアの設定変更びあった。 


♦ 8028 POP 認証失敗 （ warning ) 


内容 

POP Authentication failed 

意味 

メールを信時の P 曰 P 認証び失敗した。 


♦ H 043 ユーザ指定異常 （ notice ) 


内容 

HTTPD : %1 : user %2 not found : %3 

%] 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

ユーヴ名 

%3 

URL 

意味 

ユーヴ認話で未知のユーザび指定された。 


• H 044 パスワード指定異常 ( notice ) 


内容 

HTTPD : %1 : user 〇/〇吕： password mismatch : %3 

%] 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

ユーザ名 

%3 

URL 

意味 

ユーヴ認話で誤ったパスワードび指定された。 


VBCollector の□グメッセージ 



V 巨 Collector はタスクの動作状況を n グ;< ッセージとして□グファイルに出力します。メッセー 
ジは政下の3種類に分類されています。 


レベル 

障害の程度 

エラー 

タスクの実行に支障のある異常。通信障害や設定の異常など。 

警告 

タスクの実行にま障のない異常。ただし、一部の情報び正常に作成 
されない可能性びある。作業巧ファイルの作成失敗など。 

情報 

タスクの正常動作に関する情報。ダウン□ー ドの開始/終了など。 


■タスクスケジューラヴービスが出力するメッセージ 

• S 100 (情報） 


1内容 

I V 日 Collector タスクスケジューラサービスを開始しました | 

♦ S 101 

(情報） 

I 内容 

I V 日 Collector タスクスケジューラサービスを停止しました I 

• S 102 (エラー） 

I 内容 

I 2038年を超えたため V 日 Collector タスクスケジユーラサービスを停止します | 
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ログメッセージー覧 


参 S104 (エラー) 


I 内容 I 

1 V日 CoNector タスクスケジューラヴービスの開始に失敗しました | 

• S001 (エラー） 

I 内容 I 

1 実行エラー：タスク情報の取得に失敗しました 1 

• S002 (エラー） 

I 内容 I 

1 実行エラー：他のタスクび同じサーバにダウン□ード実行しています 1 

♦ S003 (エラー） 

I 内容 I 

1 実行エラー：同時に実行でをるタスクの上限を超えました 1 

♦ S00 已（エラー） 

I 内容 I 

1 実行エラー：タスクの起動に失敗しました 1 

• SOI 1 (エラー） 

内容 

実行エラー：データの保存先へのアクセスび拒をされました 

意味 

データの保存先ドライブび存在しないか、サービスびデータの保存先に指定した1」 モー 
トホストへの□グオンに失敗した。 

♦ SOI 己（警告） 

内容 

実行する間隔より長<タスクび穗動していました 

意味 

タスクの終了時刻び次回実行予定時刻を越えた場合。 

♦ SOI 日（エラー） 

内容 

アカウント情報び不正です 

意ほ 

ユーヴ情報を認識できないか、□ーカルコンピュータ上の Administrators グループ 
に属さないユーヴび指定された。 


♦ S020 (情報) 


内容 

データ％1を削除しました 

%1 

削除日 {yyyy/mm/cld) 


参 S021 (エラー) 


内容 

データ％]は使巧中のため、削除でをませんでした 

%1 

蓄積日 （yyyy/mm/dd) 


• S023 (エラー） 

[ 内容 |^実行ェラー:ディスクの空さ容量び不足しています 


• S024 順報） 

[内容!]ディスクの空を容量び不足しているためちい蓄積データを削除します 

• S025 (情幸民） 

[ 内容 1^保存期間の過ぎたデータを削除します 
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ログメッセージー覧 


I ダウン□—ド実行時の□グメッセージ 

• D 001 (情報） 


I 内容 〔ダウン□ー ド開始 


• D 002 (情報） 


内容 


ダウン□-ド完了：画像=〇/〇]音声=〇/〇2 [消去：画像=〇/〇3音靑=〇/〇4] 


%] 


ダウン□ードした画像数 


%2 


ダウン□ードした音声数 


%3 


消去した画像数 


口/〇4 


消去した音声数 


• D 003 (警告） 



S 


ID 02 已（エラー) 


内容 


管理者□グインに失敗したためデータの消去、音声のダウン□ー ドは実行でさません 
でした 


ID 029 (エラー) 


[ 


内容 ] ディスクの空を容量び不足しているためダウンロードを中止しました 


参 D 035 (情報） 


内容 


ダウン□ードデータ数び上限に達しました 


意な 


回あたりのダウン□ード上限数に達した場合に出力される。 
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ログメッセージー覧 


参 DO 已〇 (エラー) 


I 内容 I 

1 ダウン□ードを開始でをませんでした 1 

• DO 已1 

(エラー） 

1内容 


1 タイムアウトで終了しました 1 

♦ □0已吕（エラー) 

内容 

ダウン□-ドび異常終了しました [ code = o / olh ] 

%1 

終了コード、予想がのコードの場合 


• □054 (エラー) 

[ 内容 1^サーバか6無効な応答を受け取りました 


♦ □0已已（エラー) 

[ 内容 |^ダゥン〇-ドを強制,格了しました 
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主な仕様 


VB-C 呂 OFSi/VB-C 百 OFi 

映像信号 

NTS 巳ち式準拠 

撮徹素子 

1/4型 CCD 

画素数 

有効画素教34万国素 

同期ち式 

内部同期ち式 

走きち式 

2:1インタレース 

最低被写体照度 

デイモード： lLux ( F 1.6、 カラー、1/30砂時） 

ナイトモード： 0.3己 Lux ( Fl . 日、白黒、1/30砂時） 

撮徹モード 

デイモード/ナイトモード 

フォーカス 

デイモード/ナイトモード；オート/マニュアル、 W 端： 0.01 m 〜 00/ T 端：1.日 m 〜〇〇 
ナイトモード(赤外照明併用時)：才ート/マニュアル、 W 端； 0.02 m 〜 W / T 端： 2.3 m 〜〇〇 

絞 0 

オートアイ1」スサーボち式 

レンズ 

f =3 .已〜日1 .0 mm F 1 .6 〜 4.0 電動2日倍ズーム（無限遠撮影時） 

ホ外線カツトフィルタ 

電動出し入れ（デイモード/ナイトモード） 

レンズつィルタ径 

37 mm Dit : ch =0.7 已 mm 

ホワイトパランス 

TTL ち式才ート 

0 S 

Linux 

プロトコル 

TCP / IP 、 HTTP 、 DHCP 、 FTP 、 WV - HTTP , WV-TCP (キヤノン独自） 

映像圧縮ち法 

M 加 on - JPEG 圧縮（映徹品質可変）、 JPEG 圧縮（静止画利巧時） 

映徹圧縮レート 

0.1 fps ~30 fps (可変） 

音声圧縮ちま 

y - lawPCM 扫ビット（サンフ1」ング周波戳8000 Hz モノラル）（ V 巨 - C 已 OFSi ) 

出力画像サイズ 

1已0 X 120、320 X 240、巨40 X 480 

表示画撤サイズ 

80 X 已0、1已0 X 120、320 X 240、640 X 480 

サーバ 

HTTP . FTP、WebView Livesc 叩 e 

□プ管理 

syslog 形式 

カメラ制細 

ズーム、逆光補正、シャッタースピード、フオーカスモード、可視範囲制限、制御時間制限 

接続制限 

アクセス制限（バスつード)、映像接続時間、サービス時間帯、同時接続数（最大己 0) 

ネットワーク 

Ethernet XI ( RJ 4 巳、10/100自動切換え） 

表示用 LED 

ネットワークの状態表示 

7 ルチコネクタ 

Video IN / OUT : NTSC コンポジット、巨 NC 端子各1 

Audio IN/OUT :モノラル、ミニジャック备1 

( V 目 - C 已 OFSi ) IN :エレクトレットコンデンサ型モノラルマイク入カフラグインパワー(3.3\/) 

OUT :ラインレベル出力 
外部デバイス入出力：入力=2、出力=3 

RS -232 C :1(使用しません） 

※マルチターミナル VB - EX 已0(別売）をご利用する際のコネクタです。 

寸法 

66.2 mm ( W ) x 134.2 mm ( D ) x 9 ス 0 mm ( H ) 

(突起部含まず） 

幫量 

VB - C 己 OFSi :約已 30 g 

VB - C 己 OFi :約48 Og 

動作環境 

ミ届度〇〜40む、湿度己0〜扫已 ％RH (結露不可） 

電源 

VB - C 50 FSi 最大：約1 2 W ( PoE 、 AC アダフタ） 

VB - C 己 OFi 最大：約1 0 W ( AC アダフタ） 



AC アダプタ 

形式 

PA - V 16 

入力 

冉巳100 -240 V 巳0/已 OHz 

出力 

DC 13 V 1.8 A ( max .) 

極性 

外側 （-) 内側 （+) 

サイズ 

58 mm ( W ) X 11 8 mm の ）X 25 mm ( H ) (突起物は含まず） 

質量 

約215呂（ケープル含まず） 


♦仕様は改善などの理由で予告な<変更することびあ0ます。 
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まな仕様 


外部デバイス入出力端子_ 

マルチターミナル VB - EX 50 と組み含わせて利用できます。 

■か部デバイス入力端子 （INK IN 2) 

外部デバイス入力端テは2端テの組2つ (INK IN 2) で構成され、一端テは本体内部の GND に 
接続されています。十端テと一端テに2線のケーブルを接続し、両端子間を電気的に導通 （ ON ) 
または絶縁 ( OFF ) することにより、内部コント□ーラに対して割り込みを発生させます。設定 
については、第4章 「VB 管理ツール」の「スケジュール設定ツール」を参照してください 
(一 P .4 ぶ)。 

接続ずるセンサやスイッチは、それぞれの電源や GND と電気的に分離された端子を接続ずるよ 
ラにしてくだをい。 

■か部デバイス出力端子 （ OUT 1、 OUT 2、 OUT 3) 

外部デバイス出力端子は2端テの組3つ （ OUT ]、 日 UT 2、0 UT 3) で構成されています。それ 
ぞれの組に+、一の区別はあ0ません。内部コント n —ラの制御により、2端テ間を導通状態と 
絶縁状態に切0誓えることびでをます。出力端子は光結合素テを用い、本体の内部回路とは分離 
されています。 

* 管理者ビューワで、外部デバイス入力の確認と外部デバイス出力の操作びで去ます （^ P .4-60)。 

出力端子に接続ずる負荷は次の定格の節囲ので使用してください。 

出力端子間の定格: DC 最大電圧己 0 V 

連続負荷電流100 mAW 下 


■巧部接続図 




外部デバイス入出力の設定にはマルチターミナルび必要です（一 P .1-1 ])。 
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システム憤巧 


基本的なシステム構ぶ例ービューワで映像を見る 



ビユーワソフトウェア 

( Java 用ビューワまたは 
PC 用ビューヮ） 

巧装ブラウザ 

動作環境 （- P .1-4) 

をご確認ぐださい。 


本機と付属のビューワ「ビューワソフトウェア」（一 P .1-4) とのシステム構成例です。ビューワ 
ソフトウェアは 、 「Java 用ビューワ」と 「PC 用ビューワ」の2種類があります。 

PC 用ビューワは、付属の CD - R 日 M か5事前にインス I ルする必要びあります。 Java 用ビュー 
ワを使用するには、 事前に 」 ava VM びインス!-ールされている必要びあ0ます。 



ビューワソフトウエアの種類と機能 


ビューワソフトウェア 

機能 

Java 用ビューヮ 

• Java アプレットび動作可能な Web プラウヴで、本機からの映徹を表おできます。 

• Java 用ビューワを使用するには、事前に Java VM びインストールされている必要びあります。 

• Java 用ビューワは自動的にダウン□—ドされるため PC 巧ビューワのよラに事前にインストールす 
る必要びなく、 Java び動作する環境を持つプラットフオームに対応します。 

• ファイアウオールを導入していても HTTP プ□トコルを使巧するため巧条件で通過します。ただし、 
プラットフオームや Web ブラウヴの種類によって動作び不ま定な場合びあります。 

また、ホームぺージを□—ドするとをビューワもダウンロードされるので、 PC 用ビューワに比べる 
と桓動時間や実行速度び遅くなります。 

PC 用ビューヮ 

• 本職からの映撤を見るため、 Web ブラウザから起動されるアプ U ケーシヨンです。 

• PC 用ビューワは、事前にインストールび必要です。 

• 同おの CD - ROM からインストールします。 

• Java 巧ビューワに比べ、ビューワのダウン□ー ドび必票ないため、起動び速くなります。頻繁にご 
利用になる場合は、こちらのビューワをおすすめします。 

• ファイアウオールを導入していてち、 HTTP プ□トコルを使用することで無条件で通過します。 


• PC 用ビューワのインス! -- ルは付属の CD - R 日 M にある「 V 巨 Toolslnstall . exe 」 
yP から行ってください（一 P .2-12)。 

♦ ビューワソフトウエアの使巧説明書は、付属の CD - R 日 M にあります ( Viewer - J . 
pdf )。 

♦ 本機をインターネットへ接続する場をはインターネットアクセスプ n バイダに専 
巧線または LAN 型のダイヤルアップ IP 接続び必要です。 LAN 型のダイヤルアツ 
プで接続する場合は双方向発呼びできることをおず確認してください。 
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ネットワーク憤が例 

本磯の代表的な設置形態について説明します。 

本機にはお使いの環境に合わせた IP アドレスを割り当てて利用してください。 


LAN 環境での構が例 



本磯を Ethernet で LAN 接続するケースです。映像を利用するのは本機と同じ Ethernet セグメ 
ントにあるビューワまたは、そのセグ方ントにアクセスでさるビューワです。 


インターネツト摆境での構が例 



本磯をインターネットに接続した環境で利用するケースです。 

映儘を利用するのは ISP にアクセスでさるビューワです。 

本磯とに P との間は、双方向の通信びでき、かつ本機では固定のグ□ーバルアドレスを設定して 
おくことび必要です（一 P . 已 -2 日）。 
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u モー トでフ アーム ウェアをアップ グレー ドする 


新しいファームウェアを製品紹介ホームぺージ： canon . jp / webview か5入手し、 ] マンドプ〇 
ンプトでアップグレードします。ここでは、ファームウェアのファイル名を 
「 Firmware _ new . bin 」、 入手したファームウエアを PC に保をする場所を 「My Documents 」 と 
します。 


1. コマンドプ□ンプトを起動しまず 

画面には C:¥Documents and Settings¥xxxx> 

と表示されています。 

2. ファームウェアのあるフオルダを指定しまず 

C:¥Documents and Setth 畳 s¥xxxx>cd My Documents 
と入力します。 


3. れ p コマンドを使用して、本機に接続しまず 

C:¥Documents and Settings¥xxxx¥My Documents>ftp 192.168.100.1 
と入力します。 ' 


4. 管理ちアカウントとパスワードを入力しまず 

User (1 92.1 臣 8.100. 1 : ( none )): root 
Password : V 巨 - C 曰 Oi 
と入力します。 

※実際にはご使用のパスワードを入力してください。パスワードの変更については、 r 管理者のパスワード 
やイーサネットなどを設定する」 （^ P .3-5) を参照してください。 


5. バイナリーモードに変更しまず 

ftp > binary 
と入力します。 

色.本機にファームウェアを転送しまず 

干 tp > put Firmware _ new.bin flash 
と入力します。 





7. 転送が開始されまず 

転送の完了には通甫、1〜吕分かかります。 

8. 完了び通知されまず 

The system up 呂 「aded completed successfully 
と表示されます。 

9. 本機か S □グアウトしてコマンドプ□ンプトを終了しまず 

ftp> bye 

C:¥Documents and Settings¥xxxx¥My Documents〉exit 
と入力します。 


• 本機び再起動したことを確認するまでは、本機の電源を絶対に切5ないでくださ 
« し''。電源を切ると、正常に起動しなくなる場合げあ0ます。 

♦ ファームウエアをアップグレードする場合は、ホームぺージのデータ(一 P . 己- 8) 
のバックアツプを取ってください。 



♦ 下線部は IP アドレスの入力例です。実際には本機へ設定した IP アドレスを入力 
してください（一 P .3 -目）。 

♦ [xxxxj には PC で□グオンしているユーヴ名び表示されます。 
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工場出巧時設定に戻す 


本機は多様な機能をサポートしている関係上、各機能の設定値は方モしておくことをおすすめし 
ます（一 P .7-20)。 設定値を忘れてしまったなどで、本機を一か5設定し直したい場合には、いっ 
たん工場出荷時設定に戻してください。 

* 工場出荷時の設定値については P .7-20 を参照してください。 


Web ブラウザで管理ツールのページか6出荷時設定に戻す 


1. Web ブラウザを起動し、設定のタイトルページ 
を表示しまず 

設定のタイトルページを表示させるには、本機の IP 
アドレス、ユーヴ名、管理用パスワードび必要です 
(一 P .3-3)。 


2. 設定のタイトルページ上で「管理ツール」をク 
U ックしまず 

管理 ツールのページび 表示されます。 



3. 「工場出荷時に戻ず」の[実巧]ボタンをクリッ 
クしまず 

工場出荷時の設定に戻してをよいかどラかの確認を巧 
めるメッセージび表示されます。出荷時設定に戻して 
もよい場合は [ OK ] ボタンをク U ックします。 


V?) イ-サか似ホ ( C を M ち SI 成 tw 札!!して两垃 ill* す•か U、 でが？ 



wm m 「工場出荷時に戻す」の実行中は、本機の電源を絶対に切5ないでください。電源 
^ を切ると、正常に起動しなくなる場合があります。 

♦一度 [ OK ] ボタンをク U ックすると、出荷時設定に戻す処理は中断でをません。 
♦ 「工場出荷時に戻す」を実行すると、保存したホームページのデータ (一 P . 日- 8) は 
消まされます。事前にデータのバックアップを取ってか5実行してください。 


4. 本機の設定が工場出荷時に戻りまず 

管理巧パスワード、または、本機の IP アドレス、サブネットマスク、デフオルトゲートウェ 
イアドレスなどネットワーク関連!;(外の設定値び工場出荷時に戻ります。 
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工場出荷時設定に戻す 


本な:リセットスイッチか6出荷時設定に戻す 

本機の IP アドレスや管理巧パスワードび不明であった0忘れてしまった場合は、ネットワーク経 
由での操作びでさません。この場をは、本機背面の U セットスイッチを押しまず。 

1. 本機の電源を OFF にしまず 

本機の電源を日 FF / 日 N する方潮ま、「電源の日 N / 日 FF 」（ P .2-7) を参照してください。 


2. リセットスイッチを巧したまま電源を ON にし、已秒攻上巧し続けまず 

U セットスイッチは背面よ0を契にあ0ます。ゼムク U ップの先端など、細いちので押してく 
ださい。 

本機の全設定げ工場出荷時に戻0まず。 



回 

お願い 


U セットスイッチを押して工場出荷時の状態に戻すと、本機の IP アドレス、サブネッ 
トマスク、デフォルトダートウェイアドレスなどネットワークに関連した設定値もす 
ベて工場出荷時に戻るため、接続していた PC から操作びでさなくなります。同おの 
CD - R 日 M に収録されている V 目 Setup . exe で、ご使用の環境に適をした IP アドレス 
を設定してください（一 P ぶ-目)。また保をしたホームぺージのデータ（一 P . 已 -8) 
も消去されます。事前にデータのバックアップを取ってか5実行してください。 
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工場出荷時設定一覧 


工場出荷時の設定値です。設定を変更した際は、必ず設定値をメモしておきましょう。 


項目 

設定値 

設定値1(年月曰） 

設定値吕（年月日） 

♦ ユーヴ名（管理ち ID ) 

root 



♦ 管理用パスワード 

V 巨 - C 巳 Oi 



♦ 設定ぺージのパス 

admin 



♦ イーサネット 




アドレス設定方式 

マニュアル設定 



1 P アドレス 

192.168 .100.1 



サブネットマスク 

2 已已 .2 已己 .2 己巳. 0 



デフオルトゲートウェイアドレス 




最大パケットサイズ 

1500 



♦ 網接続機能 




定期的にパケットを送信する 

なし 



送信先 IP アドレス 




送信間隔（分） 

1 



♦ 映徹キャプチャ 




映像サイズ 




映像送信 

サイズ中 



動さ検知 

サイブ小 



静止画蓄積 

サイズ中 



映像品質 （ Q 値） 




サイズル (160 X 120) 

已〇 



サイズ中 (320 X 240) 

50 



サイズ大 (640 X 480) 

50 



インタレースド 

ウイーヴ（インタレース） 



外部ビデオ入力を使用する 

なし 



♦ カメラ制御 




シャッタースピード 

自動 



フ オー カスモード 

自動 



ホームポジション 




スーム 




明るさ 

標準 



誰ち制御権を持たないとをホーム 

なし 



ポジションに移動する 




可視範囲制限を適用する 

なし 



望遠 




広角 




ワイドコンバータ 

使用しない 



♦ カメラ名 




本体カメラ 

Cam 已巧 



列付けカメラ 

Cameras 



♦プリセット（共通設定） 




カメラ制御をプリセットに制限する 

なし 



自動プ U セット巡回 

使用しない 



巡回スケジュール 




フリセット巡回時間を設定する 

なし 



参プリセット（個別設定） 




適用範囲 

映像蓄積のみ 



プ U セット名 




カメラパラメータ 




ズーム 




明るさ 

標準 
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[参考]映像養積と録音のデータ容量 


本機では、映像蓄積•録音のデータを^モ U に一時保存し、同捆ソフトの VBCollector （一 P . 目- 
1 1) を使って PC にダウン□ー ドすることで、様々な運用び行えます。政下に参考となるデータ 
容量についてまとめます。 


ra ここにまとめ5れた内容は参考情報でず。必ず実際の環境下で巧分なテストを巧って 
S か目運用を開始してください。 


本機のメモリ容量 


映像蓄積や録音のデータを一時保をするのに使用でをる本機の;<モリ容量は最大約] 4 M 目です。 
なお、メモ U の消費量は、映像蓄積•録音で行ラ各種設定（映像サイズ、映像品質、蓄積間隔、蓄 
積の頻度、録音の有無）により変化します。 


映像のデータ容量 


1 フレーム あたりの映像の データ 容量は、 

•[映像サイズ](一 P .3-7) 

•[映儘品質](一 P .3-7) 

-被写体となる映像の複雑さ 

によって変化します。[映像サイズ]と[映像品質]の設定の組み合わせ政がに、被写体に応じてデー 
夕容量は異なることにま意してください。 

映像蓄積では、上記に加え、蓄積の頻度、廣積間圆の設定により本機の^モリ消費量は変化しま 
す。 


1フレームあたりの映儘のデータ容量を知るには、 
管理者ビューワまたは PC 巧ビューワの;<ニュー 
バーの樣示」か5 r 動画情報」を選択するとち記 
のウィンドウび表示されます。[サイズ]び1フレーム 
あたりの実際のデータ容量です。 


尚画语排 

フト么トト： 

29.90 frames/sec 

サイス'‘： 

6291 bytes/frame 

キげが y- スサイス '': 

320x240 pixels 

圧補お巧： 

Motion JPEG 


r 動画情報」の例 


m • 蓄積する映像のデータは 8 K 目単位で切り上げ5れて;<モリに保をされます。例え 
ば已 KB の映像データは 8 K 巨、] OKB の映像データは1目 KB のメモ U を消費し 
ます。 

♦ [映像品質]を]日0に設定すると、データ容量び飛躍的に大きくなるので、ごを意 
<ださい。 
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[参考]映像蓄積と録音のデータ容量 


音青のデータ容量_ 

音量の大ルに関わらず、また無音時でも、約 8 K 目/秒です。 


^録音のタイミングによっては、よりをくの^モ U を消費することがあ0ます。 

お願い 






索引 



AC アダプタ .iv, 2-6 

AC ケーブル .iv, 2-6 


AC アダプタ .iv, 2-6 

AC ケーブル .iv, 2-6 

Apache. 己 - 2] 



CD-ROM.iv. 2-8. 2-12 



DNS.3-24 


Midspan.xii, 2-6 

MIME タイプ . 巳- 21 



NTP サーバ .3-23 



OFF イベント .4-42, 4 -已曰， 4 -已 4 

ON イベント .4-42, 4 -已曰， 4 -已 4 


ON の間の蓄積間隔 .4-42 



Ethernet コネクタ .1-1 0 



GetStilllmage. 己- 2 已 

Glimpse. 巳 -4, 5-1 9 



HTTP サーノ て .3-1 己 


HTTP ポート .3-1 已 

HTTP ポート番号 .4-5 

HUB.2-2, 2-6, 2-8 



IP アドレス 


2-9. 3-6 
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お巧いさせ巧 


製品に関ずるお問い合せは、お客様相談センターをご利用ください。 

キヤノンお客様相談センター 

ネッ トワークカメラ/モニタリング機器 

0己 0- 己曰曰-90074 

[受付時間] 


<平曰 > 目:日日〜12;日日/13:日日〜17:00 

は•日‘祝日及び年末年始弊社休業日は休ませていただきます) 

《上記番号をご利巧いただけない方は日 43-21]-9622 をご利用ください。 
《 IP 電話をご利巧の場合、プ□バイダーのサービスによってつなび5ない場 
合びあ0ます。 

※受付時間は予告なく変更する場含びあります。あ5かじめご了承ください。 


補修用性能部品について 


保守サービスのために必要な保守用性能部品の最低保有期間は、製品の製造巧 
ち切0後7年間です。 

(補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です） 
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